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はじめに 

 
近年、ケータイやインターネットなどの ICT メディアを子どもたちが日常的に利用するようにな

り、ICT メディアの子どもたちの生活における位置づけが大きくなる中で、ICT メディアに関連し

た様々なトラブルや事件が発生するようになってきました。 
今回、総務省より受託を受け、「インターネットの特性を踏まえた情報の受発信・情報交換につい

ての指導内容等に関する調査研究」を行いました。本調査研究の目的は、中学生・高校生を主な対

象とし、虚実が混在するインターネット上の情報を主体的に読み解く能力を身につけ、インターネ

ットの特性を理解した上で、メールやブログなどの情報を適切に受発信し情報交換できる能力、情

報発信の観点から被害者になるだけでなく、知らない間に加害者になってしまわないために必要な

能力、等の向上を図るための指導内容や指導資料等について調査研究を行い、ICT メディアの健全

な利用の促進に資することです。 
本調査研究では、プロジェクトチームを構成し、①コミュニケーション、情報モラル等の教育に

関する専門家（大学教授）、②学習対象者に対して、日常的に教育活動を行っている者（中学校・高

等学校の現職教師）、③コミュニケーション、情報モラル等に関する授業・セミナー等の実績のある

組織（専門企業）の三者が産学連携のもと、以下のように調査研究を進めました。 
 

（1）Plan：ICT メディアリテラシーや情報モラル育成に関する既存の教材やカリキュラムの調査、

分析。 
（2）Do：調査結果をもとに、インターネットの特性を踏まえた情報の受発信・情報交換について

の指導内容に関するカリキュラム案の作成、ビデオクリップを含む教材開発及びワークシート

の作成と授業での試行実践。 
（3）Check：開発したカリキュラムの評価、開発した教材の評価と改善。 
（4）Action：カリキュラムや教材の普及をはかり、授業実践を進める。 
 
このように PDCＡサイクルで調査研究を進めてきました。初年度の今年は、既存の教材の調査分

析やカリキュラム案を試作し、ブログに関するビデオクリップやワークシートを開発し、授業で試

行していただきました。カリキュラムや教材の普及は次年度以降、継続的に取り組んでいく所存で

す。 
ぜひ、本調査研究報告書をご一読いただいた後、開発したカリキュラムやビデオクリップ教材を

お使いいただければ幸いです。最後になりましたが、教材の授業での試行実践にご協力いただきま

した中学校・高等学校の校長先生をはじめ、先生方にお礼申し上げます。 
 

2010 年 3 月吉日 
調査研究プロジェクト委員長 
滋賀大学教育学部教授 
宮 田  仁 
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1.事業の概要と背景 

1-1 本事業の背景 

総務省「通信利用動向調査」（2009 年）によると、13 歳から 19 歳までのインターネット利用率

は、95.5％と高い割合を示している。インターネットを利用するための端末については、内閣府「第

５回情報化社会と青少年に関する意識調査」（2007 年）に詳しく記載されている。コンピュータで

のインターネット利用率は、高校生は 74.5％、中学生は 68.7％であり、携帯電話によるインターネ

ットの利用率は、高校生では 95.5％、中学生は 56.3％というデータを示している。インターネット

や携帯電話などの ICT メディアが、子どもたちにとって身近なものになっていることがわかる。 
 
中学生・高校生は、インターネットを使って何をしているのであろうか。2009 年に実施された文

部科学省「子どもの携帯電話等の利用に関する調査」によると、メールのやりとりをしている中学 2
年生は 67％（うち携帯電話 49.0%、コンピュータは 15.3％）であるが、高校 2 年生になると 95％
（うち携帯電話 90.5%、コンピュータは 1.5％）にまで上昇する。自分のプロフを公開しているとい

う中学 2 年生は 7.9％、他人のプロフやブログなどに書き込みをする生徒は 13.8％であるが、高校 2
年生では前者は 44.2％（うち携帯電話 40.1%、コンピュータは 2.0％）、後者は 41.6％（うち携帯電

話 35.5%、コンピュータは 3.9％）と伸びている。学年が上がるにつれ、携帯電話の利用が増え、ま

た 1 対 1 のコミュニケーションに加え、1 対多のコミュニケーションをとるようになっていること

がわかる。 
 
一方、インターネットや携帯電話などの ICT メディアの利用に伴い、さまざまな事件やトラブル

が発生している。例えば、2008 年 5 月、プロフへの書き込みに腹を立てて暴行したとして、東京都

大田区の中学 3 年生ら少年少女 7 人が逮捕された事件、同年 7 月、群馬県桐生市で高校１年の男子

生徒が、自分のプロフに書き込んだ内容のことで元同級生の無職少年とトラブルになり、暴行を受

け死亡した事件などの例がある。このような傷害事件に至るケースは稀としても、何気ない一言か

ら友人同士のトラブルに発展するなど、子どものコミュニケーション能力に関係するものは少なく

ない。また、プロフで自分の情報を公開する際に、友人しか見ていないと思っていたり、サイト上

に誹謗中傷を書き込んでも誰が書いたかわからないと思っていたりと、インターネットの特性を理

解しないまま ICT メディアを利用していることも、このようなトラブルの原因の一つと考えられる。 
 
こうした状況の中で、子どもにインターネットの危険性を教え、自覚を促す｢情報安全教育｣が行

われている。例えば、東京都教育委員会は、子どもたちを犯罪の被害者や加害者にしないために、

警察と連携して小学校、中学校、高等学校、特別支援学校における、非行・犯罪被害防止教育の一

環として「セーフティ教室」を実施している。また、携帯電話会社も、社会貢献の一環として携帯

電話に関する安全教室を開催し、携帯電話の安全な使い方を教えている。 
これらの｢情報安全教育｣に加え、中学生・高校生がインターネット上の情報を主体的に読み解く

能力を身につけ、インターネットの特性を理解した上で、メールやブログなどの情報を適切に受発

信しコミュニケーションできる能力を身につけるための教育が必要であると考えられる。 
 
子どもたちは、未来社会を生きていく人間であり、社会をけん引する役割を担っている。今の中

学生は、生まれたときからインターネットや携帯電話のある環境で育ち、新しい形の情報化社会を

創造する可能性を秘めている。未来を担う子どもたちに対して、親の世代は学校や家庭において、「情

報化社会を生き抜く能力」を育て、ともに学び合うことが今求められているのではないだろうか。 
 
【参考文献】 
・総務省「通信利用動向調査」（2009） 

http://www.soumu.go.jp/main_content/000016027.pdf 
・内閣府「第５回情報化社会と青少年に関する意識調査」（2007） 

http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/jouhou5/gaiyou.pdf 

・文部科学省「子どもの携帯電話等の利用に関する調査」（2009） 
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/21/05/1266484.htm 

・東京都教育委員会「セーフティ教室」 
http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/buka/shidou/safe.htm 
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1-2 本事業の目的 

 
中学生・高校生を主な対象とし、虚実が混在するインターネット上の情報を主体的に読み解く能

力を身につけ、インターネットの特性を理解した上で、メールやブログなどの情報を適切に受発信

し、情報交換できる能力（情報発信の観点から、被害者だけでなく加害者とならないために必要な

能力を含む）等の向上を図るための指導内容や指導資料について調査研究を行い、もって ICT メデ

ィアの健全な利用の促進に資する。 
 
 

1-3 本事業の実施体制 

 
本事業の実施体制は下記のとおりである。 

 

情報流通行政局
情報通信利用促進課

総務省 内田洋行 教育総合研究所

プロジェクトマネジメント
および調査研究

・調査研究実施協力
・分析・評価・報告協力 など

協力会社

・調査研究実施協力
・分析・評価・報告協力 など

協力会社

・授業実践
・授業項目、指導資料評価など

調査研究協力校

・調査研究実施支援
・調査研究評価 など

有識者委員会

・指導資料等への助言
・中学生高校生に必要な知識、スキル、
行動の抽出 など

カリキュラム・指導資料検討作業部会

設置

運営事務局

 
 

 
（1）内田洋行教育総合研究所 
本事業全般における実施主体であり、運営管理業務を行った。具体的には、下記（2）有識者委員

会や（3）カリキュラム・指導資料検討作業部会における事務局業務及び委員との協議、協力会社と

の連携、モデル授業、調査等を行った。 
 

（2）有識者委員会 
コミュニケーション・情報モラル等に関する専門家、学習対象者に対して日常的に教育活動を行

っている者、コミュニケーション、情報モラル等に関する授業・セミナー等の実績のある者が有識

者委員として就任した。本事業における調査研究への支援及び評価等を実施した。 
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分野 委員 
○コミュニケーション、情報モラル等

の教育に関する専門家 ・滋賀大学 宮田仁先生 

○学習対象者に対して、日常的に教育

活動を行っている者 
 

・東京都立江東商業高等学校 榎本竜二先生 
・小平市立小平第三中学校 小野有紀子先生 
・青梅市立第一中学校 紙澤雅一先生 
・東京都立板橋有徳高等学校 黒田英子先生 

○コミュニケーション、情報モラル等

に関する授業・セミナー等の実績の

ある者 

 
・株式会社コドモット 渡邉純子氏 
 

 
（3）カリキュラム・指導資料検討作業部会（以下、作業部会とする） 
有識者委員のうち、学習対象者に対して日常的に教育活動を行っている者及びコミュニケーショ

ン、情報モラル等に関する授業・セミナー等の実績のある者が作業部会委員として、既存教材調査、

指導資料作成、カリキュラム作成等の支援を実施した。 
 

（4）調査研究協力校 
本事業の指導資料を使用したモデル授業の実践及びアンケート等の調査に協力した。 
 

（5）協力会社 
指導資料及び教材製作、モデル授業の実施等を支援した（株式会社ユーミックス）。 
 
本報告書内では、（1）内田洋行教育総合研究所と（5）協力会社とを合わせた名称として「事務局」

と表記する。事務局及び有識者委員は、日常は、メーリングリストを利用して情報共有、意見交換

を行い、事業を進めてきた。また、計 3 回の有識者委員会及び作業部会を設け、対面での意見交換

を行った。有識者委員会、作業部会の日程及び議題は、次のとおりである。 
 

第 1 回 有識者委員会 
日時 2009 年 12 月 13 日 13：30 ～ 15：30 
議題 1.総務省挨拶 

2.事務局挨拶 
3.委員紹介 
4.委員長挨拶 
5.調査研究概要  
6.事業進捗報告  

6-1.既存教材の調査  
6-2.カリキュラムの設計  
6-3.指導資料等の製作  
6-4.指導項目、指導資料等の評価  

7.調査検討課題の討議 
7-1.既存教材の調査  
7-2.カリキュラムの設計  
7-3.指導資料等の製作  
7-4.指導項目、指導資料等の評価  

8.今後のスケジュール 
9.次回、開催について 
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第 1 回 作業部会 
日時 2010 年 1 月 30 日 13：10 ～ 16：00 
議題 1.指導資料の検討 

(1)映像教材の視聴 
(2)榎本先生による指導案紹介 
(3)小野先生による指導案紹介 
(4)事務局による指導資料紹介  

2.ICT メディアリテラシー学習項目中学生・高校生用の検討 
(1)委員チェックと事務局チェックの結果報告 
(2)ICT メディアリテラシー学習項目の議論 

3.中学生・高校生のメディアリテラシーを向上させるためのカリキュラムの 
 検討 

 
第 2 回 有識者委員会 

日時 2010 年 2 月 20 日 13：10 ～ 16：00 
議題 1．総務省挨拶 

2．事務局挨拶 
3．委員長挨拶 
4．事業進捗報告および検討 

4-1.既存教材の調査及びカリキュラムの設計 
・既存教材と ICT メディアリテラシー学習項目との対応付けの確認 
・上記対応付けを元にした「既存教材の整理表」の承認依頼 
・「ICT メディアリテラシー学習項目・中学生・高校生版」の検討 
・「カリキュラム案」の検討 
4-2.指導資料等の製作及びモデル授業の実施 
・映像教材の確認 
・モデル授業 1 の紹介 
・モデル授業 2 の紹介 
・アンケートの紹介 

5．報告書の目次案 
6．今後のスケジュール 

 
 

1-4 本事業のスケジュール 

 
本事業では、以下の 4 つを実施した。 

1． 既存教材の調査及びカリキュラム設計 
2． 指導資料等の製作 
3． モデル授業の実施と指導項目・指導資料等の評価 
4． 事業実施に関する報告書の作成 

 
各項目の実施スケジュール詳細は、以下のとおりである。 
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作業項目 10月 11月 12月 1月 2月 3月
１．既存教材の調査及びカリキュラム設計

ア．既存教材の調査

　①各教材の調査

　②調査結果の分析

イ．カリキュラム設計

　①指導項目の抽出

　②指導案の作成

２．指導資料等の製作

ア．指導資料

　指導資料製作・修正 　　●

　短時間版指導資料製作・修正 　　●

イ．ビデオクリップ

　基本設計

　シナリオ作成

　映像収録・編集 　　　　　　　　　●

ウ．ワークシート 　　●

エ．キーシーン黒板用掛図 　　●

３．モデル授業の実施、指導項目・
　　指導資料等の評価、見直し

ア．モデル授業の実施 　　　●　　　●

イ．アンケート・ヒアリングの実施・分析

ウ．評価・見直し

４．報告書の作成

報告書の作成 完成

作成 修正 修正

作成 修正 修正

修正

修正

完成

修正 完成

修正 修正

修正 修正修正

修正

修正

完成

完成完成

完成

修正

修正

 
 
第 1 期：10 月～11 月 
・事務局による委員への事業説明 
・既存教材の調査及び分析 
・指導のためのカリキュラム設計 
・指導資料等の試作 
 
第 2 期：12 月～1 月 
・第 1 回有識者委員会 
・ビデオクリップの製作 
 
第 3 期：1 月～2 月 
・第 1 回作業部会 
・モデル授業の実施 
・アンケート集計・分析、ヒアリング 
・指導資料等の修正 
 
第 4 期：2 月～3 月 
・第 2 回有識者委員会 
・事業報告書を作成 
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2. 既存教材の調査 

 

2-1 目的 

 
インターネットの特性を踏まえた情報の受発信・情報交換についての指導内容に関する、既存の

教材を調査し、それらの教材の概要や特徴（内容、指導資料等の有無）を把握するとともに、既存

の教材における指導項目の豊富な分野、乏しい分野を明らかにして、カリキュラムの設計に資する

ことを目的とする。 
 

2-2 方法 

 
2-2-1  調査対象 
 
本事業で開発する教材が、中学生・高校生を対象とした映像教材であることから、下記の条件 

にあてはまる教材を調査対象とした。 
 

・中学生・高校生を対象とした教材 
・「インターネットの特性を踏まえた情報の受発信・情報交換についての指導内容」に関する教材 
・無償で配布されている映像教材 
 
条件に該当するものとして、調査を行った教材は、表 2-1のとおりである。 
 

表 2-1 事前調査の対象教材 

番号 発行元 タイトル名 収録数 
1 文部科学省 

 
｢ちょっと待って、ケータイ｣ 4 話 

2 警察庁 
 

｢情報セキュリティ対策ビデオ｣ 6 話 

3 キッズケータイ活用 
プロジェクト 

｢春野家ケータイ物語｣ 8 話 

4 NHK エデュケーショナル 
 

｢ケータイ・ネット社会の落とし穴｣シリーズ 10 話 

5 株式会社エヌ・ティ・ティ・ 
ドコモ 

｢ケータイ安全教室｣ 5 話 

6 財団法人国際電信電話共済会 
 

｢ケータイ教室｣ 10 話 

合計 43 話 
 

2-2-2  調査内容 
 
既存教材の概要を把握するため、以下 15 項目について調査した。 
 
①教材名 ②開発元 ③内容 ④あらすじ ⑤対象学年 ⑥指導資料等の有無 
⑦ワークシートの有無 ⑧ボードセットの有無 ⑨その他ツールの有無 
⑩情報モラル指導モデルカリキュラム*1 との対比 ⑪教材の配布方法 
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⑫再生時間 ⑬価格 ⑭出前授業の有無 ⑮ICT メディアリテラシー学習項目との対比 
 

 
2-2-3  調査方法 

 
（1）既存教材に関する Web サイト及び教材に付属する資料を閲覧する。 
（2）既存教材を視聴し、各教材で扱われている内容が「ICT メディアリテラシー学習項目（小学

5・6 年生用）」*2 のいずれの項目に該当するか関連付けを行う。 
（3）１の関連付けの妥当性を確認するため、有識者委員が既存教材を視聴し、同様に関連付けを

行う。関連付けが異なる場合は、コメントを付記する。 
（4）有識者委員のコメントを元に、既存教材と「ICT メディアリテラシー学習項目（小学 5・6

年生用）」との関連付けについて有識者委員会で再度検討し、決定する。 
 
 
 

*1 「情報モラル指導モデルカリキュラム」は、平成 19 年度 5 月に文部科学省より発表された。

学校における情報モラル教育を体系的に推進するため、情報モラルの指導内容を 5 つの分類

（1.情報社会の倫理、2.法の理解と遵守、3.安全への知恵、4.情報セキュリティ、5.公共的な

ネットワーク社会の構築）に整理し、それぞれの分類ごとに、児童生徒の発達段階に応じて

大目標・中目標レベルの指導目標を設定したものである。 
 
*2 「ICT メディアリテラシー学習項目（小学 5・6 年生用）」は、平成 18 年度総務省事業「ユビ

キタスネット時代における新たな ICT メディアリテラシー育成手法の調査・開発」において

承認された、以下の 11 項目から成る学習項目である。 
 

 1. ICT メディアの特性を理解する能力 
 2. ICT メディアを操作できる能力 
 3. 情報を収集する能力 
 4. 情報を処理・編集する能力 
 5. 情報を表現する能力 
 6. 情報を伝達する能力 
 7. ICT メディアにおける送り手の意図を批判的に読み解く能力 
 8. 主体的にコミュニケーションする能力 
 9. コミュニケーションする相手を尊重する能力 
 10. ICT メディアを安全に使う能力 
 11. 情報の権利を保護する能力 

 
11 項目は、それぞれの能力を具体的に定義する小項目に分かれており、小項目は更に「知

識・スキル」の項目と「行動」の項目の 2 種類に分かれている。 
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2-3 結果 

 
既存教材の概要を、表 2-2 に記す。教材の個別のストーリーによって異なる③ねらい、④あらす

じについては、表 2-3 にまとめた。⑫再生時間については、表 2-6 に記載した。既存教材において

扱われている指導項目については表 2-4としてまとめた。 
 

表 2-2 既存教材の概要（1/6） 

①教材名 ちょっと待って、ケータイ 
②開発元 文部科学省 
⑤対象 青少年（主要な登場人物が小学生・中学生）、保護者 
⑥⑦⑧⑨ 
指導資料等の有無 

無し 

⑩情報モラル指導 
モデルカリキュラ

ムとの対応 

無し 

⑪教材の配布方法 DVD 送付、インターネット視聴 
⑬価格 無償 
⑭出前授業の実施 無し 

概要 携帯電話を介してつながるインターネット上の有害情報につい

て、意識啓発することを狙いとした映像教材。全 4 話構成（各 6～
7 分）で、メールへの依存、架空請求等の迷惑メール、プロフでの

個人情報公開、いわゆる学校裏サイトの誹謗中傷、の 4 つのテーマ

が取り上げられている。各話毎に解説が付いている。青少年向けと

保護者向けの 2 種類の映像が用意されており、DVD のほか Web サ

イトでの視聴が可能。 
詳細 1. メールの落とし穴 

2. ケータイに忍び寄る罠 
3. プロフの危険な誘惑 
4. 学校裏サイトの闇 

備考 2010 年 3 月に「ちょっと待って、ケータイ 2」を発表 
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表 2-2 既存教材の概要（2/6） 

①教材名 警察庁 情報セキュリティ対策ビデオ 
②開発元 警察庁 
⑤対象 指定無し（主要な登場人物が中学生・高校生） 
⑥⑦⑧⑨ 
指導資料等の有無 

無し 

⑩情報モラル指導 
モデルカリキュラ

ムとの対応 

無し 

⑪教材の配布方法 インターネット動画 
⑬価格 無償 
⑭出前授業の実施 無し 

概要 インターネット犯罪の被害者にならないための意識啓発を目的

とした映像教材。架空請求、学校裏サイト、出会い系サイトなどの

テーマが取り上げられている。実例を出しているストーリーもあ

り、犯罪がいかにして起こり、その被害に遭うのかが詳細に描かれ、

危機意識を高める内容となっている。 
詳細 ・ アクセスの代償～あなたの知らないネットの裏側～ 

・ 嘘～出会い系サイトによる犯罪被害に遭わないために～ 
（第 1 編～第 4 編） 

・ サイバー犯罪事件簿２～危険なアクセス～ 
備考  
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表 2-2 既存教材の概要（3/6） 

①教材名 春野家ケータイ物語 
②開発元 キッズケータイ活用プロジェクト（旧独立行政法人メディア教育

開発センター）協力：株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 
⑤対象 小学校低学年～高校生 
⑥⑦⑧⑨ 
指導資料等の有無 

有り（指導資料、ワークシート、ボードセット） 

⑩情報モラル指導 
モデルカリキュラ

ムとの対応 

有り 

⑪教材の配布方法 DVD 送付 
⑬価格 無償 
⑭出前授業の実施 無し 

概要 ケータイに関する情報モラルをテーマとした映像教材。 
映像の中では、ケータイの「良い使い方」と「良くない使い方」

の両方が取り上げられ、「大切なのはメディアの使い方である」と

いうことを学べるよう構成されている。全 8 話収録（各 10 分程度）

で、ケータイをめぐる様々なトラブルに巻き込まれながらも、家族

や仲間と話し合い、助け合って解決する展開になっている。 
詳細 ・第 1 話「忘れずに マナーもいっしょに ケータイしよう」 

・第 2 話「ケータイの ルールを家族で 話し合い」 
・第 3 話「ぼくたちの 個人情報 ねらわれる？」 
・第 4 話「言葉には できない思いを 文字にして」 
・第 5 話「情報を 発信するのに 守ること」 
・第 6 話「情報は 信じる前に 裏をとれ」 
・第 7 話「ケータイで かしこくオトク  ショッピング」 
・第 8 話「立ち向かえ  ひきょうな書き込み 深まるキズナ」 

備考 情報モラル指導モデルカリキュラムとの対応有り 
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表 2-2 既存教材の概要（4/6） 

①教材名 ケータイ・ネット社会の落とし穴 
②開発元 NHK エデュケーショナル 
⑤対象 小学生～中学生 
⑥⑦⑧⑨ 
指導資料等の有無 

有り（指導資料） 

⑩情報モラル指導 
モデルカリキュラ

ムとの対応 

無し 

⑪教材の配布方法 DVD 販売 
⑬価格 9.975 円（税込価格）*3 
⑭出前授業の実施 無し 

概要 携帯電話とインターネットに関するトラブルを描いた映像教材。

メールを介しての友人関係、ネットいじめ、ブログなど、小学生・

中学生に身近なテーマを幅広く取り上げている。DVD4 巻に、全 10
話（各 4 分～14 分）と、各話への解説が収録されている。DVD に

はテーマ別学習指導案が同梱されている。学校・図書館での放映や

貸し出しが想定されており、そのための著作権処理がされている。 
詳細 ＜ケータイ・ネット社会の落とし穴＞ 

Vol.1 ネット社会の道しるべ 
・ 架空請求と個人情報 
・ メール交換と友達関係 
・ 掲示板となりすまし  
Vol.2 ケータイ社会の落とし穴 
・ メールと依存症 
・ ケータイサイトと不正請求 
Vol.3 ブログ社会の落とし穴 
・ ブログと個人情報 ～「日常」が「情報」に変わるとき～ 
・ ブログと個人侵害 ～ランキング競争が招くトラブル～ 
 
＜ネットいじめに向き合うために＞ 
・ うちらのルール 
・ 匿名メール 
・ ネットいじめ 

備考 過去にテレビ放映有り 
*3 過去にテレビ放映の実績があるため、本調査では無償扱いとした。 
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表 2-2 既存教材の概要（5/6） 

①教材名 ケータイ安全教室 
②開発元 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 
⑤対象 小学生～高校生、保護者、教師、シニア 
⑥⑦⑧⑨ 
指導資料等の有無 

有り（指導資料、テキスト、スライド、ワークシート） 

⑩情報モラル指導 
モデルカリキュラ

ムとの対応 

無し 

⑪教材の配布方法 講師派遣、DVD/VHS 送付 
⑬価格 無償 
⑭出前授業の実施 有り 

概要 携帯電話に関する情報モラルやトラブルへの対処法を伝えるこ

とを狙いとしている。要望のあった小学校・中学校・高等学校およ

び地域コミュニティなどの団体に講師を派遣し、教室を開講する形

式を取っている。講師派遣以外にも、映像教材 （DVD／VHS）を

学校・団体に無料で配布している。教室・映像教材ともに対象は、

小学生向け、中学及び･高校生向け、保護者及び教師向け、シニア

向け、の４つの内容が用意され、それぞれ対象に適した内容となっ

ている。 
詳細 ・中学生・高校生向け 

ケータイの安心・安全な使い方、使う上でのルールやマナーを、被

害者の立場と加害者の立場それぞれの観点から具体的な事例を紹

介しながらスライドで説明 
1.ケータイのこと正しく知ってる？ 
2.メールがきっかけでトラブルに？ 
3.トラブルから身を守る機能ってある？ 
4.加害者にならないためには？ 
5.ケータイと正しく付き合うためには？ 
 

備考 講師育成研修有り 
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表 2-2 既存教材の概要（6/6） 

①教材名 ケータイ教室 
②開発元 財団法人国際電信電話共済会（KDDI 共済会） 
⑤対象 小学生～高校生、保護者、教師 
⑥⑦⑧⑨ 
指導資料等の有無 

有り（テキスト） 

⑩情報モラル指導 
モデルカリキュラ

ムとの対応 

無し 

⑪教材の配布方法 講師派遣、DVD 送付 
⑬価格 無償 
⑭出前授業の実施 有り 

概要 携帯電話を使用する際のルールとマナー、トラブルの対処法など

をテーマとしている。要望のあった小学校に講師を派遣し教室を開

講する形式を取っており、主として高学年を対象とする。教室とは

別に映像教材とテキスト教材も用意されており、無料で配布してい

る。テキスト教材は、小学生向け、中学生・高校生向け、保護者・

教師向けの 3 種類がある。映像は全 10 話収録で、コミュニケーシ

ョンサイトやプロフなど、子どもたちが巻き込まれやすいトラブル

を描いている。 
詳細 1. 「コミュニケーションサイト」篇 

2. 「プロフ」篇 
3. 「すれ違いメール」篇 
4. 「チェーンメール」篇 
5. 「なりすましメール」篇 
6. 「犯罪予告」篇 
7. 「ネット犯罪」篇 
8. 「ネットいじめ」篇 
9. 「マナー」篇 

10. 「子どもたちを守るために」篇 
備考  
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以下、表 2-3に、教材の個別のストーリーごとに、内容とあらすじをまとめる。 
「③内容」「④あらすじ」の③④は、前述 2-2-2「調査内容」の項目番号である。 
 

表 2-3 既存教材の内容、あらすじ（1/10） 

教材名 テーマ ③内容 ④あらすじ 
1. メール依存 
（メールの落とし穴） 

・文字だけでは本当の気持ちが伝わ

らない。 
・メールを送るときは、相手の状況

を考える。 
・友だちとの間で、携帯電話のルー

ルを作る。 
・チェーンメールは絶対に転送しな

い。 

小学生の女児が友だちと携帯電

話のメールをやりとりしてい

る。すぐに返信するため、食事

中も携帯電話を手放すことがで

きず、就寝時間が深夜になって

いる。最近「即レス」へのプレ

ッシャーを感じ始めた。友だち

と話し合い、メールだけのやり

とりではなく、会って話す大切

さを知る。 
2. 架空請求等の 
迷惑メール 
(ネットの罠） 

・覚えのないメールは無視する。 
・不当請求されても、お金は払わな

い。 
・トラブルにあったときは、保護者

や先生に相談する。 

小学生の男児は、母親が仕事を

しているので、連絡用に携帯電

話を渡された。いつもは、ケー

タイゲームを楽しんでいる。あ

る日、「無料でゲームソフトを提

供します」と書かれたサイトを

見ていて「配信停止」のボタン

を押したところ、それをきっか

けに、架空請求、不当請求のメ

ールがたくさん送られてきた。 
3. プロフの危険性 
（プロフの危険な誘

惑）   

・ネット上で、自分の情報を教えな

い。 
・ネット上に流れた情報は、取り戻

すことができない。 
・ネット上で知り合った人と会うの

は、もっと危険なこと。 
・ネットの向こう側には、悪意のあ

る大人が潜んでいる可能性がある。 

中学生の女子生徒が、プロフを

始めた。ある日、男子高校生か

らの書込みがあった。女子生徒

は、悩みなどを聞いてもらって、

いい先輩だと思うようになっ

た。一度、直接会うことになっ

て、待ち合わせの場所に行って

みると、男子高校生とは似ても

似つかぬ大人が待ち受けてい

た。 

ちょっと待

って、ケータ

イ 

4. 学校裏サイトによ

る誹謗中傷 
（学校裏サイトの闇） 

・匿名でネットいじめを行う行為

は、卑劣な行為である。 
・悪質な書込みをした人は、特定で

きる。 
・ネット上の書込みは、多くの人の

目にさらされるため、いじめに発展

する。 
・文字表現はきつく感じるため、書

込みには十分注意する。 
・文字だけでは、気持ちは十分に伝

わらない。 
・いじめにあったときは、ひとりで

抱えこまない。保護者や先生に相談

する。 

中学 2 年生の男子生徒が、学校

裏サイトにクラスの優等生の女

子生徒のことを書き込んだ。す

ると、それをきっかけに女子生

徒の悪口、誹謗中傷が相次いで

書き込まれた。また、女子生徒

になりすましたにせのプロフが

公開された。それを見た女子生

徒は傷ついて、学校を休むよう

になってしまった。 
 

【参照】「ちょっと待って、ケータイ」視聴用ページ 
http://www.elnet.go.jp/elnet_docs/keitai-dvd.htm 
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表 2-3 既存教材の内容、あらすじ（2/10） 
教材名 テーマ ③内容 ④あらすじ 

情報セキュ

リティ対策

ビデオ～ア

クセスの代

償～ 

ネットでの誹謗・ 
中傷 
トラブル 

・SNS、ブログなどのコミュニティ

サイトを通じて楽しむ一方で、さま

ざまな危険が潜んでいる。 
・プロフなどに個人情報をのせな

い。 
・他人の個人情報を許可なく掲載す

ることは、慎む。 
・オンライゲームの不正アクセスの

被害にあわないように、自分のパス

ワードを他人に教えない。 

中学３年生のあおいは、ケータイを

使ってメールやプロフなどを楽しん

でいる。同級生の伸吾は、勉強の息

抜きにオンラインゲームをするのが

楽しみ。ある日、あおいは「学校裏

サイト」でクラスメイトが誹謗・中

傷されているのを知る。一方伸吾は、

ゲームの対戦相手にだまされ、アイ

テムを全部とられてしまう。 

遊ぶためのお金を得たいという軽い

気持ちから出会い系サイトを利用

し、いかがわしい写真を撮られ、脅

迫された事例を紹介。金銭目的での

掲示板の書き込みや、相手の財布か

らお金を抜き取ることは法律に違反

することも指摘している。 
写真やプロフィールがいいからとい

って、すぐ信じてしまうと、思わぬ

被害を受ける。出会い系サイトで知

り合った人と会い、暴行を受けた結

果死亡した女子高生の事例を紹介。 
ちょっとした遊び感覚で始めた売春

あっせんで逮捕された女子高生の事

例を紹介。法律で禁止されている行

動を提示。 

情報セキュ

リティ対策

ビデオ～嘘

～ 

出会い系サイト 
による犯罪の 
危険性 

・出会い系サイトで被害にあった人

の 8 割以上が 18 歳未満である。 
・遊ぶためのお金を得たいという軽

い気持ちから出会い系サイトを利

用し、いかがわしい写真を撮られ、

脅迫された事例を紹介。 
・法律で禁止されている行動を提

示。 
・出会い系サイトで知り合った人と

会い、暴行を受けた結果死亡した女

子高生の事例を紹介。 
・写真やプロフィールがいいからと

いって、すぐ信じてしまうと、思わ

ぬ被害を受ける。 
・ちょっとした遊び感覚で始めた売

春行為で逮捕された女子高生の事

例を紹介。 写真やプロフィールがいいからとい

って、すぐ信じてしまうと、思わぬ

被害を受ける。ネットの向こうの相

手が女性とは限らない。女性と信じ

て、自分の裸の写真を送ってしまい、

それがネットに流出してしまう。 
情報セキュ

リティ対策

ビデオ～サ

イバー犯罪

事件簿 2～ 

ネット詐欺と 
架空請求 

ネット・オークション詐欺の注意点 
・人や物事を簡単に信用しない。 
・十分注意して、確認をとる。 
・事件に巻き込まれたと思ったら、

警察に相談する。 
フィッシング詐欺の注意点 
・銀行などの金融機関を装ったメー

ルなどに暗証番号、クレジットカー

ドの番号などを入力しない。 

父はインターネットオークションで

詐欺に合い、息子はアダルトサイト

のしつこい架空請求に悩まされ、娘

は出会い系サイトで知り合った男に

ストーカーのように付きまとわれて

いる。さらに、母が作っているホー

ムページに何者かが不正アクセス

し、スパイウェアを感染させるソフ

トが仕込まれていた。 
【参照】警視庁サイバー犯罪対策 情報セキュリティ対策ビデオ 

http://www.npa.go.jp/cyber/video/index.html 
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表 2-3 既存教材の内容、あらすじ（3/10） 

教材名 テーマ ③内容 ④あらすじ 
ルールやマナー 
を守る 
（忘れずにマナーも

いっしょにケータイ

しよう） 

・ケータイを使うと、いつでも、ど

こでも、連絡をとることができる。 
・ケータイは、使う場所や場面など、

ルールやマナーを守らないと、周り

の人に迷惑をかける場合がある。 
・「ながらケータイ」は、大変危険

な行為である。 
・ルールやマナーは、お互いが気持

よく過ごすため、また、安全・安心

に暮らすためにある。 

春野家のメンバーを紹介しなが

ら、ケータイ利用の基本である

マナーを中心にストーリーが展

開。中学生の夏樹は、電車の中

で、マナー違反に遭遇する。一

方、母親の明子は、授業参観中

に携帯電話が鳴りだし、小学生

の夏美にたしなめられる。祖父

の誠一郎が「マナーを守るのは

むずかしいことではなく、周り

の人をいやな気持にしないこ

と」と諭す。 
安全な利用とルール

作り 
―ケータイのルール

を家族で話し合い 

・子どもが使っているケータイは、

親が契約して借りているものなの

で、親とよく相談し、家族で話し合

うことが大切である。 
・ルールは、使用する機能、使用す

る時間帯、利用場所、利用金額など

を盛り込む。 
・子ども用ケータイの安全・安心機

能である防犯ブザー、居場所を知ら

せる機能について、理解する。 

ケータイを使うときの約束を家

族で話し合う。夏樹は、友だち

とのメールのやりとりで、つい

つい夜更かししてしまう。父幸

市は、他の兄弟も含めて「家族

のルールを決める」と言い出す。 

個人情報の保護 
（ぼくたちの個人情

報ねらわれる？） 

・チェーンメールは絶対に転送しな

い。チェーンメールを送ると、個人

情報も送られてしまうことがある。 
・アンケートや懸賞が当たったなど

といった手口で、個人情報が聞き出

されることがある。 
・ケータイに保存してある個人情報

が流出しないよう、パスワードを設

定する。 

ある日、春野家の望美のところ

に、チェーンメールが送られて

きた。高校生の兄・啓太は、ネ

ット上のサイトでアンケートに

答えてしまい、個人情報を漏洩

してしまった。 

相手を思いやる 
コミュニケーション 
（言葉にはできない

思いを文字にして） 

・気持ちが伝わるコミュニケーショ

ンの基本は、相手への思いやりであ

る。 
・メールでこそ伝えられる気持ちや

場面がある。 
・気持ちを伝えるには、さまざまな

表現手段があり、それぞれの長所、

短所を知って、状況に応じて使い分

ける。 
・日常生活の場面では、相手に伝え

たいことが伝わらなかったり、誤解

を受けてしまうことがある。 

啓太は、カナという同級生をメ

ールでデートに誘った。妹の夏

樹は、デートプランをアドバイ

スし、初デートは成功。カナか

ら啓太に「また誘ってね」とい

うメールが届く。 

春野家 
ケータイ物

語 

責任ある情報発信 
（情報を発信するの

に守ること） 

・情報発信のルールとマナーをきち

んと考える。 
・文章、イラスト、キャラクターな

どの著作物は著作権者の了解を得

ないで、勝手にのせることはできな

い。 
・人物の写真を勝手にのせると、肖

像権の侵害になる。 

ブログからの情報の発信者の責

任を考える。夏樹は、ブログを

立ち上げた。花の写真や花こと

ばをのせ、友だちの評判も上々。

新しいネタを探しているうち

に、妹の望美の寝顔をのせてし

まった。 
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表 2-3 既存教材の内容、あらすじ（4/10） 

教材名 テーマ ③内容 ④あらすじ 
情報の信憑性 
（情報は信じる前に

裏をとれ） 

・インターネットから、生活に役立

つ情報を入手することができる。 
・しかし、インターネットには常に

正しい情報が発信されているとは

限らないので、情報の信憑性を確か

める必要がある。 

ネットの情報の使い方について

考える。啓太は、カナとのデー

ト中の会話をどうしたら盛り上

げることができるかを考えてい

る。望美は、カナが好きなお笑

いのブログを紹介。ブログに掲

載されたお笑いライブにでかけ

てみると、ライブは行われてい

なかった。 
電子商取引 
のルール 
（ケータイでかしこ

くオトクにショッピ

ング） 

・インターネットの商取引を利用す

ることで、実際にお店に行かなくて

も、商品を購入することができる。 
・インターネットの商取引は、届い

た商品が想定したものと異なるな

ど、経済的な被害を受けることがあ

る。 

インターネット・ショッピング

やオークションの利点と注意点

を考える。母親の明子は、イン

ターネットのオークション・サ

イトで、セーターを落札。次に

カーディガンも落札したが、色

がちがっていた。 

春野家 
ケータイ物

語 

掲示板の使い方 
（立ち向かえ！ひき

ょうな書き込み 深

まるキズナ） 

・掲示板上での書き込みは、誰が書

いたかわからないので、不安が増長

しやすい。 
・誹謗中傷を書き込まれた側は、相

手や内容に対して不安感を持つ。 
・不安になっている友だちを支える

には、仲間がいることを知らせる。 
・掲示板への書き込みは、誰がどこ

で書いたかわかる。 

掲示板の正しい使い方について

考える。掲示板に、啓太へ執拗

ないやがらせの書込みが続き、

実際にいじめも始まった。誰が

書いているのかわからず、啓太

は不安をつのらせた。家族は、

一致団結していじめに立ち向か

う。 

【参照】キッズケータイ活用プロジェクト 
http://kids-ktai.jp/ 
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表 2-3 既存教材の内容、あらすじ（5/10） 

教材名 テーマ ③内容 ④あらすじ 
1. 架空請求と個人情

報    
・個人情報をむやみに教えない。 
・ネット社会には悪意のある人もい

る。 
・被害にあったときは、大人に相談

する。 

子どもたちの間でアダルトサイ

トがひそかに話題になってい

る。マモルは興味本位でアクセ

スし、サイトの誘いに騙されて、

個人情報を送ってしまう。そし

て数日後、マモルの元に高額な

請求が来た。 
2. メール交換 
と友達関係 

・メールの特性（相手の顔が見えな

い、文字の伝達） 
・メールの使い方を間違えると、人

間関係が悪化することがある。 
・メールを転送するときは、相手の

メールの内容をそのまま転送しな

い。 
・メールでコミュニケーションする

ときは、相手の心を傷つけないよう

に、注意する。 

由衣、奈菜、咲は、いつもメー

ルを交換している仲良し3人組。

しかし、ちょっとしたメールの

表現や引用がきっかけで、誤解

を生じてしまった。やがて、3 人

の友情にひびが入ってしまう。 

ケータイ・ネ

ット社会の

落とし穴 
vol.1 

3. 掲示板となりすま

し 
・掲示板で知り合った人と会わな

い。 
・ネット社会には、悪意のある人も

いる。 
・インターネットは便利だが、陰の

部分もあるので、慎重に利用する。 

あさみは、人気音楽グループが

大好き。ファンクラブの掲示板

で、女子大生と名乗る人物と知

り合いになり、実際に会うこと

になった。しかし、待ち合わせ

場所に現れたのは…。 
1. メールと依存症   ・ケータイの使い方、メールの送受

信について考える。 
・ケータイの活用が自分の生活にど

のような影響を与えているかを考

える。 

中学生の麻耶は、友だちからの

メールにすぐに返信しなければ

と思いこんでいる。友だちの葵

からの返信がなかなか来ないこ

とにいらつき、食事中でもケー

タイを手放すことができない。

やがて麻耶はケータイ依存症に

なっていく。 

ケータイ・ネ

ット社会の

落とし穴 
vol.2 

2. ケータイサイトと 
不正請求 

・詐欺メール、架空請求・不当請求

メールなどの事例を説明し、具体的

な対応策（「無視する」「返信しない」

「保護者や先生に相談する」など）

を理解する。 
・架空請求・不当請求メールが送ら

れるしくみを説明。 

男子中学生の信吾のところに

「あや」からメールが届く。信

吾は気になって返信したとこ

ろ、やがて請求のメールが届き、

督促の電話もかかってくるよう

になった。誰にも相談できない

信吾は、母親の財布に手を伸ば

す…。 
ケータイ・ネ

ット社会の

落とし穴 
vol.3 

1. ブログと個人情報 
～「日常」が「情報」

に変わるとき～  

・ブログからの個人情報の流出を防

ぐ。個人情報を書かなくても、学校

の様子や学校や家での出来事を継

続して発信することにより、発信者

が特定される。 
・ブログから発信するときは、肖像

権を侵害しないように注意する。 

ありさは、最近ブログを立ち上

げた。日常生活のできごとや日

頃思っていることをブログから

発信している。ありさに好意を

持つ同級生の静夫は、ありさの

ブログを探し出した。ブログに

書かれたありさの「日常」は、

次第にありさを知るための「情

報」へと変わっていく。一方、

ありさのブログに関心を持つ別

の男もいた。 
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表 2-3 既存教材の内容、あらすじ（6/10） 

教材名 テーマ ③内容 ④あらすじ 
ケータイ・ネ

ット社会の

落とし穴 
vol.3 

2. ブログと権利侵害 
～ランキング競争が

招くトラブル～ 

・ブログには正確な情報を掲載す

る。 
・ブログから発信するときは、著作

権を侵害しないように注意する。無

断で他人の文章、画像、音楽、イラ

ストなどを載せない。 
・ブログから発信するときは、人を

傷つけてしまうような内容を書か

ない。人を思いやる。 

中学校の新聞委員の 3 人は、ブ

ログを立ち上げ、アクセス数の

ランキングを上げようと競争し

ている。リーダーの進が「みん

なが興味を持つような内容に変

えよう！」という言葉をきっか

けに、ランキング競争が激化し

ていく。次第に、友だちのうわ

さを流すなど、他人の画像や音

楽をダウンロードできるような

ブログに変わってしまった。 
1. うちらのルール ・メールの特性（相手の様子が見え

ない、手軽に連絡できるなど） 
・メールを利用する際のルールを作

る（夜遅くにメールを送らない、相

手にも都合があることを理解した

うえでメールを送る など） 
・メールは、都合がいいときに返信

すればよい。 

仲良し 3 人組。新しくケータイ

を購入した楓は、恵理や美沙か

らのメールにすぐに返信せず、

メールの分量も少ない。そこで、

恵理と美沙は、楓のことを無視

し、2 人でケータイメールに関す

る「うちらのルール」を作るこ

とにした。しかし、美沙はだん

だん夜遅くのメールの返信に疲

れてきた。恵理と美沙は、仲間

うちのルールでお互いに縛るこ

とを反省し、3 人は仲直りした。 
2. 匿名メール ・インターネットの特性、ネット上

で起こっている問題 
・匿名メールの被害にあったときの

対処法 
・トラブルを一人で抱え込まない。 
・ネット上では、発信者が特定され

ることを認識したうえで、情報を発

信する。 

中学生の亨のもとに、毎日数十

件の匿名メールが送られてく

る。その内容は「ウザイ」「キモ

い」など、誹謗中傷ばかり。亨

は、複数のアドレスから送られ

てくる匿名メールに悩まされ

る。亨と母親が警察に相談した

ところ、匿名メールのメールの

送り主は、塾の友だちの郁夫で

あることを突き止めた。 

ネットいじ

めと向き合

うために 

3. ネットいじめ ・いじめの被害者が安心していられ

る場所を確保する。家庭と学校が連

携する。 
・加害者のいじめをしてしまう原因

を取り除く。 
・ネットいじめは解決できる。 
・ネットいじめが発生したら、信頼

できる大人に相談する。 

掲示板でのささいな書込みをき

っかけに、サイト上での佳奈へ

のいじめが始まった。中傷の書

込みは増大し、佳奈は、学校で

の居場所を失ってしまった。先

生や友人は、どのような対策を

とって、いじめを解決していく

のかを追う。 
【参照】ケータイ・ネット社会の落とし穴 

http://www.nhk-ep.com/shop/commodity_param/shc/0/cmc/09529AA 
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表 2-3 既存教材の内容、あらすじ（7/10） 

教材名 テーマ ③内容 ④あらすじ 
1.ケータイのこと正し

く知ってる？ 
・生活のさまざまな場面で使われる

ケータイの機能 
（電話、メール、インターネット、

写真撮影、音楽のダウンロードな

ど） 
・ケータイを使った犯罪に巻き込ま

れる危険性 

ケータイの機能を悪用した犯罪

やトラブルが増えていること、

中高生を狙った犯罪が年々増え

ていること、中高生が悪意を持

った者のターゲットにされてい

ることに注意を喚起。自分自身

が加害者、被害者にならないよ

うに、ルールとマナーを守るこ

とを呼びかける。 
2.メールがきっかけで

トラブルに？ 
 

・迷惑メールの種類 
（出会い系サイト誘引メール、チェ

ーンメール、架空請求メール、ワン

クリック詐欺誘引メール、販売系メ

ールなど） 
・事件に巻き込まれないための対処

方法 
・出会い系サイトの手口と犯罪に巻

き込まれる危険性 
（出会い系サイト規制法、誘った子

どもも罰せられる） 

迷惑メールを受け取ったときの

注意ポイント（身に覚えのない

メールは無視する、安易に返信

したり、URL をクリックしたり

しない）、出会い系サイトに関係

した事件の被害者は女子生徒が

圧倒的に多いことに注意を喚起

している。出会い系サイトに関

係した事件を未然に防ぐための

「出会い系サイト規制法」を紹

介する。 
3.トラブルから身を守

る機能ってある？ 
・迷惑メールの届く仕組み 
・被害者にならないための安心・安

全のサービス 
（受信／拒否設定） 
・有害サイトにつながらなくなるサ

ービス 
（フィルタリングサービス） 

迷惑メールを受信しないための

受信／拒否設定、フィルタリン

グ（アクセス制限）サービスを

紹介。 
2009 年 4 月「青少年が安全に安

心してインターネットを利用で

きる環境の整備等に関する法

律」により、ケータイを購入す

るときはフィルタリングサービ

スに加入することを説明してい

る。 

ケータイ安

全教室 

4.加害者にならないた

めには？ 
・チェーンメールの種類と対処方法 
（幸福／不幸の手紙系、宣伝系、募

集系、誹謗中傷系など） 
・インターネット上のコミュニケー

ションツールを利用する際の注意

点 
（プロフ、SNS、ブログ、肖像権の

侵害、個人情報の流出など 
・書込みがエスカレートすることの

危険性 
（学校裏サイトなど） 
・インターネットの非匿名性と法律

について 
（犯行予告など） 

チェーンメールが回ってきた

ら、転送しないこと、削除して

自分のところで止めることを注

意を促す。「プロフ・ブログ」の

再現ドラマでは、プロフに顔写

真や個人情報をのせたこと、リ

アルに自分の行動をリアルタイ

ムに書き込んだことにより、ス

トーカーに狙われる危険性を提

示している。 
「学校裏サイト」の再現ドラマ

では、クラスメイトのなにげな

い書込みが発端で、他のクラス

メイトの書込みの内容がエスカ

レートした事例を扱っている。 
自分が悪口を書き込まれたらど

ういう気持ちになるのか相手の

立場になって考えることについ

て、注意を促している。 
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表 2-3 既存教材の内容、あらすじ（8/10） 

教材名 テーマ ③内容 ④あらすじ 
ケータイ安

全教室 
5.ケータイと正しく付

き合うためには？ 
・節度ある使い方をするために 
（ケータイ依存、高額請求） 
・ルール・マナーを守った安全な使

い方の重要性 

「ケータイ依存」の再現ドラマ

では、友だちからのメールに「即

レス」するために、食事中もお

風呂に入っているときもケータ

イを手放せない主人公が、ケー

タイに振り回されずに、友だち

とコミュニケーションすること

の大切さに気づく。主人公は、

友だちの顔色をうかがってまで

メールを送ることをやめること

にした。 
【参照】ケータイ安全教室 

http://www.nttdocomo.co.jp/corporate/csr/social/educational/safety/index.html 
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表 2-3 既存教材の内容、あらすじ（9/10） 

教材名 テーマ ③内容 ④あらすじ 
1.「コミュニケーショ

ンサイト」篇 
～コミュニケーショ

ンサイト～出会いの

先にあるワナ～ 

インターネットを通じて知り合っ

た相手に暴力を受けたり、お金をだ

ましたられたりする事件が増えて

いる。出会い系サイトはもちろん、

ゲームサイト、プロフィールサイト

など、コミュニケーションサービス

にも危険が潜んでいるので、注意す

る。 

高校生のクミコは、ゲームサイ

トで知り合った「アキオ」とい

う名前の男子生徒とゲーム攻略

法などについて、情報を交換し

ている。ある日、直接会うこと

になって、待ち合わせ場所に出

かけると、ゲームサイトに掲載

している写真とは似ても似つか

ぬ男性が現れた。 
2.「プロフ」篇 
～見ているのは友達

だけじゃない～ 

ケータイから書き込んでいる情報

は、誰が見ているのかわからない。

一度書き込んだ情報は、消すことが

できない。名前、連絡先、友だちや

家族などの個人情報は、悪用されな

いよう、インターネット上に公開し

ない。 

高校生のユカコは、最近プロフ

デジューした。本名、顔写真、

生年月日などの個人情報をのせ

てしまった。すぐに友だちの書

込みがあったが、見ず知らずの

人の書込みもあった。そこには

「今日は帰りが遅かったね」「フ

ァミレスの制服がかわいい」な

ど、ストーカーと思われるよう

な内容があり、ユカは怖くなっ

た。 
3.「すれ違いメール」

篇 
～文字では伝わらな

い気持ちがある～ 

「○分ルール」といった相手の事情

を考えずに、すぐに返信することを

強要するようなメールのやりとり

をやめる。また、直接話せば、相手

の表情は声の調子、話し方でわかる

ことが、メールではうまく伝わら

ず、思わぬ誤解からトラブルになっ

たり、友だちを傷つけたりすること

もあるので、メールを送る前に、内

容を確認する。 

家族で家族旅行の話で盛り上が

っていたとき、友だちのクミコ

から「買い物につきあってくれ

ない？」とメールが来た。ユカ

コは、「今取り込み中」と返信し

たところ、無視されたと誤解し

たクミコは、怒ってしまう。 

4.「チェーンメール」

篇 
～その情報はウソ？ 

ホント？～ 

チェーンメールは転送せずに、削除

する。 
小学生のココミのところに「ラ

ッキーメール」が届いた。不安

に感じたココミは、友だちにメ

ールを転送してしまった。 

5.「なりすましメール」

篇 
～思わぬ人から思わ

ぬメールが～ 

なりすましメールの被害にあわな

いために、なりすましメールを受信

しないように設定し、むやみにメー

ルアドレスを教えない。 

ユカコの部活の友だちが学校を

休んでいる。その理由は、ユカ

コになりすました人がいやがら

せのメールを送ったのが原因ら

しいことがわかった。 

ケータイ教

室 

6.「犯罪予告」篇 
～ネット掲示板への

書 き 込 み が 犯 罪

に！！～ 

通信記録から、書き込んだ犯人を特

定することができるので、悪口や犯

罪に発展するような書き込みはし

ないようにする。 

マラソン大会に参加したくない

ユカコとクミコは、掲示板に「マ

ラソン大会を中止しろ。これに

従わないと、生徒に危害が加わ

るぞ」と書き込んだ。 
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表 2-3 既存教材の内容、あらすじ（10/10） 
教材名 テーマ ③内容 ④あらすじ 

7.「ネット犯罪」篇 
～突然届く「迷惑メー

ル」～ 

迷惑メールは無視する。注意点は、 
①知らない人からのメールには返

信しない。 
②迷惑メールのリンク先をクリッ

クしない。 
③覚えのない請求メールや脅迫メ

ールは無視する。 
④個人情報を教えない。 

ココミのところに「絵文字ダウ

ンロード無料。登録はこちら」

とのメールが来て、登録するサ

イトの URL をクリックしてし

まった。すると、出会い系サイ

トにつながり、登録料の支払い

を促す画面が表示された。 
ユカコのところにも音楽取り放

題サイトから延滞料の支払いを

促すメールが届いた。「覚えのな

い人はこちらに連絡してくださ

い」と書いてあったので、ユカ

コは、電話してしまう。 
8.「ネットいじめ」篇 
～軽い気持ちで始ま

る犯罪～ 

メールや学校裏サイトなどを利用

したいじめが増えている。軽い気持

ちで始めたことが、だんだんエスカ

レートし、最後にはいじめられた生

徒が不登校になったり、自殺してし

まったりといった事件が起こって

いる。ケータイを使うときのルール

を守る。 

ユカコがクラスメートの男子生

徒と仲良くしていることがきっ

かけで、学校裏サイトに悪口を

書かれた。 

9.「マナー」篇 
～ケータイのマナー

を守ろう～ 

ケータイを使うときには、時間と場

所にあわせて守らなければいけな

いマナーがある。 
①使ってはいけない場所 
電車やバスの優先席近く、飛行機の

中、病院の中など、ケータイの利用

が禁止されている場所では、ケータ

イの電源を切る。 
②使うと迷惑な時間には、ケータイ

の利用を避ける。 
③カメラの使い方に注意 

ココミがケータイを使いながら

自転車に乗っていたことを母親

から注意された。その後で、親

子で、場所ごとでケータイを使

用するときのマナー、カメラの

使い方について、話し合った。 

ケータイ教

室 

10.「子どもたちを守

るために」篇 
～「ケータイルー

ル」作り～ 

ケータイから起こるトラブルや犯

罪から子どもたちを守るために、ま

ずは家庭の中で次のことに取り組

む。 
①ケータイを使う目的を明確にし

て、ケータイの使い方を話し合い、

家族全員が守るルールを作る。 
②ルールに合わせて、ケータイの制

限設定をする。 
③ケータイの使用状況を見守り、ル

ールを見直す。 
④トラブルが発生した場合は、子ど

もの相談をよく聞き、解決に向けて

行動する。 

ココミは、最近ケータイに「ロ

ック」をかけた。両親が、だれ

と話しているのか、メールをや

りとりしているのか教えてほし

いと頼んでも、「プライバシーの

侵害」といって、いうことを聞

かない。一方、ユカコは「フィ

ルタリングを解除して」といい

だした。 

【参照】ケータイ教室＜マナーと正しい使い方＞ 
http://www.kddi.or.jp/kyoshitsu/index.html  
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表 2-4 は、既存教材において扱われている指導項目についての調査結果である。 
表中の、●は事務局が行った関連付け、○は有識者委員が行った関連付けを示す。また、網掛け

の箇所は、事務局と有識者委員の関連付けに差異があった箇所を示す。関連付けは、ICT メディア

リテラシー学習項目（小学校 5・6 年生用）の小項目をベースとして行っており、小項目レベルで 1
つでも差異があった場合に、網掛けを付けている。 
表 2-4 については有識者委員会及び作業部会で検討し、有識者委員の関連付け（○）を最終的な

結果として承認し、カリキュラム作成の参考とした。 
 

表 2-4 既存教材において扱われている指導項目 

1 M-1 文部科学省 ● ○ ● ○ ● ○ ● ○

2 M-2 文部科学省 ● ○

3 M-3 文部科学省 ● ○ ● ○ ● ○

4 M-4 文部科学省 ● ○ ● ○ ○

5 K-1 警察庁 ● ○ ○ ○ ● ○

6 K-2 警察庁 ● ○

7 K-3 警察庁 ● ○ ● ○

8 K-4 警察庁 ● ○

9 K-5 警察庁 ● ○ ● ○

10 K-6 警察庁 ● ○ ● ○

11 D-1 キッズケータイ活用プロジェクト ● ○

12 D-2 キッズケータイ活用プロジェクト ● ○

13 D-3 キッズケータイ活用プロジェクト ● ○ ● ○

14 D-4 キッズケータイ活用プロジェクト ● ○ ● ○ ● ○

15 D-5 キッズケータイ活用プロジェクト ● ○ ○ ● ○

16 D-6 キッズケータイ活用プロジェクト ● ○

17 D-7 キッズケータイ活用プロジェクト ● ○ ● ○

18 D-8 キッズケータイ活用プロジェクト ● ○ ○ ● ○

19 N-1 NHKエデュケーショナル ● ○

20 N-2 NHKエデュケーショナル ● ○ ● ○

21 N-3 NHKエデュケーショナル ● ○ ● ○ ● ○

22 N-4 NHKエデュケーショナル ● ○ ● ○

23 N-5 NHKエデュケーショナル ● ○ ● ○

24 N-6 NHKエデュケーショナル ● ○ ● ○ ● ○ ○

25 N-7 NHKエデュケーショナル ● ○ ● ○ ● ○

26 N-8 NHKエデュケーショナル ● ○ ● ○

27 N-9 NHKエデュケーショナル ● ○ ○

28 N-10 NHKエデュケーショナル ● ○ ● ○ ● ○

29 NT-01 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ ● ○

30 NT-02 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ ● ○

31 NT-03 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ ● ○

32 NT-04 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○

33 NT-05 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ ● ○ ● ○

34 KD-01 財団法人国際電信電話共済会 ● ○

35 KD-02 財団法人国際電信電話共済会 ● ○ ● ○

36 KD-03 財団法人国際電信電話共済会 ● ○ ○ ● ○

37 KD-04 財団法人国際電信電話共済会 ● ● ○ ● ○

38 KD-05 財団法人国際電信電話共済会 ● ● ○

39 KD-06 財団法人国際電信電話共済会 ● ○

40 KD-07 財団法人国際電信電話共済会 ● ○

41 KD-08 財団法人国際電信電話共済会 ● ● ○

42 KD-09 財団法人国際電信電話共済会 ● ○ ● ○

43 KD-10 財団法人国際電信電話共済会

28 25 0 0 2 2 0 0 0 0 9 10 3 4 0 1 13 17 22 22 5 6

通し 識別 　開発元

1

ICTメディア
の特性を理
解する能力
＜インター

ネットの特性
を理解し、適
切な情報発
信ができる

＞

11

情報の権利
を保護する

能力
＜著作権や
肖像権など
の権利を理
解し、それら
の権利を守
ることができ

る＞

10

ICTメディア
を安全に使

う能力
＜情報に対

する責任や不
適切な情報
への対処方
法を理解し、
インターネット
を安全に使う
ことができる

＞

9

コミュニケー
ションする相
手を尊重す

る能力
＜コミュニ

ケーションを
大切にする考
え方を理解

し、ルールや
マナーを守る
ことができる

＞

8

主体的にコ
ミュニケー

ションする能
力

＜社会生活
の中でのICT
メディアが果
たしている役
割や有用性
を理解した上
で、他の人と
積極的にコ

ミュニケーショ
ンできる＞

2

ICTメディア
を操作でき

る能力
＜ソフトウェ
アやハード

ウェアの仕組
みを理解し、
正しく操作で

きる＞

7

ICTメディア
における送
り手の意図
を批判的に
読み解く能

力
＜情報が及

ぼす影響を理
解し、収集し
た情報に対
し、適切な判
断ができる＞

6

情報を伝達
する能力

＜受け手や
情報の特性
等を踏まえ、
適切な情報を
伝達できる＞

5

情報を表現
する能力

＜情報の特
性や表現方
法を理解し、
自分なりに情
報を表現でき

る＞

＊保護者向けにて該当なし

4

情報を処理・
編集する能

力
＜適切な情報
を評価・選択
し、その情報
を加工・整理

できる＞

3

情報を収集
する能力
＜適切なメ

ディアを選択
し、正しい情
報を収集で

きる＞
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2-4 考察及び結論 

 
既存教材と ICT メディアリテラシー学習項目（小学 5・6 年生用）の関連付けについて、表 2-4

を元に、既存教材における取扱いの多さによって「ICT メディアリテラシー学習項目（小学 5・6 年

生用）」の 11 項目を以下のように分類した（表 2-5）。 
 

表 2-5 学習項目の頻出度 

取

扱

い 

頻

出

度 

ICT メディアリテラシー学習項目（小学 5・6 年生用） 

1 1. ICT メディアの特性を理解する能力 
6.情報を伝達する能力 
9.コミュニケーションする相手を尊重する能力 
10. ICT メディアを安全に使う能力 

2 3.情報を収集する能力 
7.ICT メディアにおける送り手の意図を批判的に読み解く能力 
11.情報の権利を保護する能力 

多 
 
 
 
↓ 
 
 
少 3 2.ICT メディアを操作できる能力 

4.情報を処理・編集する能力 
5.情報を表現する能力 
8.主体的にコミュニケーションする能力 

 
上記表 2-5 で、頻出度が 1 に分類される項目は、既存教材において取扱いが多い項目、頻出度が

2 と分類される項目は、既存教材において取扱いはあるが多くはない項目、頻出度が 3 のものは、

既存教材において取扱いが少ない項目である。 
 
頻出度 2 と 3 に分類される項目は、中学生・高校生においても必要とされる内容と考えられるに

も関わらず、既存教材では扱いが少ない。かつ、頻出度 2 と 3 の項目は、本事業においてその向上

を目指す「虚実が混在するインターネット上の情報を主体的に読み解く能力」及び「インターネッ

トの特性を理解した上で、メールやブログなどの情報を適切に受発信し、情報交換できる能力」に

結びつく内容でもある。 
この考察を受けて、頻出度 2 及び 3 の項目の内容を必要な指導項目とみなし、カリキュラムに取

り入れることとした。この方針について、有識者委員会で合意を得た。 
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2-5 付録 

表 2-6 既存教材の詳細（1/2） 

教材名 テーマ
再生
時間

対象
指導
資料

ワーク
シート

ボード
セット

ツール類
その他

価格 媒体
出前
授業

情報モラル指
導モデルカリ

キュラムとの対
応

ICTメディアリ
テラシーとの

関連付け

「ちょっと待って、
　ケータイ」

1. メール依存
7分
35秒

青少年、
保護者

× × × × 無料
DVD・
ネット動画

無 指定なし 1.6.9.10

「ちょっと待って、
　ケータイ」

2. 架空請求等の
迷惑メール

5分
37秒

青少年、
保護者

× × × × 無料
DVD・
ネット動画

無 指定なし 10

「ちょっと待って、
　ケータイ」

3. プロフの危険性
7分
59秒

青少年、
保護者

× × × × 無料
DVD・
ネット動画

無 指定なし 1.6.10

「ちょっと待って、
　ケータイ」

4. 学校裏サイトによる
誹謗中傷

7分
15秒

青少年、
保護者

× × × × 無料
DVD・
ネット動画

無 指定なし 1.6.9

情報セキュリティー
対策ビデオ
～アクセスの代償
あなたの知らない
ネットの裏側～

ネットでの誹謗・
中傷トラブル

26分
40秒

指定なし × × × × 無料 ネット動画 無 指定なし 1.7.9.10

情報セキュリティー
対策ビデオ
～嘘～

1.出会い系サイト
による犯罪の危険性

16分
31秒

指定なし × × × × 無料 ネット動画 無 指定なし 10

情報セキュリティー
対策ビデオ
～嘘～

2.出会い系サイト
による犯罪の危険性

7分
25秒

指定なし × × × × 無料 ネット動画 無 指定なし 1.10

情報セキュリティー
対策ビデオ
～嘘～

3.出会い系サイト
による犯罪の危険性

8分
42秒

指定なし × × × × 無料 ネット動画 無 指定なし 1

情報セキュリティー
対策ビデオ
～嘘～

4.出会い系サイト
による犯罪の危険性

6分
24秒

指定なし × × × × 無料 ネット動画 無 指定なし 1.11

情報セキュリティー
対策ビデオ
サイバー犯罪事件
簿2

ネット詐欺と架空請求
30分
6秒

指定なし × × × × 無料 ネット動画 無 指定なし 1.10

春野家ケータイ物語
1.ルールやマナー
を守る

10分
37秒

小学校
低学年
～高校生

○ ○ ○ × 無料 DVD 無

2法の理解と
遵守
5公共的な
ネット
ワーク社会
の構築

9

春野家ケータイ物語
2.安全な利用とルール
作り

9分
51秒

小学校
低学年
～高校生

○ ○ ○ × 無料 DVD 無
3安全への
知恵

9

春野家ケータイ物語 3.個人情報の保護 8分
小学校
低学年
～高校生

○ ○ ○ × 無料 DVD 無

3安全への
知恵
4情報セキュ
リティ

7.10

春野家ケータイ物語
4.相手を思いやる
コミュニケーション

9分
27秒

小学校
中学年
～高校生

○ ○ ○ × 無料 DVD 無
1情報社会
の倫理

1.3.6

春野家ケータイ物語 5.責任ある情報発信
8分
49秒

小学校
中学年
～高校生

○ ○ ○ × 無料 DVD 無
2法の理解と
遵守

1.8.11

春野家ケータイ物語 6.情報の信憑性
6分
57秒

小学校
中学年
～高校生

○ ○ ○ × 無料 DVD 無
4情報セキュ
リティ

7.

春野家ケータイ物語
7.電子商取引
のルール

9分
43秒

小学校
高学年
～高校生

○ ○ ○ × 無料 DVD 無
4情報セキュ
リティ

3.7

春野家ケータイ物語 8.掲示板の使い方
13分
41秒

小学校
高学年
～高校生

○ ○ ○ × 無料 DVD 無

1情報社会
の倫理
5公共的な
ネット
ワーク社会
の構築

1.9.10
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表 2-6 既存教材の詳細（2/2） 

教材名 テーマ
再生
時間

対象
指導
資料

ワーク
シート

ボード
セット

ツール類
その他

価格 媒体
出前
授業

情報モラル指
導モデルカリ

キュラムとの対
応

ICTメディアリ
テラシーとの

関連付け

ケータイ・ネット社会
の落とし穴Vol.1

1. 架空請求と個人情
報

4分
52秒

小学生
～中学生

○ × × × 9975円 DVD 無 指定なし 10

ケータイ・ネット社会
の落とし穴Vol.1

2. メール交換と友達関
係

5分
52秒

小学生
～中学生

○ × × × 9975円 DVD 無 指定なし 1.9

ケータイ・ネット社会
の落とし穴Vol.1

3. 掲示板となりすまし
5分
51秒

小学生
～中学生

○ × × × 9975円 DVD 無 指定なし 1.6.10

ケータイ・ネット社会
の落とし穴Vol.2

1. メールと依存症
8分
11秒

小学生
～中学生

○ × × × 9975円 DVD 無 指定なし 1.9

ケータイ・ネット社会
の落とし穴Vol.2

2. ケータイサイトと
不正請求

8分
19秒

小学生
～中学生

○ × × × 9975円 DVD 無 指定なし 1.10

ケータイ・ネット社会
の落とし穴Vol.3

1. ブログと個人情報
～「日常」が「情報」に
変わるとき～

10分
58秒

小学生
～中学生

○ × × × 9975円 DVD 無 指定なし 1.6.10.11

ケータイ・ネット社会
の落とし穴Vol.3

2. ブログと権利侵害
～ランキング競争が招
くトラブル～

10分
15秒

小学生
～中学生

○ × × × 9975円 DVD 無 指定なし 1.6.11

ネットいじめに向き
合うために

1. うちらのルール
5分
27秒

小学生
～中学生

○ × × × 9975円 DVD 無 指定なし 1.9

ネットいじめに向き
合うために

2. 匿名メール
5分
26秒

小学生
～中学生

○ × × × 9975円 DVD 無 指定なし 1.9

ネットいじめに向き
合うために

3. ネットいじめ
13分
22秒

小学生
～中学生

○ × × × 9975円 DVD 無 指定なし 1.6.9

ケータイ安全教室
1.ケータイのこと正しく
知ってる？

1分
21秒

中学生
～高校生

○ × ×
・テキスト
・スライド
・ワークシート

無料 DVD 有 指定なし 10.

ケータイ安全教室
2.メールがきっかけでト
ラブルに？

5分8
秒

中学生
～高校生

○ × ×
・テキスト
・スライド
・ワークシート

無料 DVD 有 指定なし 10

ケータイ安全教室
3.トラブルから身を守る
機能ってある？

1分
28秒

中学生
～高校生

○ × ×
・テキスト
・スライド
・ワークシート

無料 DVD 有 指定なし 10

ケータイ安全教室
4.加害者にならないた
めには？

19分
37秒

中学生
～高校生

○ × ×
・テキスト
・スライド
・ワークシート

無料 DVD 有 指定なし 1.6.9.10.11

ケータイ安全教室
5.ケータイと正しく付き
合うためには？

7分
30秒

中学生
～高校生

○ × ×
・テキスト
・スライド
・ワークシート

無料 DVD 有 指定なし 1.9.

ケータイ教室

1.「コミュニケーションサ
イト」篇
～コミュニケーションサ
イト～出会いの先にあ
るワナ～

2分
31秒

小学生
～高校生

× × × ・テキスト 無料 DVD 有 指定なし 10.

ケータイ教室

2.「プロフ」篇
～見ているのは友達だ
けじゃない～

3分
29秒

小学生
～高校生

× × × ・テキスト 無料 DVD 有 指定なし 1.10

ケータイ教室
3.「すれ違いメール」篇
～文字では伝わらない
気持ちがある～

3分
46秒

小学生
～高校生

× × × ・テキスト 無料 DVD 有 指定なし 1.6.9

ケータイ教室
4.「チェーンメール」篇
～その情報はウソ？
ホント？～

4分
24秒

小学生
～高校生

× × × ・テキスト 無料 DVD 有 指定なし 1.9.10

ケータイ教室
5.「なりすましメール」篇
～思わぬ人から思わ
ぬメールが～

4分
21秒

小学生
～高校生

× × × ・テキスト 無料 DVD 有 指定なし 1.10

ケータイ教室
6.「犯罪予告」篇
～ネット掲示板への書
き込みが犯罪に！！

3分
23秒

小学生
～高校生

× × × ・テキスト 無料 DVD 有 指定なし 1.

ケータイ教室
7.「ネット犯罪」篇
～突然届く「迷惑メー
ル」～

6分
17秒

小学生
～高校生

× × × ・テキスト 無料 DVD 有 指定なし 10

ケータイ教室
8.「ネットいじめ」篇
～軽い気持ちで始まる
犯罪～

3分
37秒

小学生
～高校生

× × × ・テキスト 無料 DVD 有 指定なし 1.9.

ケータイ教室
9.「マナー」篇
～ケータイのマナーを
守ろう～

4分
39秒

小学生
～高校生

× × × ・テキスト 無料 DVD 有 指定なし 9.11
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3.カリキュラム設計 

 

3-1 目的 

 
既存教材の調査結果を元に有識者と協議し、虚実が混在するインターネット上の情報を主体的に

読み解く能力を身につけ、インターネットの特性を理解した上で、メールやブログなどの情報を適

切に受発信し、情報交換できる能力（情報発信の観点から、被害者だけでなく加害者とならないた

めに必要な能力を含む）等の向上を図るための指導項目を分析し、とりまとめる。とりまとめた指

導項目を、指導者や学習者が理解しやすいよう体系化し、カリキュラムの形式にまとめることで、

より効果的な指導の実践を図る。 
 
 

3-2 方法 

 
3-2-1  ICT メディアリテラシー学習項目（中学生・高校生用）の作成 
中学生・高校生が対象であることに伴い、「ICT メディアリテラシー学習項目（小学 5・6 年生用）」

の見直しを行い、新たに「ICT メディアリテラシー学習項目（中学生・高校生用）」を作成した。 
小学生において必要と考えられる学習内容に加え、中学生・高校生において必要となる学習内容

を抽出するためである。 
有識者委員会及び作業部会にて、中学生・高校生時に身につけることが望ましいと考えられる内

容、中学生・高校生の現状を鑑みて必要と思われる内容等について議論し、「ICT メディアリテラシ

ー学習項目（小学 5・6 年生用）」に追記、修正を行った。 
 
3-2-2  カリキュラムの作成 
既存教材と ICT メディアリテラシー学習項目（小学 5・6 年生用）の関連付けの調査結果を元に、

有識者委員会及び作業部会での議論、メーリングリストでの意見交換を行った。その中から、「虚実

が混在するインターネット上の情報を主体的に読み解く能力」及び「インターネットの特性を理解

した上で、メールやブログなどの情報を適切に受発信し、情報交換できる能力」に結びつく内容を

取り出し、カリキュラムとした。 
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3-3 結果 

 
3-3-1  ICT メディアリテラシー学習項目（中学生・高校生用） 
 
表 3-1 ICT メディアリテラシー学習項目（中学生・高校生用）においては、「ICT メディアリテラ

シー学習項目（小学 5・6 年生用）」の小項目に追記・修正がされたことに加え、大項目として「12.
情報化社会を生き抜く能力」が追加された。 
これは、有識者委員会及び作業部会で「小学生においては ICT メディアを適切に利用することが

できれば良いが、中学生・高校生においては、ICT メディアを使った発信とその責任を理解し、健

全なネットワーク社会の実現に参画する姿勢を求めたい」という見解が出され、それに基づいて追

加されたものである。 
 
表 3-1 における「小」マーク欄の学習項目は、ICT メディアリテラシー学習項目（小学 5･6 年生

用）の項目から変更がない項目、「中高」マークの欄の学習項目は、ICT メディアリテラシー学習項

目（小学 5･6 年生用）の項目に修正・追加をした項目である。また、「●」は知識、「■」はスキル

を表している。 
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表 3-1 ICT メディアリテラシー学習項目（中学生・高校生用）（1/3） 
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と

を
理

解
す

る
。

●
メ

ー
ル

の
特

徴
を

理
解

す
る

。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

特
性

を
理

解
し

た
上

で
、

目
的

に
応

じ
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

他
の

メ
デ

ィ
ア

(図
書

、
テ

レ
ビ

、
新

聞
な

ど
)と

区
別

し
て

使
っ

て
い

る
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

特
性

を
理

解
し

た
う

え
で

、
ブ

ロ
グ

な
ど

か
ら

情
報

を
発

信
し

て
い

る
。

メ
ー

ル
の

特
徴

を
理

解
し

た
う

え
で

、
メ

ー
ル

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

し
て

い
る

。

２
．

IC
T
メ

デ
ィ

ア
を

　
　

操
作

で
き

る
能

力

＜
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
や

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

の
仕

組
み

を
理

解
し

、
正

し
く

操
作

で
き

る
＞

●
自

分
が

使
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

（
ブ

ロ
グ

や
メ

ー
ル

な
ど

）の
使

い
方

の
概

要
を

理
解

す
る

。

●
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

や
携

帯
電

話
、

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
な

ど
の

基
本

的
な

仕
組

み
を

理
解

す
る

。

●
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

は
移

動
し

た
り

、
コ

ピ
ー

し
た

り
で

き
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

■
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
（ブ

ロ
グ

や
メ

ー
ル

な
ど

）
の

基
本

的
な

操
作

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

■
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

や
携

帯
電

話
、

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
な

ど
の

基
本

的
な

操
作

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

■
自

分
が

伝
え

た
い

こ
と

を
文

字
や

画
像

な
ど

を
使

っ
て

ブ
ロ

グ
や

掲
示

板
な

ど
に

書
き

込
ん

だ
り

、
メ

ー
ル

で
送

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

■
文

書
作

成
ソ

フ
ト

や
画

像
編

集
ソ

フ
ト

を
使

っ
て

、
文

章
や

画
像

な
ど

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
。

■
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

や
携

帯
電

話
、

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
な

ど
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

読
ん

で
、

適
切

な
対

応
が

で
き

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

ツ
ー

ル
（ブ

ロ
グ

や
メ

ー
ル

な
ど

）
の

基
本

操
作

を
行

っ
て

い
る

。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
や

携
帯

電
話

、
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

な
ど

の
基

本
操

作
を

行
っ

て
い

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

ツ
ー

ル
（ブ

ロ
グ

や
メ

ー
ル

な
ど

）
を

使
っ

て
、

自
分

が
伝

え
た

い
内

容
を

書
い

て
い

る
。

文
書

作
成

ソ
フ

ト
や

画
像

編
集

ソ
フ

ト
を

使
っ

て
、

自
分

で
文

章
や

画
像

を
作

っ
て

い
る

。

操
作

が
分

か
ら

な
い

時
に

は
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

参
照

し
て

い
る

。

３
．

情
報

を
収

集
す

る
能

力

＜
適

切
な

メ
デ

ィ
ア

を
選

択
し

、
正

し
い

情
報

を
収

集
で

き
る

＞

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
は

、
情

報
を

探
す

と
き

に
役

立
つ

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

が
あ

る
こ

と
を

知
っ

て
い

る
。

●
メ

デ
ィ

ア
に

よ
っ

て
、

情
報

の
収

集
の

仕
方

と
内

容
が

異
な

る
こ

と
を

理
解

す
る

。

■
収

集
し

た
情

報
か

ら
、

自
分

の
目

的
に

あ
う

情
報

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

■
テ

レ
ビ

や
新

聞
な

ど
の

他
の

メ
デ

ィ
ア

と
比

較
し

な
が

ら
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
必

要
な

情
報

を
収

集
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

■
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

か
ら

自
分

の
求

め
て

い
る

情
報

を
検

索
し

、
収

集
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

テ
レ

ビ
や

新
聞

な
ど

の
他

の
メ

デ
ィ

ア
と

比
較

し
な

が
ら

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
必

要
な

情
報

を
収

集
し

て
い

る
。

探
し

た
い

情
報

に
応

じ
て

、
適

切
な

メ
デ

ィ
ア

（図
書

、
テ

レ
ビ

、
新

聞
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
な

ど
）
を

使
い

分
け

て
い

る
。

さ
ま

ざ
ま

な
メ

デ
ィ

ア
（
図

書
、

テ
レ

ビ
、

新
聞

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

）か
ら

情
報

を
収

集
し

て
い

る
。

検
索

の
方

法
や

特
性

を
理

解
し

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

情
報

を
収

集
し

て
い

る
。

望
ま

し
く
な

い
情

報
や

自
分

を
傷

つ
け

る
情

報
に

は
近

づ
か

な
い

。

４
．

情
報

を
処

理
・
編

集
す

る
　

　
能

力

＜
適

切
な

情
報

を
評

価
・選

択
し

、
そ

の
情

報
を

加
工

・
整

理
で

き
る

＞

●
収

集
し

た
情

報
は

整
理

し
た

り
、

組
み

合
わ

せ
た

り
す

る
こ

と
で

自
分

の
目

的
に

あ
っ

た
情

報
に

で
き

る
こ

と
を

知
っ

て
い

る
。

■
収

集
し

た
情

報
を

使
い

や
す

く
な

る
よ

う
に

整
理

し
た

り
、

組
み

合
わ

せ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

■
収

集
し

た
情

報
と

自
分

の
意

見
を

区
別

し
、

自
分

の
考

え
や

意
見

を
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

収
集

し
た

情
報

を
自

分
の

目
的

に
応

じ
て

、
整

理
し

た
り

組
み

合
わ

せ
た

り
し

て
い

る
。

必
要

に
応

じ
て

収
集

し
た

情
報

に
自

分
の

考
え

や
意

見
を

加
え

て
い

る
。

５
．

情
報

を
表

現
す

る
能

力

＜
情

報
の

特
性

や
表

現
方

法
を

理
解

し
、

自
分

な
り

に
情

報
を

表
現

で
き

る
＞

●
自

分
の

考
え

や
意

見
・他

の
メ

デ
ィ

ア
で

収
集

し
た

情
報

は
、

図
表

や
グ

ラ
フ

、
絵

や
写

真
な

ど
の

表
現

方
法

を
使

う
こ

と
で

分
か

り
や

す
く
伝

え
ら

れ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

●
伝

え
た

い
情

報
や

伝
え

た
い

相
手

に
よ

っ
て

、
適

切
な

表
現

方
法

（図
表

や
グ

ラ
フ

、
絵

や
写

真
な

ど
）が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

■
必

要
な

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

や
ツ

ー
ル

な
ど

を
使

っ
て

、
自

分
の

考
え

や
意

図
を

生
か

し
た

図
表

や
グ

ラ
フ

、
絵

や
写

真
な

ど
を

描
く
こ

と
が

で
き

る
。

■
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
（ブ

ロ
グ

や
メ

ー
ル

な
ど

）
を

通
じ

て
自

己
表

現
が

で
き

る
。

自
分

が
伝

え
る

情
報

を
目

的
に

応
じ

て
図

表
や

グ
ラ

フ
、

絵
や

写
真

な
ど

で
表

現
し

て
い

る
。

伝
え

た
い

相
手

に
応

じ
て

、
適

切
な

表
現

方
法

（
図

表
や

グ
ラ

フ
、

絵
や

写
真

な
ど

）
を

選
択

し
て

い
る

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

ツ
ー

ル
（ブ

ロ
グ

や
メ

ー
ル

な
ど

）
を

使
っ

て
自

己
表

現
し

て
い

る
。

IC
T
メ

デ
ィ

ア
リ

テ
ラ

シ
ー

本
事

業
で

教
材

を
制

作
す

る
た

め
に

定
め

た
中

学
生

・
高

校
生

に
必

要
な

知
識

・
ス

キ
ル

・
行

動

小 小

小 小

中
高

中
高

中
高 小

中
高

中
高

中
高

小
小

中
高

中
高
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表 3-1 ICT メディアリテラシー学習項目（中学生・高校生用）（2/3） 

 

知
識

（●
）
・
ス

キ
ル

（
■

）
行

動

６
．

情
報

を
伝

達
す

る
能

力

＜
受

け
手

や
情

報
の

特
性

等
を

踏
ま

え
、

適
切

な
情

報
を

伝
達

で
き

る
＞

●
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
（ブ

ロ
グ

や
メ

ー
ル

な
ど

）
を

使
う

こ
と

で
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

先
に

い
る

人
に

自
分

の
考

え
や

意
見

が
伝

え
ら

れ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

●
自

分
の

考
え

や
意

見
は

、
伝

え
方

に
よ

っ
て

伝
わ

ら
な

か
っ

た
り

、
誤

解
さ

れ
た

り
す

る
場

合
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

■
自

分
が

伝
え

た
い

考
え

や
意

見
を

分
か

り
や

す
い

表
現

を
使

っ
て

適
切

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

●
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
法

(会
っ

て
話

す
、

メ
ー

ル
、

電
話

な
ど

)の
特

徴
を

理
解

す
る

。

■
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
法

の
特

徴
を

理
解

し
た

う
え

で
、

適
切

に
使

い
分

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

ツ
ー

ル
（ブ

ロ
グ

や
メ

ー
ル

な
ど

）を
使

っ
て

自
分

の
考

え
や

意
見

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
先

に
い

る
人

に
伝

え
て

い
る

。

伝
え

る
順

序
や

分
か

り
や

す
い

表
現

を
意

識
し

て
、

考
え

や
意

見
を

伝
え

て
い

る
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

先
に

い
る

人
に

自
分

の
考

え
や

意
見

を
伝

え
る

と
き

は
、

相
手

の
気

持
ち

を
よ

く
考

え
て

い
る

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

手
法

(会
っ

て
話

す
、

メ
ー

ル
、

電
話

な
ど

)を
適

切
に

使
い

分
け

て
伝

え
て

い
る

。

７
．

ＩＣ
Ｔ
メ

デ
ィ

ア
に

お
け

る
　

　
送

り
手

の
意

図
を

　
　

批
判

的
に

読
み

解
く
能

力

＜
情

報
が

及
ぼ

す
影

響
を

理
解

し
、

収
集

し
た

情
報

に
対

し
て

適
切

な
判

断
が

で
き

る
＞

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
は

、
正

し
い

情
報

だ
け

で
な

く
誤

っ
た

情
報

も
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
あ

る
情

報
は

、
常

に
送

り
手

の
意

見
や

考
え

に
よ

っ
て

作
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

■
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
あ

る
情

報
を

鵜
呑

み
に

せ
ず

、
自

分
で

判
断

し
て

適
切

な
情

報
を

選
択

で
き

る
。

■
 利

用
し

て
い

る
サ

ー
ビ

ス
の

サ
イ

ト
が

適
切

か
ど

う
か

を
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

■
 チ

ェ
ー

ン
メ

ー
ル

の
特

徴
を

見
分

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

あ
る

一
つ

の
情

報
を

鵜
呑

み
に

せ
ず

、
他

の
情

報
と

比
較

し
な

が
ら

送
り

手
の

意
図

を
考

え
て

読
み

解
い

て
い

る
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

あ
る

情
報

を
鵜

呑
み

に
せ

ず
、

自
分

の
判

断
に

基
づ

い
て

適
切

な
情

報
を

選
択

し
て

行
動

し
て

い
る

。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

活
用

し
た

サ
ー

ビ
ス

を
鵜

呑
み

に
せ

ず
、

自
分

の
判

断
に

基
づ

い
て

適
切

に
活

用
し

て
い

る
。

ブ
ロ

グ
な

ど
を

運
営

し
て

い
る

サ
イ

ト
が

、
広

告
収

入
で

成
り

立
っ

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
た

上
で

、
サ

イ
ト

が
適

切
か

ど
う

か
を

判
断

し
て

い
る

。

チ
ェ

ー
ン

メ
ー

ル
の

特
徴

を
見

分
け

、
チ

ェ
ー

ン
メ

ー
ル

を
作

成
し

た
り

、
転

送
し

た
り

し
な

い
。

８
．

主
体

的
に

　
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
す

る
　

　
能

力

＜
社

会
生

活
の

中
で

IC
T
メ

デ
ィ

ア
が

果
た

し
て

い
る

役
割

や
有

用
性

を
理

解
し

た
上

で
、

他
の

人
と

積
極

的
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

＞

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
は

、
他

の
人

と
意

見
や

情
報

を
や

り
と

り
で

き
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

●
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

や
携

帯
電

話
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
な

ど
を

使
う

こ
と

で
、

よ
り

豊
か

な
生

活
が

送
れ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
情

報
を

や
り

と
り

で
き

る
こ

と
を

理
解

す
る

。

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

は
グ

ロ
ー

バ
ル

に
広

が
る

メ
デ

ィ
ア

で
あ

る
こ

と
を

理
解

し
、

さ
ま

ざ
ま

な
国

の
人

々
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

し
あ

い
、

意
見

や
考

え
を

交
換

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

●
言

語
以

外
の

さ
ま

ざ
ま

な
方

法
を

使
う

こ
と

で
、

自
分

の
気

持
ち

が
伝

わ
り

や
す

く
な

る
こ

と
を

理
解

す
る

。

●
相

手
の

気
持

ち
を

尊
重

し
つ

つ
も

、
自

分
の

気
持

ち
を

き
ち

ん
と

伝
え

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

■
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

（ブ
ロ

グ
や

メ
ー

ル
な

ど
）
で

も
自

分
の

気
持

ち
も

相
手

の
気

持
ち

も
尊

重
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
る

。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
や

携
帯

電
話

な
ど

使
っ

て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

先
に

い
る

人
と

積
極

的
に

意
見

や
情

報
を

や
り

と
り

し
て

い
る

。

相
手

の
気

持
ち

を
尊

重
し

つ
つ

も
、

自
分

の
気

持
ち

を
き

ち
ん

と
伝

え
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

し
て

い
る

。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
ブ

ロ
グ

や
メ

ー
ル

な
ど

）で
も

、
自

分
の

気
持

ち
も

相
手

の
気

持
ち

も
尊

重
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

し
て

い
る

。

９
．

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
す

る
　

　
相

手
を

尊
重

す
る

能
力

＜
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
大

切
に

す
る

考
え

方
を

理
解

し
、

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
を

守
る

こ
と

が
で

き
る

＞

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
は

、
自

分
と

考
え

方
や

意
見

が
異

な
る

人
を

認
め

合
う

こ
と

が
大

切
な

こ
と

を
理

解
す

る
。

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

す
る

と
き

に
、

言
葉

づ
か

い
が

荒
く
な

っ
た

り
、

感
情

的
に

な
っ

た
り

す
る

人
が

い
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
携

帯
電

話
の

利
用

に
つ

い
て

も
、

日
常

生
活

と
同

じ
よ

う
に

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

■
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
先

に
い

る
人

の
中

に
は

自
分

と
考

え
や

意
見

が
異

な
る

人
が

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

●
「仲

間
う

ち
の

ル
ー

ル
」
は

社
会

的
に

通
用

し
な

い
こ

と
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

●
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

す
る

と
き

は
、

相
手

を
思

い
や

る
気

持
ち

が
大

切
で

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

●
 相

手
の

気
持

ち
を

思
い

や
り

、
ま

た
自

分
も

言
い

た
い

こ
と

を
適

切
に

伝
え

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
を

理
解

す
る

。

■
 ブ

ロ
グ

や
掲

示
板

な
ど

に
、

だ
れ

か
が

嫌
悪

感
を

持
つ

よ
う

な
こ

と
（誹

謗
中

傷
な

ど
）を

書
き

込
ま

な
い

。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

先
に

い
る

人
と

礼
儀

や
思

い
や

り
を

も
っ

て
や

り
と

り
し

て
い

る
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

や
携

帯
電

話
の

利
用

に
つ

い
て

、
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
身

に
つ

け
よ

う
と

す
る

。

「
仲

間
う

ち
の

ル
ー

ル
」は

社
会

的
に

通
用

し
な

い
こ

と
が

あ
る

と
理

解
し

て
行

動
し

て
い

る
。

相
手

の
気

持
ち

を
思

い
や

り
、

自
分

に
も

相
手

に
も

適
切

な
ル

ー
ル

を
作

り
、

守
っ

て
い

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

す
る

相
手

を
尊

重
し

て
行

動
し

て
い

る
。

相
手

の
気

持
ち

を
思

い
や

り
、

ま
た

自
分

も
言

い
た

い
こ

と
を

率
直

に
言

う
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

誹
謗

中
傷

な
ど

の
口

に
出

し
て

言
え

な
い

こ
と

を
書

か
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

。

IC
T
メ

デ
ィ

ア
リ

テ
ラ

シ
ー

本
事

業
で

教
材

を
制

作
す

る
た

め
に

定
め

た
中

学
生

・
高

校
生

に
必

要
な

知
識

・
ス

キ
ル

・
行

動

小

中
高

中
高

小

中
高

小

中
高小

小

中
高 小

中
高 小

中
高 小

中
高
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表 3-1 ICT メディアリテラシー学習項目（中学生・高校生用）（3/3） 

 
 

知
識

（●
）
・
ス

キ
ル

（
■

）
行

動

１
０

．
IC

T
メ

デ
ィ

ア
を

　
　

　
安

全
に

使
う

能
力

＜
情

報
に

対
す

る
責

任
や

不
適

切
な

情
報

へ
の

対
処

方
法

を
理

解
し

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
安

全
に

使
う

こ
と

が
で

き
る

＞

●
ID

や
パ

ス
ワ

ー
ド

を
他

の
人

に
教

え
る

と
、

さ
ま

ざ
ま

な
ト

ラ
ブ

ル
に

巻
き

込
ま

れ
る

恐
れ

が
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。

●
自

分
や

他
の

人
の

個
人

情
報

を
掲

示
板

や
チ

ャ
ッ

ト
な

ど
に

書
き

込
む

と
、

悪
意

を
も

っ
た

人
が

そ
の

情
報

を
悪

用
す

る
恐

れ
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
は

、
本

人
が

望
ん

で
い

な
い

情
報

や
悪

意
の

あ
る

情
報

を
見

た
り

、
受

信
し

た
り

す
る

恐
れ

が
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。

●
望

ま
し

く
な

い
情

報
に

出
会

っ
た

と
き

の
適

切
な

対
処

方
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

●
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

や
携

帯
電

話
な

ど
に

は
、

た
く
さ

ん
の

大
切

な
デ

ー
タ

や
個

人
情

報
（氏

名
や

住
所

な
ど

）
が

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

■
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

や
携

帯
電

話
の

中
の

デ
ー

タ
や

個
人

情
報

（氏
名

や
住

所
な

ど
）
が

、
人

に
利

用
さ

れ
な

い
よ

う
に

、
気

を
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

■
望

ま
し

く
な

い
情

報
や

自
分

を
傷

つ
け

る
情

報
に

接
し

た
と

き
に

適
切

な
対

処
が

で
き

る
。

■
自

分
や

他
の

人
の

個
人

を
特

定
で

き
る

情
報

な
ど

を
む

や
み

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
流

す
べ

き
で

は
な

い
こ

と
を

理
解

す
る

。

■
 ト

ラ
ブ

ル
に

あ
っ

た
と

き
は

、
一

人
で

思
い

悩
ま

ず
に

、
保

護
者

や
先

生
に

相
談

す
る

。

■
ス

キ
ル

を
悪

用
し

た
場

合
（
な

り
す

ま
し

、
不

正
ア

ク
セ

ス
な

ど
）は

、
罪

に
問

わ
れ

る
こ

と
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

ID
や

パ
ス

ワ
ー

ド
を

設
定

し
、

他
の

人
に

教
え

な
い

よ
う

に
し

て
い

る
。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
や

携
帯

電
話

を
不

用
意

に
貸

し
た

り
、

な
く
し

た
り

し
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

。

社
会

的
に

好
ま

し
く
な

い
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
は

利
用

し
な

い
。

ブ
ロ

グ
や

掲
示

板
な

ど
に

名
前

や
住

所
、

顔
写

真
な

ど
の

個
人

情
報

を
む

や
み

に
書

き
込

ん
だ

り
、

メ
ー

ル
で

他
の

人
に

教
え

た
り

し
な

い
。

不
意

に
ウ

ェ
ブ

で
表

示
さ

れ
た

情
報

や
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
送

ら
れ

て
き

た
不

要
な

情
報

を
無

視
し

て
い

る
。

ト
ラ

ブ
ル

に
あ

っ
た

と
き

は
、

保
護

者
や

先
生

に
相

談
し

た
り

、
悪

質
な

書
込

み
を

さ
れ

た
と

き
は

、
証

拠
と

し
て

書
込

み
の

画
面

を
保

存
し

た
り

し
て

い
る

。

サ
イ

ト
の

管
理

人
に

削
除

を
依

頼
し

て
い

る
。

む
や

み
に

個
人

情
報

を
発

信
し

な
い

な
ど

、
責

任
あ

る
情

報
発

信
の

し
か

た
を

理
解

し
た

上
で

、
情

報
を

発
信

し
て

い
る

。

な
り

す
ま

し
、

不
正

ア
ク

セ
ス

な
ど

、
ス

キ
ル

を
悪

用
し

な
い

。

１
１

．
情

報
の

権
利

を
　

　
　

保
護

す
る

能
力

＜
著

作
権

や
肖

像
権

な
ど

の
権

利
を

理
解

し
、

そ
れ

ら
の

権
利

を
守

る
こ

と
が

で
き

る
＞

●
人

が
作

っ
た

も
の

(著
作

物
）に

は
、

他
の

人
に

勝
手

に
使

わ
れ

な
い

権
利

（著
作

権
）が

あ
り

、
利

用
す

る
場

合
に

は
許

可
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。

●
人

に
は

写
真

や
似

顔
絵

、
名

前
を

勝
手

に
使

わ
れ

な
い

権
利

（
肖

像
権

な
ど

）
が

あ
り

、
利

用
す

る
場

合
に

は
許

可
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。

●
自

分
が

作
っ

た
文

章
、

図
表

や
グ

ラ
フ

、
絵

な
ど

に
は

著
作

権
が

あ
り

、
写

真
に

は
肖

像
権

が
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。

●
著

作
物

の
引

用
の

し
か

た
を

理
解

す
る

。

●
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
権

（タ
レ

ン
ト

等
の

有
名

人
の

氏
名

・
肖

像
を

財
産

的
に

利
用

す
る

権
利

）に
つ

い
て

理
解

す
る

。

著
作

者
の

許
可

を
得

て
い

な
い

著
作

物
を

ブ
ロ

グ
や

掲
示

板
な

ど
に

貼
り

付
け

た
り

、
他

の
人

に
メ

ー
ル

で
送

っ
た

り
し

な
い

。

被
写

体
と

な
っ

て
い

る
人

物
の

許
可

を
得

て
い

な
い

写
真

や
似

顔
絵

を
ブ

ロ
グ

や
掲

示
板

な
ど

に
貼

り
付

け
た

り
、

他
の

人
に

メ
ー

ル
で

送
っ

た
り

し
な

い
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

ツ
ー

ル
（ブ

ロ
グ

や
メ

ー
ル

な
ど

）な
ど

で
著

作
物

を
使

う
場

合
、

著
作

物
を

作
っ

た
人

の
許

可
を

得
る

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

ツ
ー

ル
（ブ

ロ
グ

や
メ

ー
ル

な
ど

）
な

ど
で

人
の

写
真

や
似

顔
絵

、
名

前
を

使
う

場
合

、
そ

の
人

の
許

可
を

得
る

。

自
分

の
著

作
物

が
無

断
で

使
用

さ
れ

て
い

た
ら

、
削

除
す

る
よ

う
に

求
め

る
。

自
分

の
顔

写
真

が
無

断
で

使
用

さ
れ

て
い

た
ら

、
削

除
す

る
よ

う
に

求
め

る
。

著
作

物
を

適
切

に
引

用
し

て
い

る
。

１
２

．
情

報
化

社
会

を
　

　
　

生
き

抜
く
能

力

＜
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
携

帯
電

話
な

ど
の

ツ
ー

ル
を

活
用

方
法

の
未

来
像

、
可

能
性

＞

●
 イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

は
創

造
、

表
現

す
る

道
具

で
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。

●
 自

分
の

考
え

や
作

品
な

ど
を

創
造

し
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
発

信
で

き
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

発
信

す
る

情
報

に
は

自
己

責
任

が
伴

う
こ

と
を

理
解

す
る

。

●
 イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

共
同

作
業

に
主

体
的

に
関

わ
る

こ
と

の
意

味
を

理
解

す
る

。

●
情

報
に

主
体

的
に

関
わ

る
こ

と
の

意
味

を
理

解
す

る
。

●
健

全
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

社
会

の
実

現
に

参
画

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

■
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
携

帯
電

話
を

ど
の

よ
う

に
活

用
す

る
か

、
自

分
で

目
標

を
設

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
は

創
造

、
表

現
す

る
道

具
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

て
行

動
し

て
い

る
。

自
分

の
考

え
や

作
品

な
ど

を
創

造
し

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

発
信

し
て

い
る

。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
共

同
作

業
に

主
体

的
に

関
わ

る
こ

と
の

意
味

を
理

解
し

て
行

動
し

て
い

る
（例

：
共

同
作

業
で

作
り

上
げ

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

百
科

事
典

の
編

さ
ん

な
ど

）。

情
報

に
主

体
的

に
関

わ
る

こ
と

の
意

味
を

理
解

し
行

動
し

て
い

る
（例

：問
題

発
生

時
に

傍
観

者
に

な
ら

な
い

）。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

携
帯

電
話

を
ど

の
よ

う
に

活
用

す
る

か
、

自
分

で
目

標
を

設
定

し
て

い
る

。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

携
帯

電
話

の
プ

ラ
ス

の
面

を
理

解
し

、
将

来
の

可
能

性
を

考
え

て
い

る
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

携
帯

電
話

を
活

用
し

て
、

将
来

ど
の

よ
う

な
仕

事
に

役
立

て
る

こ
と

が
で

き
る

か
、

社
会

に
貢

献
で

き
る

か
な

ど
、

社
会

と
の

か
か

わ
り

を
考

え
て

行
動

し
て

い
る

。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

社
会

に
参

画
し

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
社

会
を

健
全

に
作

り
変

え
て

い
く
こ

と
の

重
要

性
を

理
解

し
て

、
適

切
に

行
動

し
て

い
る

。

IC
T
メ

デ
ィ

ア
リ

テ
ラ

シ
ー

本
事

業
で

教
材

を
制

作
す

る
た

め
に

定
め

た
中

学
生

・
高

校
生

に
必

要
な

知
識

・
ス

キ
ル

・
行

動

中
高

小

中
高

小

小

中
高 小

中
高

中
高

中
高
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3-3-2  カリキュラム 
 
ICT メディアリテラシー学習項目（中学生・高校生用）において新設された「12.情報化社会を生

き抜く能力」は、受動的に ICT メディアを利用するだけでなく、主体的に ICT メディアの利用方法

を考え、健全な利用を促進することを目指す内容であることから、本事業の目的に適ったものと言

える。このため、「12.情報化社会を生き抜く能力」についても、カリキュラムに取り入れる方針を

決定した。前項 2-4 の考察及び 3-3-1 の結果から、表 3-6 カリキュラムを作成した。 
カリキュラムには、テーマ、ねらい、選定理由、対応する ICT メディアリテラシー学習項目、指

導を必要とする程度を記した。「指導を必要とする程度」では、特に優先するテーマには◎、優先す

るテーマには○を表記した。 
 
カリキュラムの詳細は、以下のとおりである。 

 
1. 「主体的なコミュニケーション」について 

 
「1-1 本事業の背景」でも触れたように、近年、インターネットや携帯電話などの ICT

メディアに関連した事件やトラブルは増加傾向にあり、子どもが関わっているケースも数

多く存在している。子どもが関わっているケースの中には、子どものコミュニケーション

能力が根本的な原因と考えられるものが少なくない。例えば、ブログなどで読んでいる人

の気持ちを考えない発言をして炎上する、などのトラブルが起きたり、嫌なことを言われ

た際に何も言わずに我慢し、耐えきれなくなったときにトラブルを起こしたりする、とい

ったケースである。 
このような問題の解決策として、ICT メディアの利用を制限してトラブルを回避するこ

とではなく、子どものコミュニケーション能力そのものの向上を支援し、その結果 ICT メ

ディアを有効活用できるようになることを目指し、「主体的なコミュニケーション」の項目

を設定した。 
「主体的なコミュニケーション」では、単に相手の気持ちを尊重することだけではなく、

相手を尊重した上で自分の意見を発信し、積極的にコミュニケーションを取れるようにな

ることを目指す。この主体的コミュニケーションの能力は、本事業の目的である「情報を

適切に受発信し情報交換する能力の向上」の点でも重要視すべきだと考える。 
対応する ICT メディアリテラシー学習項目は「8.主体的にコミュニケーションする能力」

および「9．コミュニケーションする相手を尊重する能力」である。 
 
2. 「メールによるコミュニケーションのポイント」について 
 

有識者委員会及び作業部会において、近年の ICT メディア関連のトラブルの中で、子ど

も、大人を問わずメールに関するトラブルが依然として多い、という意見が出された。表

3-2 の「選定理由」にあるような事例である。ICT メディアの中でも身近なものであるメ

ールについて正しく理解し、コミュニケーションを促進するツールとして有効活用できる

ようになることを目指す。 
対応する ICT メディアリテラシー学習項目は「8.主体的にコミュニケーションする能力」

及び「2.ICT メディアを操作できる能力」である。 
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3. 「クリティカルシンキング（情報を批判的に読み解く力）」について 

 
表 3-2 の「選定理由」にもあるように、インターネット上の情報は虚実が混在しており、

それらの情報を利用する際には、正しい情報が何かを判断する必要がある。このような「情

報を批判的に読み解く力」は、インターネット上で適切な情報の受発信を行うための基礎

となるものであり、本事業の目的を達成するために必要な能力と考えられる。 
対応する ICT メディアリテラシー学習項目は「7. ICT メディアにおける送り手の意図を

批判的に読み解く能力」及び「3.情報を収集する能力」である。 
 
4. 「クリエイティビティ（創造性）」について 

 
「クリティカルシンキング（情報を批判的に読み解く力）」は情報を受信してそれを活用

する能力を習得するのに対し、本項目は主に情報を発信する際に必要と考えられる能力の

習得を目指す。 
表 3-2「選定理由」にもあるように、著作権の概念や引用ルールなど、情報発信の際に必

要となる知識や方法を指導することで、子どものクリエイティビティ育成の一助とする。 
対応する ICT メディアリテラシー学習項目は「4.情報を処理・編集する能力」及び「11.

情報の権利を保護する能力」である。 
 

 
5. 「情報化社会への主体的参加」について 

 
本項目に対応する ICTメディアリテラシー学習項目は「12．情報化社会を生き抜く能力」、

「4.情報を処理・編集する能力」、「5．情報を表現する能力」である。 
「12．情報化社会を生き抜く能力」は中学生・高校生版の ICT メディアリテラシー学習

項目で新たに追加された項目であり、2-4 考察においても述べたように、受動的に ICT メ

ディアを利用するだけでなく、主体的に ICT メディアの利用方法を考え、健全な利用を促

進することを目指す内容である。これは本事業の目的に適った内容と判断し、本項目を設

定した。 
 

（再掲）表 2-4 学習項目の頻出度 

取

扱

い 

頻

出

度 

ICT メディアリテラシー学習項目（小学 5・6 年生用） 

１ 1. ICT メディアの特性を理解する能力 
6.情報を伝達する能力 
9.コミュニケーションする相手を尊重する能力 
10. ICT メディアを安全に使う能力 

２ 3.情報を収集する能力 
7.ICT メディアにおける送り手の意図を批判的に読み解く能力 
11.情報の権利を保護する能力 

多 
 
 
 
↓ 
 
 
少 ３ 2.ICT メディアを操作できる能力 

4.情報を処理・編集する能力 
5.情報を表現する能力 
8.主体的にコミュニケーションする能力 
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表 3-2 カリキュラム 

テーマ ねらい 選定理由 ICTメディアリテラシー学習項目 指導を必要と
する程度*

1

主体的なコ
ミュニケー
ション（自
他尊重の
コミュニ
ケーショ
ン）

インターネットの特性を
踏まえ、自他を尊重した
コミュニケーションのしか
たを学ぶ。

子どもたちのコミュニケーションスキルの不足
により、インターネットやメールでのトラブルが
生じる場合がある。インターネット上でも、現実
の世界でも、自分が存在するコミュニティや集
団の中での存在をお互いに認め合い、存在意
義を見つけることが大切である。主体的にコ
ミュニケーションし、相手の気持ちを尊重しつつ
も自分の思いを率直に伝えられるようになり、
他者を受け入れられるようになることが望まし
い。

8．主体的にコミュニケーションす
る能力
9．コミュニケーションする相手を
尊重する能力

◎

2

メールによ
るコミュニ
ケーション
のポイント

メール送受信の仕組み
や機能、使い方のルー
ルやマナーを理解し、コ
ミュニケーションツールと
して有効活用できるよう
にする。

メール送受信の仕組みや機能、使い方のルー
ルやマナーを理解していないために、メールに
関する誤解やコミュニケーショントラブルが生じ
る場合がある。
例えば、以下のような事例が存在する。
・To、Cc、Bccの差異を理解せずにメール送信
し、意図しない相手にアドレスが知られてしま
う。
・仲間内のルールが一般的だと思いこみ、公的
なやりとりで失礼な文面のメールを送ってしま
う。

メールについての正しい知識を身に付け、
コミュニケーションを促進するツールとして、有
効活用できるようになることを目指す。

2．ICTメディアを操作できる能力
8．主体的にコミュニケーションす
る能力

◎

3

クリティカ
ルシンキン
グ（情報を
批判的に
読み解く
力）

・インターネット上の情報
は正しいものだけではな
いことを理解する。
・インターネット上の情報
を利用する際には、自分
で判断して情報を選択す
る必要があることを理解
する。
・ 情報が正しいかどうか
を確認・判断する方法を
知る。

インターネット上には個人の意見から緻密に調
査された内容まで、様々な情報が混在してい
る。これらの情報を簡単に信じ、それをそのま
ま不特定多数の人に伝えてしまえば、加害者
にもなりうる。情報を利用する際には、自分で
判断して、適切な情報を選択する必要がある。
情報が正しいかどうかを確認・判断する方法を
知り、インターネット上の情報を正しく活用でき
るようになることを目指す。

7. ICTメディアにおける送り手の
意図を批判的に読み解く能力
3.情報を収集する能力

◎

4
クリエイ
ティビティ
（創造性）

ネットワーク社会におい
て、自分が発信者となり
うることを理解し、発信
者として果たすべき責任
を知る。情報発信の可能
性や行動様式を知らせ
ることで、クリエイティビ
ティを育成する一助とす
る。

ブログ・プロフ利用の一般化が進んでおり、一
部では、携帯小説を発表する子どもがいるな
ど、子どもたちがネットワーク社会での発信者
になりつつある。そのような状況の一方で、他
人の作品、例えば俳句や読書感想文などを、
罪の意識なく流用してしまうような現象も増加し
ている。
他人の作品にも自分の作品にも著作権がある
ことや、「引用」というルールが存在すること、な
どの知識を身につけながら、情報発信の方法と
可能性を知り、自分のクリエイティビティを尊重
できるようになれることが望ましい。

4.情報を処理・編集する能力
11.情報の権利を保護する能力

○

5

情報化社
会への主
体的参加

・情報化社会の中で、自
分がどのような役割を果
たすことができるのか、
どんな貢献ができるのか
を考える。
・情報化社会に主体的に
参加し知的刺激を受け
ることにより、自分を見
つめ直し将来の夢を描く
一助とする。

情報化社会においては、豊富に流通する情報
を用いたコミュニケーションが行われ、これまで
にはなかった共同作業や知識の共有化成が進
んでいる。これまでとは質の異なるコミュニケー
ションや協力形態が必要とされる中で、デジタ
ルネイティブである中高生が、インターネットや
携帯電話のプラス面を理解し、どのように情報
化社会と関わるかを考え、実行に移せるように
なることが望ましい。

4.情報を処理・編集する能力
5．情報を表現する能力
12．情報化社会を生き抜く能力

○

*上記、「指導を必要とする程度」欄では、特に優先するテーマには◎、優先するテーマには○を表記した。  
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4. 指導資料等の製作 

4-1 目的 

3-3-2 カリキュラムの「1.主体的なコミュニケーション」の項目でも記載したように、近年の、子

どもが関わっている ICT メディアに関するトラブルの中には、子どものコミュニケーション能力が

原因と考えられるものが少なくない。カリキュラムの検討においては、これらの問題の解決策とし

て、子どものコミュニケーション能力そのものの向上を支援し、その結果 ICT メディアを有効活用

できるようにする、という方向性を打ち出し、「主体的なコミュニケーション」の項目を設定した。 
「主体的なコミュニケーション」では、単に相手の気持ちを尊重することだけではなく、相手を

尊重した上で自分の意見を発信し、積極的にコミュニケーションを取れるようになることを目指す。

この主体的コミュニケーションの能力は、本事業の目的である「情報を適切に受発信し情報交換す

る能力の向上」の点でも重要視すべきであると考える。 
近年の ICT メディアに関するトラブルの状況と、本事業の目的との関連性を鑑みて「主体的なコ

ミュニケーション」を本年度の教材作成対象とした。 
この「主体的コミュニケーション」のカリキュラムを円滑に実施し、学習目標を達成するために

指導資料等を作成する。 
 

 想定する指導者は、中学校、高等学校の教師及び、セミナー等で本カリキュラムを実施する指導

者や一般家庭の保護者である。学習者に対して一般的な指導に関する知識、スキル、経験を有して

いるが、一方で、インターネットやコミュニケーションについては専門的な知識、スキル、経験を

有していない場合でも指導できるように指導資料等を製作する。 
 
 製作する指導資料等は、以下のとおりである。 
 指導資料 
 補助資料（①ビデオクリップ、②ワークシート、③キーシーン黒板用掛図、④提示用スライド） 
 
補助資料は、指導資料を補足し、指導効果を高めるために製作する。指導資料については別添、

補助資料については納品物を参照されたい。また、データについては CD-ROM に収める。 
 
指導資料及び補助資料の製作の目的と概要を、表 4-1のとおりまとめる。 
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表 4-1 指導資料及び補助資料の製作の目的と概要 

指導資料 
目的 選定した指導テーマについて、知識・経験不足の指導者や、一般家庭の保護者であって

も、円滑に指導できるようにする。 
概要 指導資料の概要は以下のとおりである。 

・学習目標 
・指導のポイント 
・指導の展開例 
・サンプルシナリオ 
指導の展開例は、1 コマ版のほかに短時間版、2 コマ版を用意し、家庭や学校の状況に

応じて参照できるようにする。 
サンプルシナリオはインターネットやコミュニケーションについて知識・経験不足の指

導者や一般家庭の保護者等であっても一定レベルの指導ができるように、参考資料とし

て付加する。 
 
  
補助資料 

①ビデオクリップ 
目的 学習者の関心を高め、問題提起をする。 
概要 視聴することで、学習テーマである「主体的なコミュニケーション」を実現するための

行動について考えるきっかけとする。 
5 分程度の視聴時間とする。 

②ワークシート 
目的 学習者に記入させることで、気づきや理解を助ける。 
概要 指導の展開の中で、指導者の指示に従って学習者が記入する。 

次の 2 種類を作成する。 
・学習中に利用するワークシート 
・後日、学習者自身の態度変容を振り返るためのワークシート 

③キーシーン黒板用掛図 
目的 ビデオクリップの登場人物や内容を思い出させ、理解や話し合いを促す。 
概要 ビデオクリップのストーリーの中で学校の授業やセミナー、家庭での学習などで取り上

げるべき重要なシーンについて、静止画の印刷用データを製作する。必要に応じて指導

者が印刷し、黒板等に掲示して使用する。 
今回はビデオクリップの登場人物の顔写真、ブログの投稿画面、ブログへの書き込み画

面を掛図として選定した。 
④提示用スライド 

目的 学習のポイントやイラストを提示し、学習者の理解を助ける。 
概要 プレゼンテーションソフトを利用して、学習のポイントやイラストを提示する。スクリ

ーン等に投影して使用する。 
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4-2 方法 

4-2-1 指導資料等の製作方法 
 
指導資料は、事務局で素案を検討し、有識者委員会及び作業部会に諮り、了承を得るというプロ

セスで製作した。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①事務局で指導資料の素案を作成 

 
⑤第 1 回モデル授業の評価に基づき指導資料を修正 
 

 
②第 1 回作業部会で指導資料について検討 

 
④③で修正した指導資料を元に、第 1 回モデル授業を実施。 
 

 
③作業部会の意見に基づき指導資料を修正 
 

 
⑥⑤で修正を加えた指導資料を元に、第 2 回～第 4 回モデル授業を実施する 
 
 

 
⑦有識者委員会での承認 
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4-2-2 補助資料の製作方法 
 
補助資料は、事務局が内容を立案し、映像製作会社（ディレクターを含む）、デザイン製作会社に

委託し製作した。 
製作する過程で、有識者委員会及び作業部会に諮り、内容を検討していただき、了承を得るとい

うプロセスで製作した。 
 

（1）ビデオクリップ 
 
製作のプロセスは下記のとおりである。 

 
①事務局側で映像のプロットを作成 

 
④メーリングリスト上でのシナリオの承認 

 
②第 1 回有識者委員会でプロットを検討 

 
③②のプロットを元にシナリオライターがシナリオを作成 

 
⑤撮影、映像編集（撮影協力：東京都小平市立小平第三中学校） 

 
⑥事務局、有識者委員による試写と意見収集 
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 ビデオクリップは、学習者の関心を引き付け問題提起するだけでなく、授業・セミナーの中で、  
話し合いや練習（ロールプレイ）の題材として使用する。そのためシナリオ製作段階で、授業中 
に引用できる場面を意識的に取り入れた。映像ディレクターは、教育用の映像製作経験が豊富な 
者を起用した。 
 
①シナリオ製作 
 ビデオクリップのテーマは、授業・セミナーのテーマと同様「主体的なコミュニケーション」 
である。シナリオライターがテーマに沿ったプロット及びシナリオを作成し、内容について有識 
者委員会と事務局で検討して修正を行った。最終シナリオは、本章末に掲載する。 
 
②ビデオクリップで使用するブログの投稿画面、ブログの書き込み画面の製作 
 授業の中で、主人公のブログの書き込み内容について考えるため、携帯電話で閲覧するブログ 
の投稿画面（図 4-1）、ブログの書き込み画面（図 4-2）を製作した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑦再編集、音入れ作業 
 

 
⑧有識者委員会でのビデオクリップの承認 

図 4-1 ブログの投稿画面 
図 4-2 ブログの書き込み画面 
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 また、主人公を励ますメールの文面を作成し、撮影時に実際にメールを送信し、撮影した。 
 
③撮影、映像編集 
 学習者の関心を引き付けるため、動きのあるシーンを含めることを意識した。主人公が中学校 
剣道部の 1 年生という設定にし、剣道の試合のシーンを撮影した。撮影にあたって、東京都小平 
市立小平第三中学校に協力をいただいた。 
 また、東京都内のハウススタジオにおいて、主人公の自宅の家でブログを見るシーンを撮影し 
た。その後、映像製作会社において編集作業を行い、MA 作業（音響を映像に入れる作業）を行 
った。 
 
④オーサリング、DVD プレス、エンコード 
 DVD に「スタートボタン」をつけるオーサリング作業を行った。オーサリング作業をもって、 
ビデオクリップの製作は完了し、DVD をプレスした。 
 また、Web での一般公開に備え、ダウンロードに適したデータ形式にエンコードを行った。 
 最終的な映像データを DVD におさめた。またダウンロード用の映像データを CD-ROM におさ 
めた。 
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（2）ワークシート 

 
 ワークシートの製作のプロセスは下記のとおりである。 
 まず 4-2-1 で示した指導案の流れを作り、授業・セミナーの流れの中で、学習者の理解を助け 
るワークシートを製作した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①指導の流れに必要なワークシートを事務局で立案、製作 

 
⑦有識者委員会でのワークシートの承認 

 
④③で修正したワークシートを第 1 回モデル授業で使用 

 
⑥⑤で修正を加えたワークシートを第 2 回～第 4 回モデル授業で使用 

 
⑤第 1 回モデル授業の評価に基づいてワークシートを修正 

 
③作業部会での意見に基づきワークシートを修正 

 
②作業部会でワークシートを検討 
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ワークシートは、授業・セミナーの流れの中で、以下の場面で使用することを想定して製作した。 
・ビデオクリップを視聴した後、感想を記入する。 
・コミュニケーションのタイプについて説明するときに使用する。 
・コミュニケーションの練習（ロールプレイ）のとき、事例に基づき回答を記入する。 
・当日の授業・セミナーで学んだことを記入する。 

 
 
（3）キーシーン黒板用掛図 

 
掛図の製作のプロセスは下記のとおりである。 
まず指導の流れを作り、授業・セミナーの流れの中で、学習者の理解を助けるために必要な掛

図を抽出した。 
 
ビデオクリップの登場人物の顔写真については映像の撮影の際、登場人物の顔をカメラ撮影し

たデータを元に作成した。 
ブログの投稿画面、励ましの書き込み画面は、画像ソフトを用いて作成した。 
印刷は、有識者委員の意見を元に、B4 サイズの厚紙（黒板に貼るのに適切な厚さの用紙）を用

いることとした。なお、学校現場で出力する場合は、好みの大きさで出力することを前提として

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①指導の流れに沿った掛図の内容を事務局で立案、製作 

 
②作業部会で掛図について検討 

 
③作業部会での意見に基づき掛図を修正 

 
④第 1 回～第 4 回モデル授業で使用 

 
⑤有識者委員会での承認 
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（4）提示用スライド 
 
提示用スライドは、指導のポイントや学習のまとめを整理したものである。スクリーン等に投影

しながら説明することにより、学習者の理解を助けることができる。学校現場では、スライドはあ

まり使われていないが、スライドに注目させることにより、ポイントや学習のまとめに注意を喚起

することができる。 
また、スライドの提示タイミングについては、「指導資料」の「指導マニュアル（サンプルシナリ

オ）」にまとめた。 
 
スライド製作のプロセスは下記のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①指導の流れに沿って、指導のポイントをスライドにまとめる 

 
⑤有識者委員会でのスライドの承認 

 
②①で作成したスライドを第 1 回モデル授業で使用 

 
④③で修正を加えたスライドを第 2 回～第 4 回モデル授業で使用 

 
③第 1 回モデル授業の評価に基づいてスライドを修正 
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4-3 結果 

 
4-3-1 指導資料の結果 
 
指導資料は別添と、CD-ROM 内のデータを参照されたい。目次を以下に記す。 
 
 
＜指導資料目次＞ 

1.運営マニュアル 
 1-1 はじめに  
 1-2 授業・セミナー等のフロー  
 1-3 事前準備  
 1-4 授業・セミナー等の実施  
 1-5 授業後及び指導後のフォロー  
 
2.指導マニュアル 
 2-1 テーマ：「主体的なコミュニケーション（自他尊重のコミュニケーション）」  
 2-2 対象  
 2-3 ビデオクリップ（あらすじ）  
 2-4 授業・セミナー等の学習目標  
 2-5 指導のポイント  
 2-6 指導の展開例（1 コマ 50 分版）  
 2-7 サンプルシナリオ（1 コマ 50 分版）  
 2-8 補助教材  
 
3.参考資料 
 3-1 ブログ炎上の場合の対応  
 3-2 自他を尊重するコミュニケーション手法（アサーション）  
 
4.指導マニュアル（オプション） 
 4-1 指導の展開例（1 コマ版）  
 4-2 指導の展開例（短時間版）  
 4-3 指導の展開例（2 コマ版）   
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4-3-2 補助資料の結果 
 
（1）ビデオクリップ 
完成したビデオクリップのタイトルは「侍ブロガー危機一髪」とした。再生時間は、6 分 30 秒と

なった。 
 
（2）ワークシート 
 
製作したワークシートを次ページ以降に示す。概要は表 4-2のとおりである。 
 

表 4-2 ワークシート 

ワークシート 1 ・ビデオクリップを視聴した後、映像についての質問に答える。 
・本日の授業・セミナーで学んだことを記入する。 

ワークシート 2 ・表面：コミュニケーションの 3 つのタイプを知る。 
・裏面「あなたを主語にして話すコミュニケーション手法」から「私を

主語にして話すコミュニケーション手法」に言い換える例題と練習を

する。 
ワークシート 3 ・授業を受けた後、自分の行動やふるまいを見直し、変えたいと思う行

動について記入する。 
・1 ヵ月後に再度見直して記入する。 
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ワークシート 1  
ビデオクリップをもとに授業の感想までを書く基本のワークシート 
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ワークシート 2（表）  
コミュニケーションの 3 つのタイプを紹介するワークシート 
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ワークシート 2（裏）  
「あなたを主語にして話すコミュニケーション手法」から｢私を主語にして話すコミュニケーショ

ン手法｣に言い換える例題と練習 
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ワークシート 3 
アクションプランワークシート 
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（3）キーシーン黒板用掛図 
 
製作した掛図は以下のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

掛図 1-03 
ビデオクリップの登場人物 
（榎本 直樹くん） 

掛図 1-02 
ビデオクリップの登場人物 
（石川 純くん） 

掛図 1-01 
ビデオクリップの登場人物 
（村井 甲斐くん） 
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掛図 1-04 
「結構楽勝！」と投稿した 
ブログの画面 

掛図 1-05 
甲斐くんを励ましている直樹くんの 
ブログの書き込み画面 
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（4）スライド 
 
製作したスライドは以下のとおりである。 
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4-4  付録：映像シナリオ最終稿 

 
ビデオクリップのシナリオを以下に示す。 
 
 
【人 物】 
[一中生徒] 
村井甲斐（13）…一中・一年生ながら剣道部唯一のレギュラー 

 普通の子だが多少乗りすぎることも… 
 
石川純 （13）…一中・一年生・剣道部 
 
毛利慶介（15）…一中・三年生・剣道部の主将 
 
浦和美里（13）…一中・一年生（女子）・剣道部 
 
一中剣道部員…数名（前記メンバーを含め十～十二、三名くらい） 
 
[四中生徒] 
榎本直樹（14）…四中・二年生・甲斐のライバル 
 
四中剣道部員…四名 
 
[先生] 
根本…一中の剣道部顧問  
 
能登…四中教師・剣道部顧問 引率者 
 
剣道部のコーチ 
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○中学・剣道場内 
 

剣道部員たちが練習している。 
練習する剣道部員の声（オン・迫力） 

声  「イヤァァァァァ！」 
タイトル「侍ブロガー危機一髪」 
 
○中学・剣道場の外 
村井甲斐（13）と石川純（13）、面を外し、汗を拭っている。 
甲斐「あっそうだ。おれ最近家でブログやってんだよね」 
純 「ブログ？」 
甲斐「あぁ。ブログ。携帯の」 
純 「へー。甲斐、ブログなんかやってんだ」 
甲斐「先月からな」 
純 「なんてタイトル？」 
甲斐「笑うなよ。カイの剣道一直線！」 
 インサート・携帯の画面。 

純の声「カイの剣道一直線ねえ。誰か見てくれたりしてんの？」 
甲斐「どうかな。コメントとかもほとんど無いし」 
純 「そっか～」 
      
そこへ主将の毛利慶介（15）が加わる。 

慶介「甲斐！ 四中、来たぞ」 
      
入口から四中の引率の教師と制服姿の四中の生徒、六名がぞろぞろと入ってくる。 
甲斐と目が合う榎本直樹（14）、口元に微かな笑みを湛えながらも鋭い視線。 

 
直樹「春の個人戦以来だな」 
甲斐「はい」 
直樹「今日は絶対負けないからな」 
甲斐「…（口元をぐっと締める）」 
甲斐と直樹の間に火花。 
 
○インサート・中学校・校庭（時間経過のため） 
 
誰もいない校庭。 

コーチの声「（先行して）勝負あり！」 
 
○中学校の剣道場 
      
慶介「（戻ってきて）…すまん。これで、二ぃ二ぃだ（※二対二の意味）。頼むぞ」 
緊張した顔で立っている甲斐。 
甲斐「はい！（と立ち上がる）」 

×     ×     × 
向かい合う甲斐と直樹。 
一礼する甲斐と直樹。 

コーチ「始め！」 
     ※甲斐の目線（面越し）。 
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りゃぁ！と間合いを測っている直樹。 
直樹が打ってくるが甲斐は見事にかわす。 

甲斐・心の声「さすが榎本さん。相変わらずするどいな」 
更に直樹が攻め込んでくるが決まらない。次の瞬間―― 

甲斐・心の声「今だ！」 
甲斐が見事な面をする。（決まる瞬間までスローモーション） 

甲斐「やゃぁぁぁぁーーーーーッ！」 
コーチ「面あり！（と旗を上げる）」 
    喜ぶ純ら一年生部員たち。 
 
○剣道場の外 
 
    着替えを終えて帰る純と美里（13）が甲斐を囲んでいる。 
純 「甲斐、すげえなぁ。」 
美里「ねぇ。これで榎本さんと対戦成績五分でしょ？」 
純 「次で勝ち越しだな？」 
甲斐「（笑）そりゃ、どうかなぁ」 
美里「もっと強気でいきなよ。うちの一年では唯一のレギュラーなんだからさ」 
純 「そうそう」 
 
    甲斐のそばに、帰る直樹が近寄ってきた。 
直樹「甲斐」 
甲斐「はい…」 
直樹「腕上げたな」 

手を差し出す直樹。 
直樹「次は県大会で！」 
甲斐「よろしくお願いします（握手）」 
    直樹は去っていく。見送る甲斐。 
 
直樹「あっそうそう、甲斐のブログ見てるぞ」 
甲斐「ありがとうございます！」 
 
○甲斐の部屋（夜） 
 
    風呂上がりらしくバスタオルでごしごし頭を拭きながら、 
甲斐「♪さ～て、ブログ～ブログ～ブログの更新～、と」 

ベッドの端にすわり、携帯を操作し始める甲斐。 
しばらく鼻歌交じりに操作を続ける甲斐。（引きの画で） 

 
○通学路（朝） 
 

「おはよう」と通学している生徒たち。甲斐も学校へ向かっている。 
純の声「おい！ 甲斐」 
甲斐「よッ」 
純 「見たぞ」 
甲斐「え？ 何を？ まさかＵＦＯとか？」 
純 「そうそう。昨日帰りがけにメキシコの上空でって、なわけないだろ。 
ブログだよ、ブログ！ お前の！」 
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甲斐「ああ。ブログか。（おどけて）で、どうでした？」 
純 「結構強気で言ってたじゃん？」 
甲斐「え？ 何を？」 
純 「〝結構、楽勝〟とかさ」 
     ※インサート・ブログの「結構、楽勝！」の文字。 
甲斐「楽勝？ あれか。まずかったかな？」 
純 「何心配してんの？ まさかブログ炎上とか？」 
甲斐「なるかな？」 
純 「まさか。大丈夫だよ。甲斐君は案外心配性だねぇ～」 
    と、純、甲斐にじゃれつく。 
甲斐「大丈夫だよな。そうそう、学校行こうぜ」 
    過ぎていく甲斐たち。 
 
○中学校・校庭（放課後） 
 
 
○甲斐の家・甲斐の部屋（夕方） 
 
    ベッドの端にすわり、携帯をいじる甲斐。 
甲斐「さ～てと、今日は…お！ コメント来てんじゃん！ 五十二件って？ すげ！」 

画面を読む甲斐、ニヤニヤ顔が徐々に曇っていく。 
甲斐の、 [携帯を握った手が震える]～[震える背中]～[全身（足元からあおり）] 

甲斐「な…な、…なんだよー！ これーーッ！」※with echo 
      
書き込み（声をそれぞれ変えていく） 

「試合見てたけど”楽勝”じゃないっしょ」 
「楽勝とか言ってナマイキ」 

     「相手が弱かったんじゃない」 
 
○甲斐の家・外観（夕） 
 
純の声「（電話越し）炎上？」 
 
○同・甲斐の部屋（夕） 

 
    ベッドの上に座り、携帯で喋っている甲斐。相手は純だ。 
甲斐「…ああ。そうなんだよ！書き込んでくるんだよ、コメントの所に。 
誰が…って…知らないよ！ どっかのヒマ人だろ！ もう百件超えてるんだ。今もジャン 
ジャン来てんの。 
とにかくさ、明日、朝練、休むからさ」 
純の声「なんで？」 
甲斐「なんかやる気がしないんだよ」 
純の声「県大会予選来週だぞ。大丈夫か？」 
甲斐「予選？ ああ…でもとにかく明日は頼むよ」 
純の声「分かった。だけどあんまり考え込むなよ」 
甲斐「ああ。ありがとう。じゃあな（と電話を切る）」 

畳んだ携帯を机の上に置く。 
甲斐「…はぁ」 
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    甲斐、ため息をついて、手の中の携帯を眺める。 
甲斐心の声「…オレって実は嫌われてんのかなぁ」 

その瞬間携帯がメールの到着を知らせる。 
    ハッとする甲斐。操作する。 
    甲斐の脳裏に渦巻く書き込みの文字と声。 
   「カイ サイアク」 
   「弱いってなんだよ！」 

     「たかが剣道だろ」 
   「たかがって何だよ」 

「試合見てたけど、楽勝じゃないっしょ」 
「楽勝とか言ってナマイキ」 

 
甲斐、再び携帯を畳み、机の上に放る。 
甲斐「…はぁ。もうヤだ」 
      
甲斐「…思い切ってやめようかな」 
    少しの間あって――― 

携帯がメールの到着を知らせる。 
甲斐「またかよ！ もういい加減にしてくれよ！」 
    甲斐、荒々しく携帯を手に取り、操作する。読む… 

甲斐の表情「え？」の顔に変わり固まる。（読んでいる） 
直樹の声「…カイ。何か書き込みでずいぶんだいぶ叩かれているみたいだけど、気に 
することないぜ。言いたいヤツには言わせとけばいいさ。おれはお前のブログを見て、 
もっと練習やってやる！って気持ちになったよ。 
確かに昨日の面はすごかったけど、その前の突きはケッコー甘かったぞ。 
次は〝楽勝〟とはいかないからな」 

     
  直樹が書き込んだコメントの画面が入る。 
    直樹が自分の部屋からコメントを書き込んでいるシーンが入る。 

 直樹が甲斐の練習しているところをじっと見ているシーンが入る。 
 
甲斐「（呟く）…榎本さん」 

甲斐の脳裏に直樹の顔が浮かぶ。（登場シーンの、鋭い視線の直樹） 
甲斐「（ほんの小さく、息をつくように笑う）…フ」 
    甲斐、携帯を閉じて、机の上に置く。 

目を上げる。視線の先に竹刀が見える。 
       終わり 
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5. モデル授業の実施と指導項目・指導資料等の評価 

 

5-1 目的 

 
4 章で作成した指導資料、補助資料を利用して、調査研究協力校においてモデルとなる標準的な

授業を実施する。アンケート、ヒアリングによる評価を元に、指導項目、指導資料の見直しを行い、

当該指導テーマに係る指導項目、指導資料等を完成させる。 
 

5-2 方法 

  
5-2-1  評価の方法 
 
モデル授業の前後で、生徒を対象としたアンケートと、教師を対象としたヒアリング及びアンケ

ートを実施し、その結果を元に指導項目及び指導資料等について評価する。アンケート及びヒアリ

ングは、表 5-1のとおり実施する。 
 なお、アンケートは、「とてもそう思う」「そう思う」「どちらともいえない」「そう思わない」「ま

ったくそう思わない」の 5 段階で評価する。 
 

表 5-1 アンケート及びヒアリング 

 モデル授業前 モデル授業実施後 モデル授業実施 1 ヶ月後 

生

徒 

アンケート＜s01＞ 

（現状、問題意識や認識、 

知識・経験、授業への期待等） 

アンケート＜s02＞ 

（満足度、理解度、行動変容度（活

用意識）等） 

― 

ヒアリング＜h02＞ 

（全体評価、指導項目、テーマ、

指導資料等） 

ヒアリング＜h03＞ 

（アクションプランワークシ

ートの評価、改善点、全般） 

教

師 

ヒアリング＜h01＞ 

（現状、問題意識や認識、 

生徒の状況、授業への期待等） 

 

 

アンケート＜t02＞ 

（満足度、カリキュラムの評価、 

今後の指導について、取り組みた

いテーマ） 

アンケート＜t03＞ 

（アクションプランワークシ

ートの評価、改善点、全般） 

 
 
アンケート結果を元に、次の３つの観点から、指導項目・指導資料の評価を行う。 

 
・ A.モデル授業 
・ B.指導内容 
・ C.指導資料等 
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アンケートの各項目は、その内容によって次の 12 種類に分類することができる。 
 
①満足度 
②理解度 
③行動変容度 
④学習内容 
⑤教授法 
⑥学習時間 
⑦指導資料 
⑧補助資料 
⑨現状 
⑩属性 
⑪期待度 
⑫講師 

 
このうち①～⑧の分類は前述 A～C の 3 つの観点と関連付けられるので、①～⑧の分類に該当する

アンケート項目の回答の数値を見ることで、A～C の観点の達成度を評価することができる。 
 
①～⑧の分類と A～C の観点の関連付けは表 5-2のとおりである。 
 
         表 5-2 アンケート項目の分類と３つの観点の関連付け 

観点 分類 
①満足度 
②理解度 

A.モデル授業 

③行動変容度 
①満足度 
②理解度 
③行動変容度（活用意識） 
④学習内容 
⑤教授法 
⑥学習時間 

B.指導内容 

⑧補助資料 
⑦指導資料 C.指導資料等 
⑧補助資料 

 
A~C の観点と分類①～⑧の関連性、及び⑨～⑪の分類について、以下で説明する。 
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A. モデル授業 
 
モデル授業については、一般的に教育効果を評価する際に使用されるカークパトリックの 4 段階

モデル*4 に基づき評価を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-1 カークパトリックの 4段階モデル 

 
*4 カークパトリックの 4 段階モデル（評価法）（Kirk Patrick’s levels of training criteria）   

1959 年に経営学者のカーク・パトリック（Kirk.Patrick）によって提案された企業内教育の評価法。 
「カークパトリックモデル」ともいう。 
４段階評価モデルで、評価要素を「反応」「学習」「行動」「業績」の 4 つに分けている。 
 

（1）反応 満足度の評価 
             （研修を受ける者が特定のプログラムに対してもつ好意の程度） 

（2）学習 学習目標に対する理解度の評価 
（3）行動 研修結果として得られる学習者の行動変容の評価 

      （3 ヶ月後、またはそれ以降に継続的に確認する） 
（4）業績 研修を受けた結果、どの程度業績が上がったかを見る評価 

（一般的に的確に評価することは難しい） 
      （出典：日本教育工学会編 教育工学事典） 

 
カークパトリックの 4 段階モデルにおいて、第 4 段階の業績評価は、一般的に業績の定義であり、

また企業においても実施することは難しいことから、今回の評価にあたっては第 3 段階までの評価

とする。 
 
授業後の評価によって、カークパトリックモデルの第 1、2 段階「満足度」「理解度」の評価を行

う。また、第 3 段階「行動変容度」は 1 ヶ月後の自己評価によって評価する。 
本来の行動変容は研修実施後 3 カ月以降に評価し、行動が変わったことを確認するが、今回はモ

デル授業ということで、授業後に生徒用授業実施後アンケート＜s02＞の項目「学習した内容を活用

したいと思う」（活用意識の評価）および１ヶ月後記入のアクションプランワークシートの項目「自

分の行動が変わったと思う（自己評価）」を評価することで第 3 段階の評価とする。 
  

（1）第 1 段階：満足度  
 ― 受講してよかったと思うこと 

 
（2）第 2 段階：理解度 
 ― 学習目標を達成し、授業前より向上していること 

 
（3）第 3 段階：行動変容度 
 ― 活用意識の評価：活用したいと思う動機付けをし、行動変容へのきっかけ 
    作りをすること 
 ― 自己評価：1 ヶ月後に行動が変わったと思うこと 

 

業
績
評
価 

 
（4） 

 

行
動
変
容
度
評
価 

（3） 

 

理
解
度
評
価 

 

満
足
度
評
価 

（2） （1） 
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 また、前述の①～⑪の分類の項目の中には、満足度・理解度の項目の評価に影響を与えると考え

られる項目がある。 
 
                  表 5-3 影響を与える項目 

 影響を与える項目 
②理解度 
③行動変容度（活用意識） 
⑤教授法 
⑧補助資料 
⑪期待度 

満足度 

⑫講師 
理解度 ⑨現状 

 
満足度、理解度の評価をする際には、表 5-3「影響を与える項目」の数値も参照するものとする。 
 

 
B. 指導内容 
 
指導内容は、一般的には次の項目について学習者が評価する。 

 
①満足度  
②理解度（学習目標達成度） 
④学習内容（今回は学習者には判断が難しいので教師のみとする） 
⑤教授法／教材の活用（今回は教材＝補助資料とする） 
⑥学習時間（今回は学習者には判断が難しいので教師のみとする） 

 
 
今回は、「④学習内容」「⑥学習時間」については、学習者が中学生であること、授業の一環とし

て行ったことから、学習者には評価させず、モデル授業を見学した教師の評価とする。 
また、「⑧補助資料」「③行動変容度（活用意識）」も合わせて評価を行うこととする。 

 
 
C. 指導資料等 
 
本授業で評価する資料は次の 2種類である。 

 

⑦指導資料 ： 指導に先立ち、教師が使用する資料 
⑧補助資料 ： 指導資料を補足し、指導効果を高めるための教材 

        （映像資料、ワークシート、掛図） 
      

なお、モデル授業においては、これらの補助資料に加えて、学習のポイントやまとめを文章やグ

ラフィックスで表示する掲示用スライド（プレゼンテーション資料）を作成した。 
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5-2-2  アンケート項目 
 

以下に、生徒用アンケート＜s01＞＜s02＞及び教師用アンケート＜t02＞の項目を、該当する分
類ごとに並び変えたものを記載する。「No」の番号記載は、アンケート原本の通し番号のままとし
てある。ただし、分類の「属性」及び「現状」の内の 4 項目は、フェイスシートとして「No」に
F1～F4 の番号を新たに割り当てている。 
 
生徒用授業実施前アンケート＜s01＞ 

分類 No アンケート項目 

男子 F1 

*5 
男女 

女子 

はい 

属
性 F2 

*5 
インターネットを使っていますか 

いいえ 

携帯 

パソコン 
F3 

*5 

何を使ってインターネットにアクセスしていますか 

ゲーム機 

メール 

ブログ 

情報検索 

音楽 

ゲーム 

ショッピング 

F4 

*5 

インターネットの使用目的はなんでしょうか 

学習 

1*5 メールやブログでは、相手を思いやって内容や表現に気をつけている。 

8 自分としては、友達とのコミュニケーションはうまくできている。 

はい 
9*5 

携帯電話やインターネット上のコミュニケーションで困

ったことがありますか。   いいえ 

はい 
10*5 「はい」の場合、解決できましたか。     

いいえ 

はい 
11*5 

ネットとは関係なく、日常生活のコミュニケーションで困

ったことがありますか。   いいえ 

はい 

現
状 

12*5 「はい」の場合、解決できましたか。     
いいえ 

2 インターネットの特性を理解している。 

3 
ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類似点について理解

している。 

4 
相手の気持ちも自分の気持ちも尊重して、自分の言いたいことを伝える方法

や注意点を理解している。    

理
解
度 

5 
自分の気持ちも相手の気持ちも尊重して、自分のいいたいことを言葉や文章

にして伝えることができる。   

6 
メールなどのネットでのコミュニケーションの特徴や留意点などを知りた

い。 
期
待
度 7 相手を傷つけずに自分の言いたいことを伝えたい。 

*5： 

各選択肢を選んだ人数によって評価。その他の項目は「とてもそう思う＝5」「そう思う＝4」「どちらともいえない＝

3」「そう思わない＝2」「まったくそう思わない＝1」 の 5段階で評価している。 
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生徒用授業実施後アンケート＜s02＞ 

分
類 

No アンケート項目 

1 この授業を受けてよかった。 

2 参考：授業前に期待していた内容とあっていたと思う。  満
足
度 

3 参考：この授業を他の人に勧めたいと思う。 

4 インターネットの特性を理解した。 

5 ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類似点

について理解した。 

6 相手の気持ちも自分の気持ちも尊重して、自分の言いたいこと

を伝える方法や注意点を理解した。  

理
解
度 

7 自分の気持ちも相手の気持ちも尊重して、自分のいいたいこと

を言葉や文章にして伝えることができる。  

講
師 

8 講師の説明はわかりやすかった。 

10 グループディスカッションは学習に役立った。 教
授
法 11 ロールプレイは学習に役立った。 

9 映像資料は学習に役立った。 

12 ワークシートは学習に役立った。 

補
助
資
料 13 掛図は学習に役立った。 

活
用
意
識 

14 この授業で学んだことを今後に活かしていきたいと思う。 
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教師用授業実施後アンケート＜t01＞ 

分類 No アンケート項目 

1 指導する立場としてこの授業全般に満足した。  

2 参考：授業を実施する前に考えていた目的と合ってい

た。 

満
足
度 

3 参考：この授業を他の人に勧めたいと思う。 

4 取り扱っている学習内容は学習目標に照らして適切だ

った。 学
習 

内
容 

5 取り扱っている学習項目は内容に照らして適切だっ

た。 

6 講義、映像資料、演習（ロールプレイ、グループディ

スカッション）の組み合わせは指導に役立った。 

7 映像資料の使用は指導に役立った。  

14 映像資料を使う指導方法は、学習目標に照らして適切

だった。 

17 指導の中で映像資料を使うタイミングは適切だった。 

8 グループディスカッションの実施は指導に役立った。 

9 ロールプレイの実施は指導に役立った。  

10 ワークシートの使用は指導に役立った。 

19 ワークシートを使う指導方法は、学習目標に照らして

適切だった。 

22 指導の中でワークシートを使うタイミングは適切だっ

た。 

11 掛図の使用は指導に役立った。 

24 掛図を使う指導方法は、学習目標に照らして適切だっ

た。 

教
授
法 

26 指導の中で掛図を使うタイミングは適切だった。 

学
習 

時
間 

12 1 コマ（50分間）は内容に照らして適切だった。  

13 映像資料の内容は指導上役に立った。 

15 映像資料はわかりやすかった。 

補
助
資
料

（
映
像
） 16 映像資料は教材としてとして使いやすかった。 

18 ワークシートの内容は指導上役に立った。 

20 ワークシートの項目はわかりやすかった。 

補
助
資
料

（
ワ
ー
ク 

シ
ー
ト
） 21 ワークシートは生徒にとって記入しやすかった。 

23 掛図の内容は指導上役に立った。 補
助
資
料

（
掛
図
） 

25 掛図は教材として使いやすかった。 

活
用

意
識 

28 この授業を実施してみたいと思われますか。 
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5-2-3  モデル授業実施概要 
 
実施概要は、表 5-4のとおりである。 
 
 

表 5-4 モデル授業の実施概要 

＜第 1 回目＞ 
調査研究協力校 S 区立 H 中学校 
日時 平成 22 年 2 月 10 日（水） 13:35～14:25 
対象 中学 2 年生（19 名） 
授業枠 道徳 

 
＜第 2 回目＞ 

調査研究協力校 S 区立 Y 中学校 
日時 平成 22 年 2 月 17 日（水） 13:35～14:25 
対象 中学 2 年生（32 名） 
授業枠 道徳 

 
＜第 3 回目＞ 

調査研究協力校 S 区立 Y 中学校 
日時 平成 22 年 2 月 19 日（水） 13:35～14:25 
対象 中学 1 年生（35 名） 
授業枠 道徳 

 
＜第 4 回目＞ 

調査研究協力校 S 区立 Y 中学校 
日時 平成 22 年 2 月 19 日（水） 14:35～15:25 
対象 中学 1 年生（35 名） 
授業枠 道徳 

 
 
今回は第 1 回目のモデル授業での実施結果および評価に基づき、カリキュラム、ワークシート類

を改善し、第 2 回目以降のモデル授業を実施した。そのため、第 1 回目の評価と第 2 回目以降の評

価を分けて報告する。 
 
モデル授業は、調査研究協力校 2 校で実施した。モデルとなる標準的な授業等を実施するために、

情報モラルの授業を含め、教育の情報化に関する先進的な取り組みを実施しておらず、また学級崩

壊などの問題を抱えていない学校を選択する必要があった。東京都内の公立校について個別にモデ

ル授業実施の依頼をした中で、授業内容および授業実施時期に、ご理解をいただけた中学校 2 校で

実施することにした。 
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5-3 第 1 回モデル授業の評価 

 
5-3-1 第 1 回モデル授業において使用した指導資料、補助資料 
 

（1）指導の展開例 
 
第 1 回モデル授業で使用した指導の展開例は、下記のとおりである。 
 

流れ 時間 学習活動 指導上、運営上のポイント 

挨拶 2 分   
導入 7 分 【映像視聴】 

テーマ： 自分が存在するコミュニティ
や集団の中での存在をお互いに認め合

うことの大切さ 
ビデオクリップを視聴する。 

 

展開 1 20 分 【実習１】 

グループディスカッション、発表＋ 

まとめ 

 

●内容 
①ワークシートに記入する。 
②グループに分かれ、下記について話し
合う。 
・甲斐くんの発言のしかたで注意しなけ
ればならかなったことは何か。 

・直樹くんが書いたコメントについて、
どのように感じたか。 
・純くんの励ましのコミュニケーション
をどう思うか。 
③グループごとに発表する。 
④まとめ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・掛図を黒板に貼っておく。 

・グループ分けおよび班長は、事前に決 

 めておく。1グループ 5～6 人 
・ワークシート 1を配布する。 

展開 2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 分 
 
 
 
 

【講義 2】 
自分の気持ちも相手の気持ちも尊重し
て、言葉にして伝えることができるコミ
ュニケーション手法（「アサーション」）

を学ぶ。 
●内容 
自他を尊重するコミュニケーションの
基礎である 3 つのタイプ（攻撃的、がま
ん、自他を尊重）の特徴を学ぶ。 
 
例：友だちに貸した本が汚れた。 
・攻撃的なタイプ 
（｢あーこんなに汚して。どうしてくれ
るんだよ。おまえはいつもそうなんだか
ら。だらしないなー｣） 
・がまんするタイプ 
（｢ちょっと汚れているけど、いいよ。
もともと汚れていたんだ。｣ 
・自分の気持ちも相手の気持ちも尊重す
るタイプ 

 
 
 
 
 
事例のイラストを盛り込んだワークシ

ート 2 を配布し、教師が模範演技を示

す。例題のせりふを読み、3 つのタイプ

をイメージしやすくする。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 不特定多数の人に発信するとき

は、慎重に発言し、自分の発言

に責任を持つように心がける。 
・ ブログへの誹謗中傷などに同調

しないで、自分の気持ちを勇気

を持って正しく伝える。 
・ ネットだけでなく、直接会った

り、電話で話したりする。 

アサーションの基本を学ぶ。3
つのタイプの中で、自分はどのタ

イプなのか、場面ごとにどんな話

し方をしているかを振り返る。 
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（｢本が汚れてしまって残念だな。（ぼく
は）この本をとても大事にしていたん
だ。｣） 

15 分 【実習 2】ロールプレイ 
自他を尊重した話し方を実現するため
に、「I メッセージ」（私を主語にして話
すコミュニケーション手法）で気持ちを
伝えることを学ぶ。 
 

●内容 

ビデオクリップを受けて、甲斐くんを励

ますコメントを「I メッセージ」で書く。 
①甲斐くんを励ますために、コメントを
書く（ネット・コミュニケーション）。 
②コメントの文章が｢You メッセージ｣
になっていたら、「I メッセージ」に言い
換えて文章を書く。 
③2人 1組になり、コメントを読む。（役
割を交代する。） 
（グループ内の意見交換でもよい。） 
④感想を述べ合う。 
 
●まとめ 
・「I メッセージ」で話すと、相手も尊重
し、自分の気持ちも正確に伝えることが
できる。「I メッセージ」は、思いやりの
第一歩。 

 
 
 
 
 
 
 
生徒の反応を見て、ロールプレイを行っ

てもいいし、グループ内の発表でもい

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 分 【まとめ】 
授業で学んだことをワークシートに記

入する。 

 まとめ 
 

2 分 【まとめ】 
相手も自分も尊重するコミュニケーシ

ョンを心がけることを伝える。 
今まで相手を思いやるコミュニケーシ

ョンを上手にできなかった人も、今日か

ら行動を変えていくことを促す。 

自分の言葉で生徒にメッセージを伝え

る。 

 
オ プ

シ ョ

ン 

 【朗読】 
「自分を好きになる本」*6 など、授業の

振り返りに適切な本を選び、朗読を聞

く。 

授業の後で、朗読すると効果的である。 

  【振返り】アクションプラン 

授業後、アクションプランに記入する。 
「ネット・コミュニケーション（メール、
ブログ）、対面のコミュニケーションに

おいて、相手を尊重したり、思いやった
りする行動をとること」についてのアク
ションプラン 

この授業を通じて、自分の問題として考

えてみたときに、すぐに変えられること

を自分で宣言することで、行動の変容を

促すことをめざす。 

*6 「自分を好きになる本」は、アサーション関連書籍の 1 つ（別添「指導資料」参照）。自他尊

重のコミュニケーションなど、授業のまとめに適した内容が記述されているため、朗読用の書籍と

して選定した。その他、指導者が適切と思われる書籍を選定してよい。 

「I メッセージ」で話すことに

より、相手も自分も尊重して気持

ちを伝えることができることを

学ぶ。 
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（2）ワークシート 
 
第 1 回モデル授業で使用したワークシートは、下記のとおりである。 
 
＜ワークシート 1＞ 
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＜ワークシート 2＞ 
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（3）モデル授業の様子 
 
モデル授業の様子を写真にて紹介する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グループで話し合い。班長が司会進行。 

グループで話し合った結果を発表。 

講師が授業をまとめる。 
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5-3-2  第 1 回モデル授業の評価結果 
 
A. モデル授業 
 
A-1  満足度の評価 
 
生徒用授業実施前アンケート＜s01＞の結果より、「期待度」の評価結果は表 5-5のとおりである。 

「期待度」は、満足度に影響を与える項目として参照するものとする。 

 

表 5-5 「期待度」に関する評価結果 

  アンケート項目 回答 

1 メールなどのネットでのコミュニケーションの特徴や留意点などを知りたい。 3.1 期

待

度 2 相手を傷つけずに自分の言いたいことを伝えたい。 3.9  
 

 

生徒用授業実施後アンケート＜s02＞の結果より、授業受講後の「満足度」の評価結果は表 5-6とお

りである。 

 

表 5-6 「満足度」に関する評価結果 

 No アンケート項目 回答 

1 この授業を受けてよかった。 3.0  
2 参考：授業前に期待していた目的とあっていたと思う。  3.0  

満

足

度 3 参考：この授業を他の人に勧めたいと思う。 3.0  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-2 「満足度」に関する評価結果 
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生徒用授業実施後アンケート＜s02＞の結果より、満足度に影響を与える観点である「理解度」「講

師の説明」「教授法」「補助資料」「行動変容度（活用意識）」の評価結果は表 5-7のとおりである。 

 

表 5-7「理解度」「講師の説明」等に関するの評価結果 

  アンケート項目 全体 

理

解

度 

1 

・インターネットの特性を理解した。 

・ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類似点につい 

 て理解した。 

・相手の気持ちも自分の気持ちも尊重して、自分の言いたいことを伝え 

 る方法や注意点を理解した。  

・自分の気持ちも相手の気持ちも尊重して、自分のいいたいことを言葉 

 や文章にして伝えることができる。  

3.6  

講

師 
2 講師の説明はわかりやすかった 3.8  

教

授

法 

3 
教授法 

・グループディスカションは学習に役立った 

・ロールプレイは学習に役立った 

3.3 

補

助

資

料 

4 

補助資料 

・映像資料は学習に役立った 

・ワークシートは学習に役立った 

・掛図は学習に役立った 

3.4 

活

用

意

識 

5 この授業で学んだことを今後に活かしていきたいと思う。 3.2  

    

H中学校（全体）　事後アンケート結果（13名）

（満足度　3.0）

3.6

3.8

3.33.4

3.2 1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
理解度

講師の説明

教授法補助資料

活用意識

 
図 5-3 「理解度」「講師の説明」等に関するの評価結果 
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A-2  理解度の評価 
 
生徒用授業実施前アンケート＜s01＞の結果より、「現状」の評価結果は表 5-8のとおりである。 

「現状」は、理解度に影響を与える項目として参照するものとする。 

 

表 5-8「現状」に関する評価結果 

  アンケート項目 全体 

1 メールやブログでは、相手を思いやって内容や表現に気をつけている。 4.0  現

状 2 自分としては、友達とのコミュニケーションはうまくできている。 3.1  

 
 
生徒用授業実施後アンケート＜s02＞の結果より、各学習内容についての「理解度」の評価結果は

表 5-9のとおりである。 
 

表 5-9「理解度」に関する評価結果 

  アンケート項目 事前 事後 有意差 

1 インターネットの特性を理解した 3.1 3.7 ○ 

2 ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類似点について

理解した。 
3.5 3.5   

3 相手の気持ちも自分の気持ちも尊重して、自分の言いたいことを伝える

方法や注意点を理解した。  
3.7 3.7   

理
解
度 

4 自分の気持ちも相手の気持ちも尊重して、自分のいいたいことを言葉や

文章にして伝えることができる。  
3.5 3.5 ― 

 
「インターネットの特性を理解した」という点では、モデル授業の前後で顕著な有意差がある。
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 A-3  行動変容度の評価 
 
（1）活用意識の評価 
 
生徒用授業実施後アンケート＜s02＞結果より、授業後の「活用したいという意識」の評価結果は

表 5-10のとおりである。 

 

表 5-10 「活用したいという意識」に関する評価結果 

  アンケート項目 全体 

活用 

意識 1 この授業で学んだことを今後に活かしていきたいと思う。 3.2  

 
加えて、授業後に記入したアクションプランワークシートの内容を評価する。 

 アクションプランワークシートに記載された内容は表 5-11のとおりである。 
 

表 5-11 アクションプランワークシートの内容分類 

  記入内容 件数 

1 相手のことを考えていいたいことをいっていきたい 1 
2 自分の意見をしっかりいえるようにしたい 1 
3 友だちを大切にしたい 1 
4 インターネットの使い方を気をつけたい 1 
5 まじめに 1 
6 ちょっとあらためる 1 
7 ブログは書かない 1 
8 これからも同じように過ごしていきたい 2 
9 活かしたい 1 

 
 
（2）行動の変化の評価 
 
モデル授業の 1 ヵ月後にあらためてアクションプランワークシートをもとに自己評価する機会を

設け、行動変容を確認することを考え依頼したが、時間的に難しく、また生徒のワークシートの記

入状況からも 1 ヶ月後に評価することは難しいのではないかとのことであった。そのため、H 中学

校では行わないこととした。 
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B. 指導内容 
  
指導内容の評価結果は表 5-12のとおりである。 

表 5-12 指導内容に関する評価結果 

 教師/生徒 へのアンケート項目 教師 生徒 

満足度（指導する立場として満足できる授業/受けてよ

かった） 
3.4 3.0 

学習内容＊7/理解度 3.3 3.6 
教授法＊7 3.8 3.3 
学習時間＊7 3.0 N/A 
補助資料＊7 3.9 3.4 
活用意識（今後授業をしてみたい）/ 

（今後活かしていきたい） 
2.7 3.2 

平均 3.3 3.4 
  

 
図 5-4 指導内容に関する評価結果 

 
＊7 

 学習内容（教師） 
 －取り扱っている学習内容は学習目標に照らして適切だった。 
 －取り扱っている学習項目は内容に照らして適切だった。 

 教授法 
 －講義、映像資料、演習（ロールプレイ、グループディスカッション）の組み合わせ 
   は指導に役立った。（教師） 
 －ロールプレイ、グループディスカッションは指導/学習に役だった（教師/生徒） 
 －映像資料、ワークシート、掛図の使用は指導に役だった（教師） 
 －映像資料、ワークシート、掛図を使用する指導方法は学習目標に照らして適切だっ

た（教師） 
 －映像資料、ワークシート、掛図の使用するタイミング適切だった（教師） 

 学習時間（1 コマ（50 分間）は内容に照らして適切だった） （教師） 
 補助資料（教師/生徒） 

 －映像資料、ワークシート、掛図の内容は指導/学習に役だった（教師/生徒） 
 －映像資料、ワークシート、掛図はわかりやすかった/使いやすかった（教師） 
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C. 指導資料等 
 

（1）指導資料 
 

モデル授業を担当した専門講師による指導資料の評価は表 5-13のとおりである。 
 

表 5-13 講師による指導資料に関する評価結果 

 No アンケート項目 回答 平均 

13 指導資料は授業を効果的に円滑に実施するための準備に役に立った。 5.0 

14 指導資料はわかりやすかった。 5.0 
指
導
資
料 15 指導資料は準備するのに使いやすかった。 5.0 

5.0 

回答: 5 段階評価結果 

「とてもそう思う＝5」「そう思う＝4」「どちらともいえない＝3」「そう思わない＝2」「まったくそう思わない＝1」  

として 5段階で回答させた平均値 
 

（2）補助資料 
 
生徒用授業実施後アンケート＜s02＞の結果による補助資料の評価は表 5-14とおりである。 
 

表 5-14 生徒による補助資料に関する評価結果 

  No アンケート項目 回答 平均 

9 映像資料は学習に役立った。 3.4  
12 ワークシートは学習に役立った。 3.3  

補
助
資
料 13 掛図は学習に役立った。 3.4  

3.4  

回答: 5 段階評価結果 

「とてもそう思う＝5」「そう思う＝4」「どちらともいえない＝3」「そう思わない＝2」「まったくそう思わない＝1」  

として 5段階で回答させた平均値 

      
図 5-5 生徒による補助資料に関する評価結果 
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また、教師による補助資料の評価は表 5-15のとおりである。 
 

表 5-15 教師による補助資料に関する評価結果 

 
 

No アンケート項目 回答 平均 

13 映像資料の内容は指導上役に立った。 4.7  
15 映像資料はわかりやすかった。 4.0  
16 映像資料は教材として使いやすかった。 4.0  

4.2  

18 ワークシートの内容は指導上役に立った。 3.3  
20 ワークシートの項目はわかりやすかった。 3.0  
21 ワークシートは生徒にとって記入しやすかった。 3.0  

3.1 

23 掛図の内容は指導上役に立った。 4.3  

補
助
資
料 

25 掛図は教材として使いやすかった。 4.3  
4.3  

回答: 5 段階評価結果 

「とてもそう思う＝5」「そう思う＝4」「どちらともいえない＝3」「そう思わない＝2」「まったくそう思わない＝1」  

として 5段階で回答させた平均値 
 

    
図 5-6  教師による補助資料に関する評価結果 
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5-3-3  第 1 回モデル授業に関する考察 
 

（1）事前ヒアリング及び授業実施前アンケートの結果 
 
担任の教師への事前ヒアリングでは、生徒は、グループでの話し合いの経験が少ないことに加え、

意見を言うことや考えを文章にまとめることが苦手なため、グループ活動は難しいかもしれないと

いう意見を頂いた。生徒間のコミュニケーションについては、過去にホームページの書き込みをめ

ぐる問題を共有したことから、他の人のことを考え、温かい言葉がけができるようになってきた状

況であるとのことであった。 
生徒の授業実施前アンケートからは、ほとんどの生徒がインターネットを使用し、メール、情報

検索、またブログなども使用していることがわかった。学習内容については「どちらかといえば理

解している」（すべて 5 段階評価 3.0 以上）という自己評価だった。今回の授業については「期待し

ていない」と書いている生徒が半数いたことから、積極的な姿勢でモデル授業をとらえていないも

のの、過去の問題共有の経験のためか、「メールやブログでは相手を思いやって内容や表現に気をつ

けている」「相手を傷つけずに自分の言いたいことを伝えたい」（3.9）と、授業で取り扱う内容につ

いては期待や関心があることが伺えた。 
  
（2）授業実施後アンケートの結果分析 

 
「講師のわかりやすさ」についての評価は高い（3.8）ものの、満足度（3.0）、活用度（3.2）（実

際に活用してみたい）は低かった。また「生徒ははじめてのことには抵抗感を覚える傾向にある」

という教師の意見も合わせて、学習目標、内容、指導方法などを再検討した。 
 
理解度については、事前事後のアンケート結果からは「インターネットの特性」については向上

したが、その他については事前の理解度との差はなかった。 
今回の学習内容はすでに習得済みであったことが考えられるが、一方、ワークシートへの記入状

況や授業を受けていた状況などから、事前事後とも適切な回答が得られていたのかどうか多少の疑

問が残る。しかし、中学生は発達段階にあり、授業に積極的に取り組めない生徒がいることも考慮

して、状況に合わせて指導方法を変更することができるように、指導資料を検討する必要があると

考えた。 
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（3）第 2 回目以降のモデル授業に向けての改善点 
 
第 1 回目のモデル授業の評価結果から、どのようにしたらスムーズに授業が進行するか、どのよ

うにしたらワークシートに記入しやすくなるかを再検討した。 
まず、「グループディスカッション」や「ロールプレイ」といった言葉は、教師も生徒も抵抗感が

あるため、それぞれ「話し合い」「コミュニケーション手法の練習」と言い換え、抵抗なく学習活動

ができるように修正した。 
また、「I メッセージ」「You メッセージ」といった専門用語を使わずに、「私を主語にする」「あな

たを主語にする」というように、言い換えた。 
 
次のように指導内容、指導方法、ワークシート、提示用スライドを改善した。 
 
 話し合い（グループディスカッション）の内容  

 
  －質問を絞る。 

 －ワークシートに記入する項目を 5 回→3 回に変更する。 
 

 アサーションの言い換えの練習（ロールプレイ）の内容の変更 
 
－アサーションについてわかりやすい事例を準備し、まず説明する。 
－次に例題を出し、ワークシートに記入させる。 

  －記入した解答を 2 人 1 組になって練習する。 
練習のとき、模範解答を準備しておき、解答を書けなくても練習できるようにする。 

 
 アサーションの言い換えの練習（ロールプレイ）とビデオクリップとの関連付け 

 
ビデオクリップに関連して、甲斐くん（ビデオクリップの主人公）を励ますためにコメントを書

く練習を行った。しかし、第 1 回目のモデル授業では、生徒から「つい軽口を言ってしまいブログ

が炎上しかけた人を励ましたくない」「そもそもトラブルに巻き込まれたくない」という回答があり、

言い換えの練習まで行きつかなかった。そこで、ビデオクリップとの関連をつけずにアサーション

についてわかりやすい事例を作りなおした。 
 

 ワークシートの修正 
  
 －記入しやすいようにイラストを挿入する。 
 －発問を修正する。 
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5-4 第 2 回～第 4 回モデル授業の評価 

 
5-4-1  第 2 回～第 4 回モデル授業で使用した指導資料、補助資料 

 
（1）指導の展開例 
 
第 2 回～第４回モデル授業で使用した指導の展開例は、下記のとおりである。 
 
流れ 時間 学習活動 指導上の留意点 

挨拶 1 分 ○本時の目標を確認する 
 
 
 

 

導入 7 分 ○ビデオクリップを視聴する 
 

視聴後、ブログに書き込みがあると
携帯電話にメールが来る設定にして

いることを伝える。 
 

展開 1 18 分 ○ビデオクリップについて話し合う 
①ワークシートに記入する。 
②グループに分かれ、下記について

話し合う。 
・甲斐くんの発言のしかたで注意し
なければならかなったことは何
か。 

・直樹くんが書いたコメントのいい
ところは何か。 

③グループごとに発表する。 
④まとめ 
 

・1 班 5～6 人。班長を事前に決めて
おく。 

・登場人物の掛図を黒板に貼る。 

・ワークシート 1を配布する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

展開 2 18 分 
 

○自他を尊重するコミュニケーショ
ン手法を練習する。 

①コミュニケーションの 3 つのタイ
プ（攻撃的、がまん、自他を尊重）

の特徴を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②スライド（ワークシート）の例題
を見て、攻撃的な言い方から自他

を尊重する言い方に言い換えるこ
とを知る。 

・ワークシート 2を配布する。 
・表面の 3 つのタイプをイメージ
しやすいように、指導者がメー
ル内容を読む。 

A.攻撃的なタイプは、攻撃的に読
む。 

B.がまんするタイプは、言いたい
ことが言えない雰囲気で読む。 

C.自分の気持ちも相手の気持ちも
尊重するタイプは、残念な様子

が伝わるように、攻撃的にはな
らないように読む。 

・自分はどのタイプなのかイメー
ジさせるとよい。 

 
・自他を尊重した話し方を実現す

るために、私を主語にして話す
コミュニケーション手法で気持
ちを伝えることを学ぶ。 

 

展開 1のまとめ 

・ 相手の気持ちを考えて発言する。 
・ ブログへの誹謗中傷などに同調

しないで、勇気を持って自分の気

持ちを伝える。 

自分も他人も尊重するコミュニケーションについて学ぼう 



平成 21 年度 総務省事業 

「インターネットの特性を踏まえた情報の受発信・情報交換についての指導内容等に関する調査研究」報告書 

85  

 
流れ 時間 学習活動 指導上の留意点 

展開 2 

続き 

 ③ワークシート 2の「練習」を書く。 
④書いたものを発表する。 
 
 
⑤2 人 1 組になり、コメントを読む。 
 

⑥感想を述べ合う。 
⑦まとめ 

・私を主語にして話すコミュニケー
ション手法になっているかを確認
する。 

・スライドの解答例を示してもよい。 
 
・役割を交代させる。 
・グループ内の発表でもよい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

まとめ 

 

6 分 
 

○本時のまとめ 
①授業で学んだことをワークシート

に記入する（5 分）。 
②まとめを聞く（1 分）。 

 

 
 

 

3 分 自他尊重に関する本など、クラスの

状況に適した内容の本の朗読を聞
く。 

授業の後で朗読すると効果的である。 

オ
プ
シ
ョ
ン 

7 分 授業後、アクションプランを記入す
る。 
 

自分の問題として考えてみたときに、
「ネット・コミュニケーション、対面
のコミュニケーションにおいて、相手
を尊重したり、思いやったりする行動

をとること」について宣言させること
で、行動の変容を促す。 
 

展開 2のまとめ 

私を主語にして話すと、相手も尊

重し、自分の気持ちも正確に伝え

ることができる。私を主語にして

話すことは、思いやりの第一歩。 

本時のまとめ 

相手も自分も尊重するコミュニケ

ーションを心がける。今まで相手

を思いやるコミュニケーションを

上手にできなかった人も、今日か

ら行動を変えていってほしい。 
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（2）ワークシート 
 
第 2 回～第 4 回モデル授業で使用したワークシートは、下記のとおりである。 
 
＜ワークシート 1＞ 
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＜ワークシート 2（表）＞ 
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＜ワークシート 2（裏）＞ 
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＜ワークシート 3＞ 
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（3）モデル授業の様子 
 
モデル授業の様子を写真にて紹介する。 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

映像を見てワークシートに 
記入した内容を発表する 
＜第 4 回モデル授業より＞ 

ワークシートに記入した言葉を 
声に出して言い合う 
＜第 2 回モデル授業より＞ 

ワークシートに記入する 
＜第 3 回モデル授業より＞ 
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5-4-2  第 2 回～第 4 回モデル授業の評価結果 
 

A. モデル授業 
 
A-1 満足度の評価 
 
以下は、第 1 回モデル授業の評価結果に基づき、改善したカリキュラムで実施した第 2 回～第 4

回モデル授業についての評価である。 

 

生徒用授業実施前アンケート＜s01＞の結果より、「期待度」の評価結果は表5-16のとおりである。 

「期待度」は、満足度に影響を与える項目として参照するものとする。 

 

表 5-16 「期待度」に関する評価結果 

  アンケート項目 全体 1 年生 2 年生 

1 メールなどのネットでのコミュニケーションの特徴や留意点など

を知りたい。 
3.3 3.2 3.3 

期

待

度 2 相手を傷つけずに自分の言いたいことを伝えたい。 3.8 3.9 3.6 

 

生徒用授業実施後アンケート＜s02＞の結果より、授業受講後の「満足度」の評価結果は表 5-17 の

とおりである。 

表 5-17 「満足度」に関する評価結果 

  アンケート項目 全体 1 年生 2 年生 

1 この授業を受けてよかった。 3.9  3.8  3.9  

2 参考：授業前に期待していた目的とあっていたと思う。  3.3  3.1  3.5  
満

足

度 3 参考：この授業を他の人に勧めたいと思う。 3.5  3.5  3.5  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-7 「満足度」に関する評価結果 



平成 21 年度 総務省事業 

「インターネットの特性を踏まえた情報の受発信・情報交換についての指導内容等に関する調査研究」報告書 

92  

また、生徒用授業実施後アンケート＜s02＞の結果より、満足度に影響を与える観点である「理解

度」「講師の説明」「教授法」「補助資料」「活用意識」の評価結果は表 5-18のとおりである。 

 

表 5-18 「理解度」「講師の説明」等に関する評価結果 

  アンケート項目 全体 1 年生 2 年生 

理

解

度 

1 

 ・インターネットの特性を理解した。 

 ・ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類似点につ

いて理解した。 

 ・相手の気持ちも自分の気持ちも尊重して、自分の言いたいことを伝

える方法や注意点を理解した。  

 ・自分の気持ちも相手の気持ちも尊重して、自分のいいたいことを言

葉や文章にして伝えることができる。  

3.7 3.7 3.8 

講

師 
2 講師の説明はわかりやすかった 4.2 4.1 4.3 

教

授

法 

3 
教授法 

・グループディスカションは学習に役立った 

・ロールプレイは学習に役立った 

3.7 3.6 3.8 

補

助

資

料 

4 

補助資料 

・映像資料は学習に役立った 

・ワークシートは学習に役立った 

・掛図は学習に役立った 

3.8 3.8 3.8 

活

用

意

識 

5 この授業で学んだことを今後に活かしていきたいと思う。 4.2 4.1 4.2 

     
図 5-8 「理解度」「講師の説明」等に関する評価結果 
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A-2 理解度の評価 
 

生徒用授業実施前アンケート＜s01＞の結果より、「現状」の評価結果は表 5-19 のとおりである。 

「現状」は、理解度に影響を与える項目として参照するものとする。 

 

表 5-19 「現状」に関する評価結果 

  アンケート項目 全体 1 年生 2 年生 

1 メールやブログでは、相手を思いやって内容や表現に気をつけている。 3.9  3.9  3.9  現

状 2 自分としては、友達とのコミュニケーションはうまくできている。 3.7  3.6  3.5  

 

生徒用授業実施後アンケート＜s02＞の結果より、各学習内容についての「理解度」の評価結果は

次のとおりである。 
また、事前事後の評価結果の平均に有意な差があるかどうかについて分析した。 

 

○： 有意水準 5％で有意である   → 授業後に理解度が上がったといえる 

△： 有意水準 5％で有意傾向である → 授業後に理解度が上がった傾向がある 

 

表 5-20 「理解度」に関する評価結果（全体 100 名） 

  アンケート項目 事前 事後 有意差 

1 インターネットの特性を理解した 3.5 3.6  ― 

2 ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類似点

について理解した。 
3.4 3.7  △ 

3 相手の気持ちも自分の気持ちも尊重して、自分の言いたいこと

を伝える方法や注意点を理解した。  
3.6 4.0  ○ 

理
解
度 

4 自分の気持ちも相手の気持ちも尊重して、自分のいいたいこと

を言葉や文章にして伝えることができる。  
3.5 3.7  ― 

 

表 5-21 「理解度」に関する評価結果 ＜1年生＞（68 名） 

  アンケート項目 事前 事後 有意差 

1 インターネットの特性を理解した 3.5  3.6 ― 
2 ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類似点

について理解した。 
3.5  3.6  ― 

3 相手の気持ちも自分の気持ちも尊重して、自分の言いたいこと

を伝える方法や注意点を理解した。  
3.7  4.0  ○ 

理
解
度 

4 自分の気持ちも相手の気持ちも尊重して、自分のいいたいこと

を言葉や文章にして伝えることができる。  
3.6  3.6  ― 

 

表 5-22 「理解度」に関する評価結果 ＜2年生＞（32 名） 

  アンケート項目 事前 事後 有意差 

1 インターネットの特性を理解した 3.5 3.8  △ 
2 ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類似点

について理解した。 
3.4  3.8  ○ 

3 相手の気持ちも自分の気持ちも尊重して、自分の言いたいこと

を伝える方法や注意点を理解した。  
3.4  3.9  ○ 

理
解
度 

4 自分の気持ちも相手の気持ちも尊重して、自分のいいたいこと

を言葉や文章にして伝えることができる。  
3.4  3.7  △ 
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A-3 行動変容度の評価 

 
（1）活用意識の評価 

 
生徒用授業実施後アンケート＜s02＞の結果より、授業受講後の「活用したいという意識」の評価

結果は表 5-23のとおりである。 

 

表 5-23 「活用したいという意識」に関する評価結果 

  アンケート項目 全体 1 年生 2 年生 

活

用

意

識 

1 この授業で学んだことを今後に活かしていきたいと思う。 4.2  4.1  4.2  

 
加えて、授業後に記入したアクションプランワークシートの内容を評価する。 

 

アクションプランワークシートは、学習したことを自分の行動にあてはめて考え、どのように変

えたいかを書くこと、つまり自分で宣言することによって行動の変容を促すワークシートである。 
 
 
 アクションプランワークシートへの記載内容は、表 5-24のとおり 10 分類することができた。 
 

表 5-24 アクションプランワークシートの記載内容に関する分類 

  分類 全体件数 1 年生件数 2 年生件数 

1 相手の気持ちを大切にする/わかるようにする 41 25 16 
2 相手の気持ち＋自分の気持ちを大切に 

（「私」を主語に） 
20 15 5 

3 言葉に気をつける 15 13 2 
4 周りの人のことを考えたコミュニケーション 13 8 5 
5 メールの書き方に注意する 10 5 5 
6 やさしく、思いやりをもつ 5 4 1 
7 授業を活かしたい 4 2 2 
8 自分の気持ちを大切に 3 2 1 
9 今までとおり  3 3 0 
10 電話や対面を活用する 2 2 0 
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（2）行動の変化の評価 

 
モデル授業の 1 ヵ月後にあらためてアクションプランワークシートをもとに自己評価する機会を

設け、行動変容を確認する。 
なお、アクションプランワークシートにより行動変容があるかどうかを確認するだけではなく、1

ヵ月後に自分が記述した内容をあらためて読み直すことにより、学習内容を思い出し、さらに継続

して動機づけることが効果として期待される。 
自己評価の結果は表 5-25のとおりである。 
 

表 5-25 1 ヶ月後の生徒の自己評価の結果 

 アンケート項目 全体 1 年生 2 年生 

1 自分の行動やふるまいが変わったと思いますか 3.1  3.5  2.2  

回答：5段階評価結果 

「とてもそう思う＝5」「そう思う＝4」「どちらともいえない＝3」「そう思わない＝2」 

「まったくそう思わない＝1」 として 5段階で回答させた平均値 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-9 1 ヶ月後の生徒の自己評価の結果
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１ヶ月後の自己評価をふまえて今後どうしていきたいかという意見は表 5-26のとおりである。  
 

表 5-26 自己評価をふまえた今後に対する意見 

 今回の自己評価をふまえて今後どうしたいか 
全体 
件数 

1年生 
件数 

2年生 
件数 

1 前の授業のことを忘れずにこれからは意識して行動していきたい 
(頭の中で覚えようとしても忘れることがあるので目立つところに書
いておいて毎日それをみて心がけていこうと思う、いつも頭にいれて
おくこと) 

21 10 11 

2 もう少し気をつける、がんばる、努力する 15 12 3 
3 もっと相手や人のことを考えながら行動していきたいと思った 

（思いやる、気配りする、授業を思い出す） 
11 6 5 

4 今後もこのことを忘れないようにつづけていきたい 8 5 3 
5 これからは友だちを今よりももっと大切にする 

傷つけない、楽しくはなせるようにする 
7 1 6 

6 もっとコミュニケーションをちゃんととろうと思う 6 4 2 
7 人の意見をきいて相手のことを考えながら自分の意見をいいたい 4 3 1 
8 下級生が入ってくるので手本となるようがんばりたい 3 3 0 
9 今後こんなメールがきたり、送ることがあったら参考にしてみたい 3 1 2 
10 友達とはなせるようになったのでもっと話せるようになりたい 

がまんしていたことをいっきにだしたらとてもすっきりしてがまんす
る理由もなくなりました 
友だち優しく接するようになれたから頑張って友だちに頼られるよう
にしたい 

3 3 0 

11 今後も言葉使いをよくしていきたい 2 2 0 
12 今と同じように生活していく 2 1 1 
13 そう簡単には自分のふるまいは変わらないと思いました。でも小さい

ことからこつこつと直していけたらいいと思います。 
1 1 0 

14 怒るところをがまんしたから意識していれば変われることがわかった 1 1 0 
15 人とケンカしたときに落ち着いて状況を整理して仲直りまでできたの

で、今後もいろいろな人に授業していってほしい 
1 0 1 

16 前よりは精神的に大人になった気がする。 
このままどんどん成長して勉強などに集中できるようにしたいと思う 

1 1 0 
17 携帯で日記をしているが知っている友だち以外の 

人もみているということをあらためて知ったから内容と言葉遣いに気
をつけるようになった 
明るい話のほうが読み手も楽しいし日記の内容を変えてよかったです 

1 0 1 

18 もっとしっかり授業をうければよかった 1 1 0 
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また、教師のワークシートについての評価は表 5-27のとおりである。 

 
表 5-27 教師のワークシートに関する評価 

 アンケート項目 回答 

1 ワークシートは行動変容に役だった 3.4 

2 ワークシートを使う指導方法は学習目標に照らして適切だった 4.2 
3 ワークシートの項目はわかりやすかった 4.2 
4 ワークシートは生徒にとって記入しやすかった 3.8 
回答：5段階評価結果 

「とてもそう思う＝5」「そう思う＝4」「どちらともいえない＝3」「そう思わない＝2」 

「まったくそう思わない＝1」 として 5段階で回答させた平均値 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-10 教師のワークシートに関する評価 
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B. 指導内容 
 

指導内容の評価結果は表 5-28のとおりである。 
 

表 5-28 

 教師/生徒 へのアンケート項目 教師 生徒（全体） 

満足度（指導する立場として満足できる授業/受けてよかった） 4.5 3.9 
学習内容＊8/学習目標到達度 4.3 3.7 
教授法＊8 4.3 3.7 
学習時間＊8 3.4 N/A 
補助資料＊8 4.3 3.8 
活用意識（今後授業をしてみたい/今後活かしていきたい） 4.2 4.2 

平均 4.2 3.8 

 
図 5-11 指導内容に関する評価結果 

 
 ＊8 

 学習内容（教師） 
 －取り扱っている学習内容は学習目標に照らして適切だった。 
 －取り扱っている学習項目は内容に照らして適切だった。 

 教授法 
 －講義、映像資料、演習（ロールプレイ、グループディスカッション）の 

組み合わせは指導に役立った。（教師） 
 －ロールプレイ、グループディスカッションは指導/学習に役だった（教師/生徒） 
 －映像資料、ワークシート、掛図の使用は指導に役だった（教師） 
 －映像資料、ワークシート、掛図を使用する指導方法は学習目標に照らして適切だっ

た（教師） 
 －映像資料、ワークシート、掛図の使用するタイミング適切だった（教師） 

 学習時間（1 コマ（50 分間）は内容に照らして適切だった） （教師） 
 補助資料（教師/生徒） 

 －映像資料、ワークシート、掛図の内容は指導/学習に役だった（教師/生徒） 
 －映像資料、ワークシート、掛図はわかりやすかった/使いやすかった（教師） 
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C. 指導資料等 

 
(1) 指導資料 

 
モデル授業を担当した講師による指導資料の評価は表 5-29のとおりである。 

表 5-29 

 
 

No アンケート項目 回答 平均 

13 指導資料は授業を効果的に円滑に実施するための準備に役に立った。 5.0 

14 指導資料はわかりやすかった。 5.0 
指
導
資
料 15 指導資料は準備するのに使いやすかった。 5.0 

5.0 

回答: 5 段階評価結果 

「とてもそう思う＝5」「そう思う＝4」「どちらともいえない＝3」「そう思わない＝2」「まったくそう思わない＝1」  

として 5段階で回答させた平均値 
 

（2）補助資料 
 
生徒による補助資料の評価は表 5-30のとおりである。 

表 5-30 

全体 1 年生全体 2 年生全体 
 No アンケート項目 

回答 平均 回答 平均 回答 平均 

9 映像資料は学習に役立った。 3.9  3.9  3.8  
12 ワークシートは学習に役立った。 3.8  3.8  3.8  

補
助
資
料 13 掛図は学習に役立った。 3.7  

3.8  
3.7  

3.8  
3.8  

3.8  

回答: 5 段階評価結果 

「とてもそう思う＝5」「そう思う＝4」「どちらともいえない＝3」「そう思わない＝2」「まったくそう思わない＝1」  

として 5段階で回答させた平均値 

      

図 5-12 生徒による補助資料に関する評価結果 
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また、教師による補助資料の評価は表 5-31のとおりである。 
 

表 5-31 

 
 

No アンケート項目 回答 平均 

13 映像資料の内容は指導上役に立った。 4.5  
15 映像資料はわかりやすかった。 4.5  
16 映像資料は教材としてとして使いやすかった。 4.5  

4.5  

18 ワークシートの内容は指導上役に立った。 4.5  
20 ワークシートの項目はわかりやすかった。 4.2  
21 ワークシートは生徒にとって記入しやすかった。 3.8  

4.2  

23 掛図の内容は指導上役に立った。 4.2  

補
助
資
料 

25 掛図は教材として使いやすかった。 4.2  
4.2  

 
 

 
図 5-13 教師による補助資料に関する評価結果 
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5-4-3  第 2 回～第 4 回モデル授業に関する考察 
 

A. モデル授業 
 
授業実施前アンケートによると、ほとんどの生徒がインターネットを使用しており（全体 94 人

/100 人、1 年生 63 人/68 人、2 年生 31 人/32 人）、アクセス方法はコンピュータが最も多く、次い

で携帯電話となっている。インターネット使用の目的は、メールや情報検索、次いで音楽やゲーム

となっている。 
 また、「メールやブログでは相手を思いやって内容や表現に気を付けている」との回答は 3.9 であ

り、1 年生・2 年生とも多くの生徒がインターネットや携帯電話をある程度使いこなし、配慮して使

っている姿を読み取ることができる。 
 
「コミュニケーションがうまくできている」という回答は若干低い（3.7）が、授業実施前アンケ

ートによるとネットおよび日常生活でのトラブルはあまり多くない（ネット上のコミュニケーショ

ンで困ったことはない 84%、日常的なコミュニケーションで困ったことはない 89%） ことからも

コミュニケーションの問題に直面していないようであった。 
中には「たまにどう受け取ればいいかわからない言葉がある」「メールが来ても理解できない」と

いった「困ったこと」もあったようだが、「ちゃんと説明」「ひとり一人の意見を聞く」「先輩からの

言葉で解決した」といった言葉からわかるように、自分たちで解決を図っている。コミュニケーシ

ョン方法を工夫しようとする姿勢が伺える。 
 一方、「相手を傷つけずに自分のいいたいことを伝えたい」という意識は高く（全体 3.8、1 年生

3.9、2 年生 3.6）、今回の授業内容に合致していると考えられる。 
 アンケートの結果については 5-6-2 を参照されたい 
 
以下にそれぞれの項目について結果を考察する。 
 

A-1 満足度 
 

受講後の「満足度」（全体：3.9、1 年生：3.8、2 年生：3.9）、モデル授業の効果（カーク・パト

リックの第 1 段階）の学習者の反応評価としてはほぼ満足できる結果といえる。  
自由記入からも、主語を「私」にするなどコミュニケーションの具体的な方法が理解できたこと、

講師の説明のわかりやすさ、楽しさ（一方的な指導ではないためか）などから満足度が高くなった

ようである。 
今回、参考として、「授業前に期待していた目的とあっていたと思う」（全体：3.3、1 年生：3.1、

2 年生：3.3）、「他の人に勧めたい」（全体：3.5、1 年生：3.5、2 年生：3.5）という点も聞いてみた

が、前者は自由記入の項目によると、インターネット関連の使い方などと思っていた生徒もいたこ

となどから低く出ているものと思われる。 
 
企業教育では意識が高まると、満足度、学習目標達成にも影響することから、実施前の動機づけ、

その達成成果の意味などをあらかじめ伝えることが重要であるが、今回は授業の一環なので、動機

づけではなく概要の説明をしていただいた。そのため、事前に期待していた内容と授業の内容とに

相違が出たといえるが、結果的に「授業を受けてよかった」という意見が多かったため、今回の学

習内容への興味を継続し、日頃の自分を見直すきっかけになったのではないかと考える。 
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A-2 理解度 
 

「理解度」（全体：3.7、1 年生：3.7、2 年生：3.8）は 5 段階評価でほぼ 4 に近い数字であり、満

足度と同様効果、カークパトリックの 4 段階モデルの第 2 段階をある程度達成したものとして評価

できる。また、ワークシートの「本日の授業で学んだこと」の記載を見ても、自分が今後どのよう

にしたいかなどが具体的に書かれており、授業内容の理解度が高かったことが確認できた。 
 

以下は、アンケートの「理解度」の項目ごとに評価を述べる。 

 

「1.インターネットでの特性を理解した」については、ほとんどの生徒がすでにインターネット

を使っており、授業前の段階で「インターネットの特性」はすでに理解していたことから、全体と

しては事前事後で差はなかった。 

ただし、2 年生はほとんどがインターネットを使用しているにも関わらず、有意傾向があった。

これは、経験の差があったのかもしれないが、授業内容の理解の深さによることも考えられ、一概

には言えないと思われる。 

 

「2.ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類似点について理解した」も有意傾

向があり、事後の理解度が上がっている（2 年生は有意差あり）。 

これは授業の中で多くの時間を割いて中心的に扱ったものではないが、重要なポイントであるた

め、理解度向上が確認できたことは、今回の授業の成果といえる。 

 

「3.相手の気持ちも自分の気持ちも尊重して、自分の言いたいことを伝える方法や注意点を理解

した」については 1、2 年生ともに事後の理解度が向上している。このことはカリキュラムの有効性

という観点で評価できる。 
 
また、次の段階である「4.自分の気持ちも相手の気持ちも尊重して、自分のいいたいことを言葉

や文章にして伝えることができる」については、全体としては事前 3.5、事後 3.7 となったが、有

意差はなかった。これは、学んだことをすぐに「できる」ようになるのは難しいことを示している。 
 
ただ、2 年生については有意傾向があり、事後評価が向上している。話を聞くだけではなく、ロ

ールプレイを通じて実際に声に出した成果だと思われる。 
 
1 年生は、この目標の事前の自己評価が 3.6 と高かったため、事後との差がデータとして出にくか

った。しかし、学んだことを自分にあてはめてアクションプランワークシートに書かせたところ、

改善したい点が多く挙がってきている。授業前に「できる」と自己評価したとはいえ、2 年生に比

べて自分を客観的に評価することが難しかったと考えられる。アクションプランワークシートが自

己を振り返る機会となればよいと考えている。 
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A-3  行動変容度 
 

①活用意識の評価 
 

「この授業で学んだことを今後に活かしていきたいと思う」は 1 年生（4.1）、2 年生（4.2）、全体

（4.2）として高かった。ビデオクリップの内容が身近な問題であったこと、また具体的な方法を示

していたこと、短時間であってもロールプレイによって実際に声に出したことなどから、活用して

みようという気持ちになったと推測できる。 
 
また、アクションプランワークシートの記述では、「相手の気持ちを大切に」「自分の気持ちも大

切に」という自他尊重の内容が 52％（61 件/116 件）を占め、授業内容を理解し、自分の行動にあ

てはめることができたことがわかる。 
 
これらの結果から活用意識が醸成され、行動の変化のきっかけ作りになったと思われる。 

 

 

②行動の変化の評価 
 

  1 ヶ月後に記入したアクションプランワークシートにおける「自分の行動やふるまいが変わっ

たと思いますか」という質問に対し、「とてもそう思う」を 5、「まったくそう思わない」を 1 と

して評価した結果、1 年生（3.5）、2 年生（2.2）、全体（3.1）であった。平均値から見ると、行

動変容が促されたかどうかはどちらともいえない結果となった。1 時間の授業で学習したことを

すぐに行動に移すことの難しさが伺える。 
  一方、割合から見ると「どちらともいえない」が 50%を占めるものの「とてもそう思う」「そう

思う」が 33%ということであり、わずか 1 時間の授業で 3 分の 1 の生徒が自分で改善しようとし

た行動の変化を自己評価できたということは１つの成果といえるのではないかと考える。 
  また、1 ヶ月後に「どちらともいえない」「そう思わない」「まったくそう思わない」という自

己評価であっても、「今後について」は、ほとんどのすべての生徒が「気をつけたい」「行動を変

えたい」というコメントを書いている。これは、シートに記入するというきっかけによって授業

内容を思いだし、行動変容を促すことにつながったものとして評価できる。 
中には「意識していれば変われることがわかった」「そう簡単には自分のふるまいは変わらない

と思いました。でも小さいことからこつこつと直していけたらいいと思います。」といった感想を

述べた生徒もいた。こうした気づきを生徒間で共有し、行動を変えるきっかけを作ることができ

たことが、アクションプランワークシート記入の効果といえる。 
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B. 指導内容 
 

 
指導内容の評価項目の教師平均は 4.2 である。 

 
「指導する立場としてこの授業全般に満足した」（4.5）、「学習内容」（4.3）（「学習内容が学習目標

に照らして適切だった（4.3）」「学習項目が内容に照らして適切だった（4.2）」）、「講義、映像資料、

演習（ロールプレイ、グループディスカッション）の組み合わせは指導に役立った」（4.5）という

ことで、カリキュラム全体評価としてはほぼ満足できる結果であった。 
 
指導者用授業後アンケートには、「導入の映像資料がわかりやすく生徒の興味を高めた」「身近な

題材で発展性があった、次の道徳の授業につなげやすい」「指導案がとてもよく組み立てられており、

今の生徒の実態に合っている」という意見があった。 
また、映像資料は単なる問題提起に終わらせず、授業の中で登場人物に関連付けて展開したこと、

授業のまとめでも登場人物の言葉を引用して説明するなど、一貫して活用を図ったため、高い評価

につながった。 
 
指導方法の教師の評価の中で「ロールプレイの実施は指導に役立った」（3.4）は、他の評価と比

べ低かった。ロールプレイは学校の指導の中で行うことは少ないため、慣れていないことも影響し

ていると思われる。今回は書いたものを読み上げる形式をとったが、できる生徒とできなかった生

徒がいた。「口に出して言ってみよう」「実演してみよう」といったように誘導したり、授業におけ

るロールプレイの機会を増やしたりすることで、ロールプレイの効果が出てくるのではないかと考

える。 
 
「実施してみたい」（4.2）も評価が高かったが、「子どもの日常の会話からも、自己中心のコミュ

ニケーションのしかたが感じられるため」「生徒にとって関心のある内容」という回答があったこと

から、そうした現実のニーズにあっているという点で、評価が上がったと考えられる。また、「生徒

に考えさせる場面がうまく仕組みとして設定されている」「1 時間の内容がもりだくさんで、変化に

富んでいる」「体験を通して学ぶことができる」といった授業としての内容の評価もいただいた。 

 

一方、「授業時間」（3.4）の評価が低かった。ロールプレイやディスカッション、ワークシートの

記入など、さまざまな活動を盛り込んでいることから、時間が足りないという意見があり、このこ

とが評価の低さにつながっていると考えられる。生徒からも「記入する時間が足りなかった」とい

う指摘はあった。 
1 年生の教師から「内容が多いので、2 コマに分けるといいのではないか。1 コマ目でビデオクリ

ックを視聴し、ワークシートに記入する。2 コマ目でコミュニケーションの説明と実習を行うとい

いのではないか」との意見があった。一方で、1 コマ 50 分で完結するのが適切だとする意見もある

ため、指導の状況に応じて 1 コマか 2 コマか選択することが望ましい。 
 
実施後のヒアリングから、コミュニケーションという観点では、1 年生の最初に実施するなど、生

徒の成長や状況に応じた実施時期があるのではないかとのことであった。 

しかし今回の自己評価による理解度を考慮すると、小学校とは異なる人間関係を既に構築し、問

題意識をもっている 2 年生だからこその気づきもあると思われるため、柔軟なカリキュラムを繰り

返し実施することで年齢や状況にあった学習となるのではないかと考える。 

なお、コミュニケーションをテーマに盛り込んだ授業は、今回設計したカリキュラムだけでなく、

生徒の成長段階ごとに用意し、提供すると効果的だと思われる。中学校においては、総合的な学習

の時間、道徳、生活指導の時間枠にあてはめることができる。 

また、今回、自分の行動にあてはめて考えさせること、またさらに 1 カ月後に振り返ることで行
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動変容を促す仕組みとしてアクションプランワークシートを取り入れた。 

1 ヶ月後の行動変容の効果は大きくはなかったものの、ほぼ全員が授業内容を思い出し、今後に向

けて改めて努力しようとしていたこと、また、教師から「授業で学んだこと、考えたことを自分の

行動にあてはめて考えさせることは大切なことだと思う」「1 ヶ月後の見直しも自分自身変容を確認

する機会となる」「学校現場でも長期的視野での指導を取り入れたいと思う」「1 ヶ月後にも自己評価

することを伝えたことで行動を変えようと意識する生徒もいたかもしれない」といった意見があっ

た。指導方法としての効果はあったのではないかと思われる。 

ただし、1 ヶ月後の実施では覚えていない場合もあったため、授業後は学習内容について継続的に

フォローし、生活指導、道徳の時間などさまざまな場面で振り返りをさせると効果が表れるのでは

ないかと考える。教師からも、「学校の授業で学んだり考えたりするだけでなく、普段の学校生活の

中での話題にしたり、家庭で話しあったりすると効果的だと思う」といった意見があった。 

 
 

C. 指導資料等 
 

（1）指導資料の評価 
 
今回のモデル授業は、一方的な情報提供だけでなく、グループディスカッションやロールプレイ、

映像を見る、ワークシートに記入するなど、さまざまな活動が組み込まれている。そのため、50 分

の中で適切に時間を管理すること、重要なポイントを明確に提示することなどが重要である。その

ためには指導の流れだけではなく、指導のポイントや注意、また補助資料やスライド提示のタイミ

ング、所要時間などの目安が必要である。今回、モデル授業を実施した講師からはこれらを網羅し

た指導資料は有効であるとの評価があった。 
また、授業を見学した教師へのアンケート及びヒアリングによると、「コミュニケーションの授業

が初めてでも指導資料があれば安心して実施できる。」「サンプルシナリオがついているので、シナ

リオを参考にしながら自分で工夫すればよい」といったコメントがあった。 
 
（2）補助資料の評価 

 
①ビデオクリップ 
 
「わかりやすさ」「使いやすさ」「学習に役立つ」という点で評価が高かった。アンケートやヒア

リングからは、内容の身近さで生徒の関心を集中でき、適切に問題提起ができたことがわかった。 
視聴時間は 6 分 30 秒だが、「長いとは感じない。適切だ」というご意見をいただいた。 
カリキュラムの柔軟性を考えると問題提起は多くの種類があったほうがよいと思うが、1 つの映

像でもいろいろな観点で話を展開することができ、ディカッションにつなげることができることか

ら他のカリキュラムへの流用も可能である。 
 
②ワークシート 
 
ワークシートにも携帯の画面のイラストを表示し、書きやすくする工夫を施した。第 1 回モデル

授業では質問項目は 5 項目としていたが、第 2 回目以降は 3 項目とした。しかし「記入しやすかっ

た」（3.8）が他の教材に比べてやや低い結果になっている。教師の方からは項目数は適当とのこと

だったので、自分の考えをまとめて書く時間が少ないと感じたためではないかと思われる。 
 1 ヶ月後のアクションプランワークシートについては、教師に評価いただき、わかりやすさ（4.2）、
学習目標に照らしての適切さ（4.2）は十分だったといえる。一方、生徒にとっての記入 
しやすさ（3.8）は、1 ヶ月後ということで覚えていない場合や「今後について」は書きにくかった

とのことから低い結果となったのではないかと思われる。表現を含めて検討したい。 
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③キーシーン黒板用掛図 
ビデオクリップの登場人物の掛図は、人間関係や話題の関連がわかったということから教師の評

価は高い（4.2）が、生徒（3.7）は低くなっている。指導する立場からは、映像内容や人物関係を

思い出し、問題を明確に示すために有効であったということだが、生徒にとっては目的、位置付け、

内容は効果的であるものの、特に意識するものではなかったためと思われる。 
 
今回モデル授業に際して、掲示用スライド（プレゼンテーション資料）を準備した。これは学習

内容のポイントやまとめを文字やグラフィックスで表示したものである。 
仕様外であったため評価対象としなかったが、ヒアリングでの評価は、「学習内容のまとめがあり、

また大画面に映し出されるため、わかりやすかった」とのことであった。 
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5-5  モデル授業、指導内容、指導資料等についてのまとめ 

  
A.モデル授業 
 
（1）授業時間について 
 
授業時間については、練習（ロールプレイ）や話し合い（ディスカッション）の活動やワークシ

ートへの記入などについて、モデル授業第 1 回～第 4 回を通じ、もう少し時間があるとよいという

意見があった。今回のモデル授業では、授業 1 時間内でもある程度の結果が得られたが、本来、1
回の授業または講習で自他を尊重するコミュニケーションを理解し行動に移すことは難しいため、

可能であれば、授業は複数回に分けて実施することが望ましい。これを踏まえ、本事業では指導資

料に 2 コマ版の指導の展開例を用意している。テーマを変えて繰り返して実施することや、事例を

変えて練習することで、段階的にコミュニケーション能力が高められると考える。 
 
（2）コミュニケーションの練習（ロールプレイ）について 
 
 今回のモデル授業では、自分の書いたものを読む、もしくは提示した例を読むという形式の練習

（ロールプレイ）だったが、生徒の状況にあわせていくつかのパターンを用意してもよい。 
話し合い（グループディスカッション）を経験したことがあっても、練習（ロールプレイ）は経験

がないことが多く、本来の効果が出にくいこともあるため、学習者の状況に応じて進め方を決める

とよい。練習（ロールプレイ）取り扱う内容については、学習者の状況にあった場面を設定すると、

学習効果の向上が期待できる。 
 
（3）指導者について 
 
「講師の説明のわかりやすさ」が、評価項目の中で、生徒の評価が一番高かった（全体 4.2、1 年

生 4.1、2 年生 4.3）。一般的に、講師の評価が「カリキュラム全体の満足」に与える影響は高い。

今回のモデル授業においても「満足度」の数値に貢献したと考えられる。 
 
 
B.指導内容 
 
・指導内容について 
 
ヒアリング結果などから、同じテーマを扱う場合でも、学年や年齢に応じた指導内容の検討、ま

た実施時期の検討が必要であることがわかった。例えば、中学 1 年生などでは携帯電話やインター

ネットを使用したことのない生徒も少なくないため、そのような生徒でも理解できるように、説明

内容や事例の内容を考える必要がある。 
また、この指導内容では、人と話し合う、意見を言う・聞く、ワークシートに自分の考えを書く

などの活動を行うため、意見の発表や話し合いにある程度慣れていることが望ましい。そうした活

動に不慣れな場合は、授業やセミナーの中で指導者が適宜意見を聞くなど、指導の展開を工夫して、

学習者が取り組みやすい環境を作ることが必要である。 
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C.指導資料等 
 
（1）指導資料について 

 
今回行った授業は、一方的な情報提だけでなく、グループディスカッションやロールプレイ、映

像を見る、ワークシートに各自記入するなど、さまざまな活動が組み込まれている。そのため、指

導の流れだけではなく、指導のポイントや注意、また補助資料やスライド提示のタイミング、所要

時間などを詳細に記載した指導の展開例は、参考になるとして評価を頂いた。 
また、1 回目の授業、2 回目～4 回目の授業の結果を受けて、生徒・受講者の状況によって指導の

流れを変更する必要があると考え、指導資料には、1 コマ版（3 種類）、2 コマ版、短時間版、の計 5
種類の指導の展開例を用意した。 
 
（2）補助資料について 

 
①ビデオクリップ 
 
「わかりやすさ」「使いやすさ」「学習に役立つ」という点で評価が高かった。 
アンケートやヒアリングからも、内容の身近さで生徒の関心を集中でき、適切に問題提起がで

きていたことが伺える。関心を持たせる、問題提起をする、ということが可能であるので、授業

での使用方法を柔軟に変えた場合にも、学習効果を高める一助となると考える。 
 

②ワークシート 
 
1 回目授業の結果を受けて内容を改善したこともあり、ワークシートへの記入量は 2 回目～4 回目

の方が多くなった。しかし「記入しやすかった」（3.8）の項目は他の教材に比べてやや低い結果に

なっている。5-4-2 第 2 回～第 4 回モデル授業に関する考察でも述べたように、記入時間が短かった

ことがその原因と考えられる。今回実施した授業の展開例では話し合い（グループディスカッショ

ン）、練習（ロールプレイ）などを含むため、相対的にワークシートの記入時間が短めになっている

が、少し記入時間を増やすなど、生徒・受講者の状況に合わせて使用することが望ましい。 
 また、1 ヶ月後のアクションプランワークシートについては、生徒の記入内容から、行動の振り

返りにつながったことが推察された。学習内容の定着のために、実施する価値があるものとして評

価できると考える。 
  
③掛図 
 
ビデオクリップの登場人物の掛図は、人間関係や話題の関連がわかったということから教師の評

価は高かった（4.2）。映像を見た後で、人物関係などを再確認する際に、掛図によって教師の説明

を補助できたと考える。黒板等に貼った後、指導の流れに合わせて周辺に板書を行うと、一層効果

的である。 
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5-6 付録 
 

5-6-1 アンケート用紙及びヒアリングフロー 
 
生徒用授業実施前アンケート＜s01＞ 
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生徒用授業実施後アンケート＜s02＞ 
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指導者用授業実施後アンケート＜t02＞ （1/2） 
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指導者用授業実施後アンケート＜t02＞ （2/2） 
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指導者用授業実施１ヶ月後アンケート＜t03＞ 
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指導者用ヒアリングフロー（実施前）＜h01＞ 
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指導者用ヒアリングフロー（実施後）＜h02＞ 
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指導者用ヒアリングフロー（1 ヵ月後）＜h03＞ 
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5-6-2 第 1 回モデル授業アンケート結果 
 
  第 1 回モデル授業について実施したアンケート結果は次のとおりである。 
 

表 5-32 生徒用授業実施前アンケート＜s01＞結果 

 No アンケート項目 全体 

男子 3 人 
1*3 男女 

女子 10 人 
はい 10 人 

属
性 

2*3 インターネットを使っていますか 
いいえ 3 人 

携帯 7 人 
パソコン 8 人 3*3 

何を使ってインターネットにアクセスしていますか 

ゲーム機 5 人 
メール 9 人 
ブログ 5 人 
情報検索 8 人 
音楽 7 人 
ゲーム 6 人 
ショッピング 4 人 

4*3 

インターネットの使用目的はなんでしょうか 

学習 3 人 
1 メールやブログでは、相手を思いやって内容や表現に気をつけている。 4.0  
8 自分としては、友達とのコミュニケーションはうまくできている。 3.1  

はい 2 人 
9*3 

携帯電話やインターネット上のコミュニケーションで困

ったことがありますか。   いいえ 8 人 
はい 0 人 

10*3 「はい」の場合、解決できましたか。     
いいえ 2 人 
はい 5 人 

11*3 
ネットとは関係なく、日常生活のコミュニケーションで困

ったことがありますか。   いいえ 6 人 
はい 5 人 

現
状 

12*3 「はい」の場合、解決できましたか。     
いいえ 2 人 

2 インターネットの特性を理解している。 3.1  

3 
ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類似点について理解

している。 
3.5  

4 
相手の気持ちも自分の気持ちも尊重して、自分の言いたいことを伝える方法

や注意点を理解している。    
3.7  

理
解
度 

5 
自分の気持ちも相手の気持ちも尊重して、自分のいいたいことを言葉や文章

にして伝えることができる。   
3.5  

6 
メールなどのネットでのコミュニケーションの特徴や留意点などを知りた

い。 
3.1  期

待
度 7 相手を傷つけずに自分の言いたいことを伝えたい。 3.9  

*3： 

各選択肢を選んだ人数によって評価。その他の項目は「とてもそう思う＝5」「そう思う＝4」「どちらともいえない＝

3」「そう思わない＝2」「まったくそう思わない＝1」 の 5段階で評価している。 
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表 5-33 生徒用授業実施後アンケート＜s02＞結果 

 
 

No 
アンケート項目 回答 平均 

1 この授業を受けてよかった。 3.0 

2 参考：授業前に期待していた内容とあっていたと思う。  3.0  満
足
度 

3 参考：この授業を他の人に勧めたいと思う。 3.0  

3.0 

4 インターネットの特性を理解した。 3.7 

5 ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類似点

について理解した。 
3.5  

6 相手の気持ちも自分の気持ちも尊重して、自分の言いたいこと

を伝える方法や注意点を理解した。  
3.7  

理
解
度 

7 自分の気持ちも相手の気持ちも尊重して、自分のいいたいこと

を言葉や文章にして伝えることができる。  
3.5 

3.6  

講
師 

8 講師の説明はわかりやすかった。 3.8  3.8  

10 グループディスカッションは学習に役立った。 3.4  教
授
法 11 ロールプレイは学習に役立った。 3.3 

3.7  

9 映像資料は学習に役立った。 3.4  
12 ワークシートは学習に役立った。 3.3  

補
助
資
料 13 掛図は学習に役立った。 3.4  

3.3  

活
用
意
識 

14 この授業で学んだことを今後に活かしていきたいと思う。 3.2  3.2  
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表 5-34 指導者用授業実施後アンケート＜t02＞結果 

  
 

No 
アンケート項目 回答 項目平均 

1 指導する立場としてこの授業全般に満足した。  3.3 

2 参考：授業を実施する前に考えていた目的と合って

いた。 
4.0 

満
足
度 

3 参考：この授業を他の人に勧めたいと思う。 3.0 

3.4 

4 取り扱っている学習内容は学習目標に照らして適切だ

った。 
3.3 

学
習 

内
容 

5 取り扱っている学習項目は内容に照らして適切だっ

た。 
3.3 

3.3 

6 講義、映像資料、演習（ロールプレイ、グループディ

スカッション）の組み合わせは指導に役立った。 
3.7 

7 映像資料の使用は指導に役立った。  4.7 

14 映像資料を使う指導方法は、学習目標に照らして適切

だった。 
4.0 

17 指導の中で映像資料を使うタイミングは適切だった。 4.7 
8 グループディスカッションの実施は指導に役立った。 3.0 
9 ロールプレイの実施は指導に役立った。  2.7 

10 ワークシートの使用は指導に役立った。 3.0 

19 ワークシートを使う指導方法は、学習目標に照らして

適切だった。 
3.0 

22 指導の中でワークシートを使うタイミングは適切だっ

た。 
3.3 

11 掛図の使用は指導に役立った。 4.3 

24 掛図を使う指導方法は、学習目標に照らして適切だっ

た。 
4.3 

教
授
法 

26 指導の中で掛図を使うタイミングは適切だった。 4.5 

3.8 

学
習 

時
間 

12 1 コマ（50分間）は内容に照らして適切だった。  

 
3.0 3.0 

13 映像資料の内容は指導上役に立った。 4.7 
15 映像資料はわかりやすかった。 4.0 

補
助
資
料

（
ビ
デ
オ 

映
像
） 16 映像資料は教材としてとして使いやすかった。 4.0 

4.2 

18 ワークシートの内容は指導上役に立った。 3.3 
20 ワークシートの項目はわかりやすかった。 3.0 

補
助
資
料

（
ワ
ー
ク 

シ
ー
ト
） 21 ワークシートは生徒にとって記入しやすかった。 3.0 

3.1 

23 掛図の内容は指導上役に立った。 4.3 補
助
資

料
（
掛

図
） 25 掛図は教材として使いやすかった。 4.3 

4.3 

3.8 

活
用

意
識 

28 この授業を実施してみたいと思われますか。 2.7 2.7 
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5-6-2 第 2 回～第 4 回モデル授業アンケート結果 
 
  第 2 回～第 4 回のモデル授業について実施したアンケート結果は次のとおりである。 
 

表 5-35 生徒用授業実施前アンケート＜s01＞結果 

 No アンケート項目 全体 1 年生 2 年生 

男子 57 人 36 人 21 人 
1*10 男女 

女子 43 人 32 人 11 人 
はい 96 人 63 人 33 人 

属
性 

2*10 インターネットを使っていますか 
いいえ 6 人 5 人 1 人 
携帯 61 人 41 人 20 人 

パソコン 88 人 59 人 29 人 3*10 

何を使ってインターネットにアクセスし

ていますか 

ゲーム機 34 人 23 人 11 人 
メール 36 人 25 人 11 人 
ブログ 26 人 18 人 8 人 

情報検索 73 人 48 人 25 人 
音楽 70 人 47 人 23 人 
ゲーム 51 人 34 人 17 人 

ショッピング 20 人 14 人 6 人 

4*10 

インターネットの使用目的はなんでしょ

うか 

学習 34 人 25 人 9 人 

1 
メールやブログでは、相手を思いやって内容や表現に気を

つけている。 
3.9  3.9  3.9  

8 
自分としては、友達とのコミュニケーションはうまくでき

ている。 
3.7  3.6  3.5  

はい 16 12 4 
9*10 

携帯電話やインターネット上のコミュニ

ケーションで困ったことがありますか。  いいえ 84 56 28 
はい 8 6 2 

10*10 「はい」の場合、解決できましたか。    
いいえ 6 3 3 
はい 8 6 2 

11*10 
ネットとは関係なく、日常生活のコミュニ

ケーションで困ったことがありますか。  いいえ 89 59 30 
はい 5 4 1 

現
状 

12*10 「はい」の場合、解決できましたか。    
いいえ 3 1 2 

2 インターネットの特性を理解している。 3.5  3.5  3.5  

3 
ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類

似点について理解している。 
3.4  3.5  3.4  

4 
相手の気持ちも自分の気持ちも尊重して、自分の言いたい

ことを伝える方法や注意点を理解している。    
3.6  3.7  3.4  

理
解
度 

5 
自分の気持ちも相手の気持ちも尊重して、自分のいいたい

ことを言葉や文章にして伝えることができる。   
3.5  3.6  3.4  

6 
メールなどのネットでのコミュニケーションの特徴や留意

点などを知りたい。 
3.3  3.2  3.3  期

待
度 7 相手を傷つけずに自分の言いたいことを伝えたい。 3.8  3.9  3.6  

*10 

各選択肢を選んだ人数によって評価。その他の項目は「とてもそう思う＝5」「そう思う＝4」「どちらともいえない＝

3」「そう思わない＝2」「まったくそう思わない＝1」 の 5段階で評価している。 
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表 5-36 生徒用授業実施後アンケート＜s02＞結果 

   全体 1年生全体 2年生全体 

  
 

No 
アンケート項目 回答 平均 回答 平均 回答 平均 

1 この授業を受けてよかった。 3.9  3.8  3.9  

2 参考：授業前に期待していた内容とあっ

ていたと思う。  
3.3  3.1  3.5  満

足
度 

3 参考：この授業を他の人に勧めたいと思

う。 
3.5  

3.9  

3.5  

3.8  

3.5  

3.9  

4 インターネットの特性を理解した。 3.6  3.6  3.8  

5 
ネットでのコミュニケーションの特徴、

対面との違い・類似点について理解し

た。 

3.7  3.6  3.8  

6 
相手の気持ちも自分の気持ちも尊重し

て、自分の言いたいことを伝える方法や

注意点を理解した。  

4.0  4.0  3.9  

理
解
度 

7 
自分の気持ちも相手の気持ちも尊重し

て、自分のいいたいことを言葉や文章に

して伝えることができる。  

3.7  

3.7  

3.6  

3.7  

3.7  

3.8  

講
師 

8 講師の説明はわかりやすかった。 4.2  4.2  4.1  4.1  4.3  4.3  

10 グループディスカッションは学習に役

立った。 
3.7  3.6  3.8  教

授
法 11 ロールプレイは学習に役立った。 3.6  

3.7  
3.6  

3.6  
3.7  

3.8  

9 映像資料は学習に役立った。 3.9  3.9  3.8  
12 ワークシートは学習に役立った。 3.8  3.8  3.8  

補
助
資
料 13 掛図は学習に役立った。 3.7  

3.8  
3.7  

3.8  
3.8  

3.8  

活
用
意

識 14 この授業で学んだことを今後に活かし

ていきたいと思う。 
4.2  4.2  4.1  4.1  4.2  4.2  
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表 5-37 指導者用授業実施後アンケート＜t02＞結果 

  
 

No アンケート項目 回答 項目平均 

1 指導する立場としてこの授業全般に満足した。  4.5  

2 参考：授業を実施する前に考えていた目的と合って

いた。 
4.2  

満
足
度 

3 参考：この授業を他の人に勧めたいと思う。 4.3  

4.5 

4 取り扱っている学習内容は学習目標に照らして適切だ

った。 
4.3  

学
習 

内
容 

5 取り扱っている学習項目は内容に照らして適切だっ

た。 
4.2  

4.3  

6 講義、映像資料、演習（ロールプレイ、グループディ

スカッション）の組み合わせは指導に役立った。 
4.5  

7 映像資料の使用は指導に役立った。  4.5  

14 映像資料を使う指導方法は、学習目標に照らして適切

だった。 
4.5  

17 指導の中で映像資料を使うタイミングは適切だった。 4.5  
8 グループディスカッションの実施は指導に役立った。 4.3  
9 ロールプレイの実施は指導に役立った。  3.4  

10 ワークシートの使用は指導に役立った。 4.3  

19 ワークシートを使う指導方法は、学習目標に照らして

適切だった。 
4.3  

22 指導の中でワークシートを使うタイミングは適切だっ

た。 
4.3  

11 掛図の使用は指導に役立った。 4.3  

24 掛図を使う指導方法は、学習目標に照らして適切だっ

た。 
4.2  

教
授
法 

26 指導の中で掛図を使うタイミングは適切だった。 4.2  

4.3  

補
助
資
料

（
授
業
時

間
） 

12 
 

1 コマ（50分間）は内容に照らして適切だった。 3.4  
 

3.4 
 

13 映像資料の内容は指導上役に立った。 4.5  
15 映像資料はわかりやすかった。 4.5  

補
助
資
料

（
ビ
デ
オ 

映
像
） 16 映像資料は教材としてとして使いやすかった。 4.5  

4.5  

18 ワークシートの内容は指導上役に立った。 4.5  
20 ワークシートの項目はわかりやすかった。 4.2  

補
助
資
料

（
ワ
ー
ク 

シ
ー
ト
） 21 ワークシートは生徒にとって記入しやすかった。 3.8  

4.2  

23 掛図の内容は指導上役に立った。 4.2  補
助
資

料
（
掛

図
） 25 掛図は教材として使いやすかった。 4.2  

4.2  

 
 
 

4.3 
 

活
用

意
識 

28 この授業を実施してみたいと思われますか。 4.2  4.2  
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6. まとめと提案 

 

6-1 まとめ 

 
本事業では、中学生・高校生を主な対象とし、虚実が混在するインターネット上の情報を主体的

に読み解く能力を身につけ、インターネットの特性を理解した上で、メールやブログなどの情報を

適切に受発信し、情報交換できる能力等の向上を図るための指導内容や指導資料について調査研究

を実施した。 
 
具体的には、以下の 3 つを実施し、報告書にまとめた。 

1． 既存教材の調査及びカリキュラム設計 
2． 指導資料等の製作 
3． モデル授業の実施と指導項目・指導資料等の評価 

 
「1．既存教材の調査及びカリキュラム設計」においては、中学生・高校生向けの既存教材 6 教材

43 話について、概要及び「ICT メディアリテラシー学習項目（小学 5・6 年生用）」との対応につい

て調査した。その結果、既存教材においては、ICT メディアリテラシー学習項目の 11 項目のうち、

「2.ICT メディアを操作できる能力」「4.情報を処理・編集する能力」「5.情報を表現する能力」「8.
主体的にコミュニケーションする能力」について取扱いが少ないことが明らかになった。 
次に、中学生・高校生が対象であることに伴い、「ICT メディアリテラシー学習項目（小学 5・6

年生用）」の見直しを行い、新たに「ICT メディアリテラシー学習項目（中学生・高校生用）」を作

成した。有識者委員会及び作業部会にて、中学生・高校生時に身につけることが望ましいと考えら

れる内容、中学生・高校生の現状を鑑みて必要と思われる内容等について検討した結果、12 番目の

大項目として、「12.情報化社会を生き抜く能力」を追加するとともに、既存の 11 項目についても、

「知識・スキル」「行動」に追加、修正を行った。 
さらに、ICT メディアリテラシー学習項目の 11 項目のうち、既存教材において取扱いが少ない項

目、また、中学生・高校生時に必要な内容として新たに追加した「12.情報化社会を生き抜く能力」

を軸として、有識者委員による議論を元にカリキュラムを設計した。設計したカリキュラムは、「1.
主体的なコミュニケーション」「2.メールによるコミュニケーションのポイント」「3.クリティカルシ

ンキング」「4.クリエイティビティ」「5.情報化社会への主体的参加」の５つのテーマを設け、それぞ

れに、ねらい、選定理由、ICT メディアリテラシー学習項目における該当項目、指導を必要とする

程度（特に優先するものに◎、優先するものに○）を表記した。 
 
「2．指導資料等の製作」においては、先に設計したカリキュラムの中から「主体的なコミュニケ

ーション」を選択し、指導者や保護者が指導の際に利用するための指導資料及び補助資料を製作し

た。「指導資料」は、A4 サイズ約 40 ページの資料とし、運営マニュアル部分には、授業の流れや準

備物を掲載し、指導マニュアル部分には、指導の展開例やサンプルシナリオを掲載した。また、指

導の展開例については、複数例提示した。 
「補助資料」としては、①ビデオクリップ、②ワークシート、③キーシーン黒板用掛図、④提示

用スライドを作成した。①ビデオクリップは、中学生を主人公とし、ブログが炎上するストーリー

で、視聴時間は約 6 分 30 秒である。②ワークシートは、授業中に指導者の指示に従って学習者が記

入するタイプを 2 種類、授業後に期間を置いて記入するタイプを 1 種類作成した。③キーシーン黒

板用掛図は、主要な登場人物 3 名と主要なブログ画面 2 種類の計 5 種類を作成した。④提示用スラ

イドとしては、指導者による説明のポイントやイラストを入れたパワーポイントのスライドデータ

を作成した。 
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「3．モデル授業の実施と指導項目・指導資料等の評価」においては、指導資料等を用いた授業を

実施した。モデル授業ということで、コミュニケーション・情報モラル等に関する授業・セミナー

等に実績のある外部講師 1 名が指導者となり、公立中学校の 4 クラスにおいて、それぞれ 50 分の授

業をおこなった。 
第 1 回目のモデル授業の評価結果から、中学生にとって、どのようにしたらスムーズに授業が進

行するか、どのようにしたらワークシートに記入しやすくなるかの観点から再検討した。 
まず、「グループディスカッション」や「ロールプレイ」という表現は、「話し合い」「コミュニケ

ーション手法の練習」と言い換え、「I メッセージ」「You メッセージ」といった専門用語を使わずに、

「私を主語にする」「あなたを主語にする」というように言い換えた。また、話し合い（グループデ

ィスカッション）の内容については質問を絞り、ワークシートに記入する項目を 5 回から 3 回に変

更した。自他を尊重する言い換えの練習（ロールプレイ）については、事例を変更し、練習文を用

意した。 
第 2 回目以降のモデル授業に関して、指導内容の評価項目の教師平均は 5 点満点の 4.2 点であっ

た。「指導する立場としてこの授業全般に満足した」（4.5）、「学習内容が学習目標に照らして適切だ

った」（4.3）、「学習項目が内容に照らして適切だった」（4.2）、「講義、映像資料、演習（ロールプ

レイ、グループディスカッション）の組み合わせは指導に役立った」（4.5）ということで、教師に

よるカリキュラム全体評価はほぼ満足できる結果であった。 
指導資料については、教師の事後評価では、「ビデオクリップの内容は指導上役に立った」（4.5）

「ワークシートの内容は指導上役に立った」（4.2）「掛図の内容は指導上役に立った」（4.2）とあり、

こちらもほぼ満足できる結果であった。 
また、生徒による授業への満足度の結果は、3.9 であり、学習者の反応評価としては、ほぼ満足で

きる結果と言える。 
理解度では、「ネットでのコミュニケーションの特徴、対面との違い・類似点について理解した」

という項目について、2 年生において有意差があった。また「自分の気持ちも相手の気持ちも尊重

して、自分のいいたいことを言葉や文章にして伝えることができる」という項目については、2 年

生に関しては有意傾向が見られた。 
行動変容度では、アクションプランワークシートの記述内容に「自分の気持ちを大切に」「相手の

気持ちを大切に」という自他尊重の内容が 52％を占めている。1 か月後のアクションプランワーク

シートへの記入では、「自分の行動やふるまいが変わったと思う」項目については、3.1 であったが、

今後についての自由記述では「意識していれば変われることがわかった」「そう簡単には自分のふる

まいは変わらないと思いました。でも小さいことからこつこつと直していけたらいいと思います。」

と言った記述も見られた。アクションプランワークシートは、自分の行動を見直すきっかけづくり

となったと考えられる。 
以上が、本事業の目的に沿って実施した事業内容である。 
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6-2 提案 

  
本章では、本事業を通して得た知見を元に、今後の中学生・高校生向けの ICT メディアリテラシ

ー教材の開発に関する提案を行う。 
 
6-2-1 教材開発 
（1）テーマ（カリキュラム） 
本事業では、既存教材の調査及び中学生・高校生用の ICT メディアリテラシー学習項目を元に、

虚実が混在するインターネット上の情報を主体的に読み解く能力を身につけ、インターネットの特

性を理解した上で、メールやブログなどの情報を適切に受発信し、情報交換できる能力等の向上を

図るための指導項目を分析し、カリキュラムを設計した（36 ページ参照）。 
また、今後の新たな教材の作成の際の参考にするため、「指導を必要とする程度」覧では、特に優

先する必要のあるテーマには◎、優先する必要のあるテーマには○を表記した。 
 
（2）開発方法 
＜ビデオクリップのシナリオの制作＞ 
本事業では、プロのシナリオライターがシナリオを試作し、そのシナリオ案を元に、有識者委員

及び事務局、映像制作関係者が、加筆・修正し、最終的なシナリオを完成した。 
今後、中学生・高校生を対象としたビデオクリップなどストーリー性のあるものを制作する場合

は、教材の受け手である中学生・高校生自身からシナリオの原案を募る方法も一案としてある。Web
上で、シナリオ原案に関するコンテストを実施したり、意見を組み合わせたりするような共同作業

を通じ、制作に携わることは、本事業で設計したカリキュラムの「12．情報化社会を生き抜く能力」

の育成にもつながると考えられる。 
 
＜モデル授業の実施＞ 
本事業においては、公立中学校において、外部講師によるモデル授業を実施し、指導資料等につ

いて評価を行った。 
外部講師によるモデル授業では、その効果や課題等に関して客観的に検証できる一方、その学校

の生徒の実態を把握している担任の教師が実施する場合の利点を考慮する必要がある。また、教育

現場での状況を適切に反映するため、指導の流れ及びワークシート類についても、実際に授業を実

施する教師に原案作成やチェックを依頼し、有識者委員会等で検討する方法も考えられる。 
さらに、一般家庭の保護者等の利用を想定する場合、Web 上でモニター等を募り、複数の家庭で

実証した上で、アンケート等により評価する方法もある。また地域等で行われるセミナー等で試用

し、評価し、フィードバックすることも教材の汎用性を高めることにつながる。 
 
（3）学習方法 
本事業で開発した教材における指導の展開例は、メールやブログなどの情報を適切に受発信し、

情報交換できるようにするために、子どものコミュニケーション能力の向上を支援することを目指

している。そのため、ビデオクリップを問題提起として視聴する、ワークシートに記入する、グル

ープで話し合う、自他尊重のコミュニケーションを声に出して練習する、という多彩な学習方法を

取り入れている。 
今回のモデル授業は中学校で実施したが、高等学校で実施するような場合は、グループでの話し

合いに慣れていないことも想定されることから、ワークシートへの書き込みと教師主導での会話の

やりとりを中心として、授業を進めるような工夫が必要になる。 
 
（4）教材形態 
本事業では、「指導資料」及び「補助資料」として、①ビデオクリップ、②ワークシート、③キー
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シーン黒板用掛図、④提示用スライドを作成した。特に、④提示用スライドは、ICT メディアリテ

ラシー育成プログラム（小学校５・６年生用）では作成されていなかったものであるが、ヒアリン

グでの評価は、「学習内容のまとめがあり、また大画面に映し出されるため、わかりやすかった」と

のことであった。地域で開催されるセミナー等で指導する場合は、スライドを提示することが一般

的であるため、今後も、補助教材の一つとしてスライドを制作することが望ましい。 
一方、スライドを提示しながら授業を進めることに慣れていない指導者がいることも考えられる。

そうした観点からは、授業やセミナーの進行が、スライド中心にならないように、指導の展開方法

の工夫や指導資料を充実させる必要がある。また、スライドを用いない指導者のために、掛図だけ

でなく、既存教材の一部にもあるような黒板の板書例を示すことも指導の一助になると考える。広

く一般的な学校等での利用を進める際には、専門的な知識のない指導者でも活用できる教材の充実

が必要である。 
 
 
6-2-2 普及方策 
（1）配布方法 
本事業で開発した一連の教材は、Web での公開を想定している。教師だけではなく、地域のボラ

ンティアなどの指導者や一般家庭の保護者へ広く普及させるためには、専用 Web サイトでの公開が

必要であり、サイトには、教材がダウンロードできるだけでなく、教材の構成や活用事例を掲載す

ることが望ましい。 
一方で、有識者の意見の中には、学校ではインターネットに接続してビデオクリップを見せるよ

りも、DVD 等の媒体の方が扱いやすいという意見もあった。Web 版とは別に、DVD 版の教材を用

意し、希望に応じて貸出もしくは提供する方法も考えられる。 
 
（2）活用促進方法 
本教材を広く国民に認知してもらうためには、ネット安全安心全国推進会議による「ネット安全

安心全国推進フォーラム」、「子ども霞が関見学デー」のようなイベント、各種セミナーでの公開や

マスコミ、アクセス数の多い Web サイトにおいて取り扱われることが有効である。ただし、その際

には、本教材は学習者自身が利用して学ぶためのものではなく、指導者が指導のために利用する教

材であるので、その位置づけを明確に示す必要がある。 
また、前述したように、ビデオクリップのシナリオを中学生・高校生から募集することも、訴求

効果として高い方法になると期待できる。 
中学校、高等学校の授業での活用を促進するためには、既存の教科等（道徳や技術・家庭、教科

情報、総合的な学習の時間等）で扱えるように関連付けを行うことが有効であると考えられる。ま

た、授業以外で、メールやブログなどの情報を適切に受発信し、情報交換できるようにするため、

コミュニケーション能力の向上支援について重点的に取り組む場合にあっては、ロングホームルー

ム（LHR）や進路活動、キャリアガイダンスなどで活用することもできる。その場合は、教材を活

用する時間の例を指導資料上に明記することが望ましい。 
また、中学校、高等学校の教師等から、本事業による教材を活用した授業例（指導案や既存教材

との関連付け等を含む）を募集し、授業実践事例として公表することも、活用を促進する方法とし

て期待できる。 
 
本事業の成果及び今後への提案が、中学生・高校生の ICT メディアの健全な利用の促進に資する

ことができれば幸いである。 
 
 
 
 


